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ナチ ス 民族 人口 政策 摘要 

所謂 人口 政 巧とは 諸 他の 政治 經裤な 巧の 一部を なす もので ない のは 勿論、 又 これらに 巧せ て 新しくを 場し を 一政 策 
部門を いん もので もない。 を も-^ 凡ての 法律が 巧して 一圃 巧に とつて 善い もので をる か惡 いもので あるか、 それ 自， 
身には みちし 難い、 をの 正邪 善惡の 最後の 裁み 者を るべき ものを こを 人口 政策と いふの だとは、 嘗て 一九 一二 五 年 化が 
で開懼 されを 國際 人口問題を 議の 席上 ナチ ス獨 逸の 內務 大臣 フリック の 洞 破せ ると ころで、 をのが 否に 圃家 民族 
の 死活問題を 賭けて ゐ ると いつて よい 現下の 人口 政策' なる もの、 眞隨を 術いて 遺憾ない といへ よぅ。 人口 巧强 政策は 
巿民社 會の經 巧 的 打算に 先立つ 國家 民族の 至上命令 としてを 場す るに 到つた わけで、 國民 世が 觀の 轉麵と 政治 經濟體 
制の 革新と を それは 當 がの 前提と し 又 結* として 耍請 するとい つてよ い。 特にを の 政治 經 巧の 再建 運動を 同時に 民族 
巧 興 運動と して 着手せ ねばならな かつを ナチ ス獨 逸に とつて はを フリック 博 壬の 命 超の 含意す ると ころは 一原 適切に 
巧當 する わけで、 それだけに 所謂 ナチ ス の' 人口 政策なる ものを えのを 般に 互つて 說 くことは 容易の 業では ない。 ナチ 
ス 人口 政策の 眞髓 はお 代 自由 平等 ま 義の横 弊を ホ算 して 民族 解體の 危機を 超克し よぅとす る 國民游 働な 組織の 間 題 ホ 
乃至は 巧 働 奉仕 法の 精神の かきもの、 中に 求むべき かんなれ ないし、 或は 义 一' 巧 他意ない 諸般の 法制 施設の 中に も 指 
摘され る 細、 むの 人口 政策 的 配慮の 跡を もな 巧すべき でを るか も铺れ ない が、 こ、 には 所謂 人口 政 巧なる もの、 一般の 
通念に 隨 つてを の 最も 標木 的なる ものを 專ら槪 觀的黃 料 掘 供の 意 かで々 類 列記 まに 摘 巧す るに 止める。 巧 令 巧を はす 
ベて を ichsge を cblatt により 巧せ てを の 他の 紹介 文 獻を參 照、 別 巧 統計 數 字は 概ね Wir な chaft 旨 d Stat 塞 ik 誌 
上 公表の 獨逸 統計 局の ものに よる。 


第一 巧 所謂 アリ アン ホ 法、 特に ユダヤ人 排斥 

人 極 混を はお 產力 S 退’ 民族 逆 淘汰と 併 甘て 古 來國家 民族 衰 夏 跡に 壽せ をる 共を 一至 因の 一つと いつて よ 
いもので 一民 族の 政治的 乃至 文化的 盛衰が 其の お 静人裙 の 人 極 的 ま お 巧と 關聯 すると ころ 欺く をい のはい ふ 迄 もない 
が ナチ スの 人殖 政策 的 立を、 おに ユダヤ人 排斥 政 巧の 蛋點は 生物 學的 とい ふよりも 寧ろ 廣く 民族 文化の 巧を 問 猫を 
る緊霍 眉の 必要を 生れ ものと いつて よい。 ヒ "トラ ふ 「マ ィン •ヵンプ」 を 筆頭と して ユダての 震を 指强 
する ナチ ス 文献の 殆んど 凡ては その 論雜 を專ら ユダヤ人の 文化的 特性に 向けて ゐ るのを 見ても その 間の 事情を 察する 
に 化ら うと 思 ふ。 之を 統計 數 字に 見ても I 九 己 S 年 當時か ユダヤ 敎を巧 嵐の ユダヤ人 ホ 獨逸總 人口の 僅かに 〇 •セ 六％ 
(勤績 難 致) で 改宗 羣 混血 兒を加 へても 恐らく 一 •五％ を 超ぇまぃ。 が 彼等が 金融界 Q 指導 的 地位を はじめと し 
て 政黨學 ホ， 乃至ぶ 新聞 事業 その他の 丈 化 領域を ま 配して ゐを 勢力は 違に 鷄 くべき もので、 化 林の 證券、 物產 、金 

量 取 語 S 事？ gKS 中、 四十ち は d ダて でを 0 をと S 、 そ Q 攪寞 8 醫囊授 Q 蓋、 哲學 お授 

の 二割 五分 プロィセンの 辯 護 ± の 111 〇%、 を 國醫師 の 一 II 一％ は ユダヤ人の 占む る 所で あつを ともい ふ。 この種 斷す 
的な 數 字に よつても 僅か 一% 前後の ユダヤ人が 掌 極して ゐを 文化的 支配力の I 端を 察する には 充 々で、 ユダヤ人 排斥 
が國 巧社會 主義 的 世巧觀 確立に 不可 缺の 前提と して 强 行され ざるを 得な かつを 所な を あ 傑す るに おらう と 思 ふ。 血 節 
的には 所謂 「化 方 人種」、 文化的には 所謂 「お 方 思想」 の 復古 運動が ナチ ス 民族 運動の 指 懐と して 取り上げられを 所な 
で、 をう いふ 意味では ナチ ス 治下に がける 極端な ユダヤ人が 斥 も をれ が ~ 種の 民族的が 蒙 運動と して 斑した 間接の 人 
口 政策 的な 果は 極めて 大きい といへ ようかと 邑 ふ。 


r 新聞 界 その他の 文化 部面の ユダヤ 禍溝掃 

新聞 事業の ユダヤ 的 支配を 淸掃 する ことは 巧に ナチ ス黨 綱領 中に も 巧 記されて ゐる ところで あつたが 、一九 己一 一 一年 
十月 四日に 公布を 見を 『新聞業を 法』- Schriitleiter 的 法 tz' はを の 素志を 質 現しを ものと いつて よく、 本 法に より 新聞 
人を る 可き 者は おず アリ アン 血統のを でを り、 且つ 非 アリ アン 血統の 者を 配偶を とせざる をで ある ことが 最も 重要な 
る ま格耍 件と して 巧 記さる、 に 到つ を。 但し 本 法の 施行 令 (巧 お 時 J お 月 一は 本人が 化が 大强に 出征せ る 者で をる か、 
或は 本人の 父义は 子が 世界 大戰 に戰 死せ る 者で ある 場合に 限り あ規 をの 適 巧を 免除して ゐ る。 この種の 除化規 をは 勿 
論 過渡的の ものであるには 相違ない が 夕少の 程度に がて 所謂 アリ アン 立法の 凡てに 見られる ところで ある。 卜 

新聞に ついでは 劇、 映 蕾、 ラデオ 、音樂 、美術 等 諸般の 文化 部面に 對 しても 統 測が 强 化されを 。でも これは 直接の 
反 ユダヤ人 的 立法と いふよりも 寧ろ 文化 部面に がける ユダヤ 主義 的 傾向の 禁壓を 目的と しを もので、 旣に 甲く 一二 一一 一年 
セ 巧 十四日には r 臨時 映畫 局」 の 制定を 巧、 同年 九月 二十 二日には 諸般の 丈 化 領域を 統轄せ る 「獨 逸文 化院」 Reich す 
k らさ r す 33er 削を の 法律が 公布され てゐ る。 これは 勿論を 廳 ではな いが 其の 評議員は 同院總 裁たる 宣傳及 啓蒙 相 
の 巧 命す ると ころで、 尊！： をの 經驗と 才能と を國 家の 目的に 隨 つて 動員し やぅと いふ 仕組で ある。 なほ 右獨 逸文 化院 
を 中 也と しを ナチ ス獨 逸の 文化 統制は 現在は 旣に當 .初の 消極的 統制の 域を 超えて 諸か國 のを 本 主 窺 的經链 には ボめ潍 
い 公の お 失る 搪 による 藝術巧 上の 巧にまで 進んで ゐる こと も 注目す べきで、 それが 反 ユダヤ 主義 運動の そ も-. _ ，.のな 
随 であつ をと もい へよぅ。 

所 調 アリ アン 立 巧 中 巧々 の おな に 最も 深いのは アィン シ- タィンを 初め 夕 く ユダヤ人 學 をの 學脚追 あで をる が、 ユ 

互 


ダヤ 化の 防止は 學生 生徒に 對 しても ホ 巧 はれて をり， 一九た ニー ー年 四 丹 二十 五日 公 ホの 『獨 逸人 諸學お ノ收容 人員 制 お 
こ關 スル 法律』 は敎育 上の 見地より する 收を 人員の 刷 限や碰 業的需 嬰に 卽應 する を 科 人員の 適正 化を 巧 ふと 同時に- 
まを 公を を 問は ず獨 逸人 諸學 校の 新規 收を 人員 中後說 『官吏 身分 再組織 ノ爲ノ 法を』 所を の 意味に がける 非 アリ アン 
化統 をの おむべき 割合を 制限し、 を 校 及を 科 にがてち 非 アリ アン 血統を は 彼等が 獨逸總 人口に がいて ホむ る 割を を 超 
ゆ 可から ざる 旨を 規 をして ゐ る。 同 法 施 一打 令 扁^ 想は 右 比率を 一 •五％ と 明記して ゐ るが、 兹に いふ 非 アリ アン 血 
統 をの 大部み は 勿論 ユダヤ人 である わけで、 彼等の 就學 率は 獨 逸人のを れを遙 かに 超えて ゐを ことを 物語る。 之に 見 
て も 此の 種の アリ アン 立 巧、 ナチ スの 所謂 人 穂 政策なる もの、 重點 が何處 にあつ たかを 理解す るに 足らぅ と 恩‘ ふ。 民 
族 保を は 同時に 民族 丈 化の 保を、 從 つて 何よりも ホづ 民族 自身の 手に よる 文化の 保を を お 嬰と しを わけ だ。 

二、 國家 機關に 於け る 人種 原理の 確立と】。 獨を國 公民 ま』 の 制定 ♦ 

國 まの 指導 的 地位は 獨逸 化統の 獨逸國 民の 手へ との 思想 も 亦 ナチ ス黨 綱領の 宣言す ると ころで あつを が、 その 主張 
はを < 1 九 111111 年 四 巧 七日 公 ホの 『{旨 ま 身を 巧 姐 織 ノ爲ノ 巧 律』 oosetN N 弓 \Viederher を ellung des 访 erufsbeam— 
tentums によつ て實 現されを。 本 法は 特に 化が 大戰 後に 見られる を 吏 資質の 低下と 思想の 惡化 とに 對 して ナチ ス ー流 
の淸お 工作を 斷 行した ものであるが、 之と 同時に まを 國家 機關 にがけ る 人種 原理の 確立を 行つ を もので、 本 法に よりを 
吏(公吏及びをに準ずる公務員をの他№を保險^3I#^ ラィヒスバ ンク等の關係ぞをも含む)にして非アリアン化統のを 
は 凡て 免職 せられる こと、 なつを。 (但し 一丸 一四 年 八ち 一日な 降旣に 官吏で をつ を 者、 世が 大 載に 巧征 せる もの 又は 
其の 父 又は 子の 世が 大戰 に戰死 甘る を、 をに 其の 夫の 世お大 載に 戰巧サ る 婦人 宫 まを 除く。！ f 或^^ 廊邮 0 が^ こ) 


本 法 施行 令 (た 一品 錦) の 明記す ると ころに よると 右 非 J リアン 血統 者とは 其の 父 博 又は 祖父母 中 一人の 「非 アリア 
ン 、特に ユダヤ 血統」 のを ぁるを を 謂 ひ、 特に 其の 父母 又は 祖父母の 一人が ユダヤ 敎會 に所屬 せる をなる 場合は をれ 
だけで 右 所定の 非 アリ アンと 認を される ことにな つて ゐ る。 ナチ スの ユダヤ人 規 をは 四 祖父母 中 少< も ご 一人の ユダヤ 
人 ぁる 場合を 完 をなる ユダヤ人 とし、 二人 乃至 一人の 場合を ユダヤ 混血 兒 として ゐ るから、 右規 をは 結局 凡ての ユダヤ 
人 及び ユダヤ あ 血 兒を官 巧から 追 かしよぅ とする ものと いつて よい。 更 K その後 公布の 『官ま 任用、 j ぶが 護 法規 
則 中 改正 法律』 而 巧 I 巧 一一) は 非 アリ アン 血統を と 結 おせる をの 任官を も 禁じ、' 旦つ官 まにして 結婚 せんとす るを は 
其の 配 隅 者が アリ アン 血疏の 者なる ことを 證明 せねば ならない ことにな つを。 本人の みならず 巧の 配偶を についても 
アリ アン 血統を 耍 請す るのは アリ アン 立法 一般の 通則と 見て よい。 

右宫を 暦からの 非 アリ アン、 特に ユダヤ 化統 者の 淸 掃は その他の 之に 類す る 諸 法令と 併せてを 吏、 軍人、 が 檢 事、 

辯 護ち 疾病 金庫 醫師 等國 家機關 のを 面に 互つ て斷 巧され、 ユダヤ人 垃に ユダヤ 混血 兒は 一部の 例 化 規定 該當 をを 除' 
きをく 一掃 さる-- に 到り、 且つ 之を 配偶者に 有つ こと も 不可能と なる に 到つ を。 一部の 例 か 規をも 勿論 一時的の もの 
で 其の後 廢 止を 見を ことは 後 誰の 如くで ぁるち この種 徹底的な アリ アン 立法の 精神は 同時に 勞慟 奉仕 法 や 兵役 法闢 

係の 諸 法令に めても 一巧せられ、 非 アリ アン 血統を はを を懲働 奉仕 又は 巧 役の 鶏務 よりお 除 ザる 立て前を 取つて ゐ る。 

尤も 网防闽 あ 雄 鼓を 上の 勞働 力不足の 深刻化に 伴 ひ 一九 一一 ー ホ 年 二ち 十二 一日を 巧の 『的 策上特 二重 耍 ナル 事業 ノ爲ノ タカ お 耍お巧 一一 顆 
グ スル 命令』 はが 謂 「巧姻 給付 義務」 をを ふべき ものを 壌 令に がける 「翊 を 闽 民」 から 「獨逸 闽內の 括を 民」 にが 張し、 抑 逸 巧 肉の ユ 
ダ卞 人を も ホ 之を 巧晒戰 線に 動 貝し ン 
巧る 立て前を がるに 到つて ゐる〇 } 

所謂 アリ アン 立法 中 最も 基本的を る ものは 一九 II 一 五 年 九月 十五 日 公布を 見た 『獨 逸國公 民法』 aeichsbiirgergesetz 
で、 本 法に より 「獨 逸团 公民」 セる 爲 には 「ソノ 行動 ニ ョリ 誠む 獨逸 民族 及 ビ國を = 奉仕 セント 欲 シ且ッ 奉仕 シ得ル 

. 五 


六 

を ナル コト ヲ 確認 セ シムル トコ ロノ、 獨逸父 ハ之卜 同種 血統 ノ sutscllen od. wrtverwandten 留ミ男 獨逸國 民」 
でなければ ならない こと、 なつを。 いひ 換 へれば 獨逸國 公民を る 資格は 思想と 血統との 兩 要件に よつ て規 をされ るに 
到つた わけで、 右 公民 權の 規定は 諸 多の 人口 政 巧 的 諸 立法に よる 助成金 乃至 扶助を 給が に 際し 被 助 巧を のまが 要件の 
-つ として 废々 採用され る ものである。 

また 本 法は 右 公民 資 がの 規 をとは 別に ユダヤ人は をを をり 得ざる 旨 明記す るに 至り、 從來の 除か 規を (上®) 該當を 
も 本 法 施行と 共に 免官され る こと i なつを わけで ある 0( を r 世 巧大戰 出な をに 對 しての み 恩給 規 {化に 關 する 多少の 配 
慮が 巧 はれ ミる に過ぎなぃ。〕 尙 、本 法 施行の 爲の 第一み 命令 (磨 辨卜 月) の 詳季 ると ミに よると 本 謗を の 
「ユダヤ人」 とは 四 人の 祖父 话 中々 くと も ミ 人の 純 ユダヤ 人を 有つ 者を 謂 ひ、 所謂 「ユ ダヤ 混血 兒」 (細^^ 鳩!： 齡 叫た^ 
私^ 作ヴ 中に あつても 四 祖父 巧 中二 人の 純 ユダヤ人を 有ち、 且つ 本 法 公布 當時ユ ダ ヤ敎會 に 所感 甘る をを る 場合、 或 
は 本 法 公布 當時巧 至な 後に ユダヤ人と 結婚し 居りを るを 力 至 結婚せ るを なる 場合、 或は 『國巧 血統 保護 法』 (後 說〕 の發 
效後 にがて 巧 はれを る ユダヤ人との 結婚より 生まれを るを なる 場合 等は 本 法 所を の 「ユダヤ人」 として 取り扱 はれる 
ことにな つて ゐ る。 

尙 、右 『獨 を國 公民を 所 巧の 規 をに 隨 へば 單に 曾祖父 ほ 中-人の ユダヤ人を 有つ 者は 完 をなる アリ アン 血統 者と 
見做される わけで あるが、 がし 特 をの 場合に つ レて 要請され る 血統 規 ちは 巧に 强 をの もの も あり 得る わけで 後說 『世 
襲 農地法』 のかき にがては 申請者の 血統は 一八 00 年 一巧 一日 現在にまで 翅 つて 間 趣と されて ゐ る。 

三一、 『國民 血統 保護 ま』 の 制を 


ホ 上の 諸 立法は 直接 非 アリア ン血疏 者、 就中 ユダヤ人の 排 巧を 主と せる もので を r 瓶 偶を 規 をに 今後の 非 アリ アン 
的 お血兒 蕃殖 Q 間接的 觀を行 ミ ゐる忆 f な 某， 更 £舊 ？ てを 對 象と」 了 今後 登ダ卞 f 兒の諾 
を 巧へ を ものに I 九 二 云 年 著 十音筹 の 著名な 園— 琉 保護 愛を — N in sch — des dIchen 呂 utcs 
uker dichen Ehre を 擧げる ことができろ 本 法は 上 巧 『獨蠢 公 養』 と 併せて-ー ユ 1 ルン ベルグの 人種 法を 

と 謂 はれ 5 もち、 本 奮ょ 〇獨 8 は 之と 5 盛 S 簡民と ニダて と S ® 讓 S 吉 を、 をを おすを 

は 懲役を なて 罰— れ る。 i も 同樣禁 童ら た 之を 犯す をは 誓义 は囊處 分を まける こと なつち まを 獨逸 
或は 之と 同種 血統 S 蠢 たして、 四十 養未滿 S 芒 ダて SS 傭 言れ S とも 禁甚 を、 之を 犯せ 
る 者は 一年 罕 S 留 及び 罰金、 义實 Q 孰れ か忆 奪ら れる ミ、 なつて ゐ る。 嘗て 宗卞を 中" 7 卜敎 徒との 
あ通を嚴 罰」 5" K 卜敎徒 Q 少女 や 乳 養，！ ダヤ人 Q 家で 働く ミを 禁じを ともい ム甚登 ダヤ人 碧は 兹に巧 
と賢暮 免の 下に 國法 化さ ミに 到つ をを でぁる。 (塞ち ユダて をは 上 驾謹國 貪を』 所を の ものに 依 

ろ 塞 施行の 爲の 第ー ホ 命令 (晶班 5 は ユダヤ 混 覺 S 姻に關 して？ の 雲を をめ ミる が、 たにょ 
ると 四叟軍 二人 Q H ダヤ 人を 有つ ユダ S 豊が遵 多は 四 祖父 署 一人 空 ダて を 有つ ユダ 3 血 兒と結 
擎る 場合には 特別の 詳 可を 必要と し、 許可に 當 つては 申請を の 身 體努至 精神 叢 巧を の 震の 獨逸雲 期閒、 
或寞人 又はを Q 父 幕寞戰 S 望— 章 等 Q 壽 をち f れる ことになる。 畜叟量 一人®; てを 
窒 ユダヤ 混血 兒望 Q 間 Q 結婚は 禁止され ち 要 之、 所謂； 卞 混血 兒 QA 痊 Q 巧 加を 防 妾る と 芒惹が 化を 
を窠る S 愛 W 行か 5 とい ふ 幸舉を 3 わけで ぁ ミ 


A 

，第二を 闡段俊 生 政策、 民族 逆陶汰 への 挑戰 

所謂 アリ アン 立法と 共に ナチ ス 人口 政 巧に 獨转の 陰 穀を與 へる ものは 闽巧巧 生に 關ブる 諸方 策で、 共に 人口 巧 おを 
策に 有終の 美を ぁ ザさせる 爲の 不可 缺 のを 礎 工作と いふ こと もで をょう。 種々 の 意味で 當 時世が に 論議の 穂を 瞎 いを 
ナチ スの斷 種 法卽ち 『遺 傅 病的 子孫 防止法』 は 早く 一九 一二 一二 年 セ 巧 十四日に 公布され てを り、 撥いて 同年 十一月 二十 四 
日には r 常 巧 犯罪を 取締法』 の、 义己五 年 十ち 十 A 日には 嘉姻 保護 法』 の 公布を 巧て をり' 所謂 低 格 人口の 防止と 滅 
少に 到れり 盡 せりの ホ 巧を 施して ゐ る。 

斷種 法の 制を は 勿論 獨 逸を 唯 矢と する ものでは なく、 化 ホ 合ホ國 では 一九 〇 セ 年 一一 一巧 立法の イツ ディアナ 加を 最初 
として この種 立法を もつ もの 現在 約 一一 一十が に 及んで をり、 その他 加奈陀、 瑞西 ’ T 抹 にも ホ 例を 見ないで はない が、 
ナチ ス斷種 法の 特色は 法規 上を 人口に 强制適 巧し 得る ことで、 且つ 民族 更生の 理想の 下に 他國に 懸絶した 赞施 巧撼を 
示して ゐる點 にぁる。 化 米 合衆國 が一 九 一一 一八 年末までで キ 術件數 漸く 一二 萬 餘を算 ふるに 對 し、 獨 逸は 一九 一一 一四 年末 ま 
で實 施を 一年 餘の 間に 手術 件 お 旣に五 萬ス千 おを 數へ るのに 見ても、 ナチ ス 人口 政策が 單 なる 人口 增殖 巧な 上に か 何 
に 民族 資質の 向上を ま視 して ゐ るかを 观 ふに 足らう。 尤も 獨 逸が この 穗疾忠 をを 特に 夕數 にもつて ゐ をと いふ わけで 
はなから うから、 この 近代 文明の もつ 一暗黑 面， いひ 换 へれば 婚姻を なて をく 個人の 自由意志の 下にな 置した 當 がの 
歸 結に 對 して 斷乎 として 對お 巧を 强巧 すると ころ 充 をに 敬意を 表すべき ものが をら うと 思 ふ。 

參考 のをめ 當 時の 獨 逸の 遺傳性 疾患を 槪數 として レンッの 推を すると ころを 見る と、 精神薄弱を 百 萬、 精神病を 十 
セ 萬 セ 千、 掀滿 おを 十 萬、 遺 傅 性 盲 一 箱、 遺傳 性な 一 萬 五 千と されて を か， 輝かしい 呂由 主義 文明の 影に 進 巧す る 民 


族 逆 淘汰の 暗流を 劈 張せ しめて 遺憾ない。 又 ブル グ ド。 ル フ TI の 計算 するとと ろよ ると 一九 一ニ ニ年獨 逸に ゆける 精 
神 おを に對 する 治療 及び 療養 病院の 病床 總徵 ，十五 萬 巧、 あを 總 数十 一二 鈴 ニモ、 療誰總 延日數 四千 八 音 萬 日. 一人 一日 
當 りの 醫療费 、看 誰 費、 病院 經營黃 等 計 五 マルクと して 右 精神 巧者に 對 する 總 費用 二 億 五 千 萬 マルク、 之に 精神薄弱 
者の 爲の 病院に がける 療護總 延日數 八 百 一一 手 萬 日、 をの 费巧約 五 千 萬 マルクを かへ ると 合計 一二 億 マルク、 この 化 遺傳病 
を、 反 社を 的 犯罪者 等の 凡てを も 加へ 且つ 病院 かにを つて 保譜 せらる、 をの々 をも總 計す ると 大め 十億 マルクと 槪货 
せられる。 この 金額は 同年 度獨 逸の 醫察費 (總额 七 億 六 千 六 百 マルク) を 超えて をり、 官 公立の 國民學 校 及び 楠習學 
校に 耍 する 總經 費の 半み よりも 夕 いとい ム 。國民 便 生 政策に とつて 國 费の輕 減は 固より 第二義の 間 題 だが、 この種 お 
護 施 鼓の 大を がて おが 文 巧の 程度を 計つ を 時代 も あつを ことを 思 ふと 磨に 隔世の 感 なきを 得ない。 ナチ スの國 民 傑 生 
政 巧は 新が 科學 をる 遺が 學を巧 器と して この 民族 逆 铜汰の 暗流に 挑戰 しを ものと いつて よく、 俗間 盲信 せらる M とこ 
ろの 巧 謂 民族 老衰 說を一 翻しても 扛 種の 本能と 生命の 搁汰を 本性と する 自が 自らの 法則に 隨順 するならば 民族は 
永遠の 生命を をつ とい ふの がせ. の 俊 生 政策を 巧 < 根本 信を であると いへ よぅ。 み ミい ふな ホで こそ 强 をの 馈 性に 於て 
弱者を が 遇し、 正常を のを おにが て 異常を を 保護す る 現代文明の 錯誤 も 間 西と なる わけで あり、 ナチ スの俊 生 政 巧 的 
諸 立を がせ 巧の 人間 平等 觀の 盲信 者を ちに 與 へて ゐる 論議の 因由す ると ころも ホ 納得され よぅ。 

■、『巧 傳 病め 子孫 防止 ま』 

一を 二 一二 年 七月 十四日 公布の 『逍俾 病的 子孫 防止を』 を se な N ミタ rh ぎ 自巧巧 穿3 昏 en Nachwudises 巧を の 
逍傅巧 お 化とは， 

ホ 


w ホ來性 精神薄弱 
巧 精神 分裂 巧 
の 囘歸性 精神病 (躁較 巧) 

W 遺 傳性颗 癖 . 

の 遺傳性 舞踏 巧 (ハンチン トン 氏 舞踏病) 

が 遺 傳性盲 
の 遺 傳性聲 
の强 度の 遺 傳性崎 お 

をい ひ、 かに 强 度の 酒 お 中毒 者を も 本 法の 對 象に 含められて ゐ る。 

申請は 本人 (本人 禁治產 者なる 時 或は 滿十 A 歲未滿 の 時は 法を 代理： 人) の 申請に よる か、 官吏を る錢師 、及びつ 巧 
院义 は則務 巧に 在る をに 對 しては) をの 院 所長の 申 蕭 による。 卽ち 巧意强 制の 兩形 まに よりを 人口を 包 もし 得る を 立 
て 前と して ゐ る。 

判定は 「遺 傅 健康 裁判所」 により、 區 裁判所が 事を 長と し、 化に 宫 吏を る醫師 一名、 あび 國 家の 認定せ る專 門醫師 
一名より 構戍 せらる。 不服の 場合は 「上級 遺傳 健康 裁が 所」 による。 之は 地方裁判所 判事を 長と し、 他は がに 同じ。 
實 施の モ 法は 原則として 斷種 により、 特別の 場合に 限り レントゲン 照 おの モ法も 許可 せられる 。又、 娘娠 中の 婦人 

の胎兒 に對」 W 違 契 音を 曼ざ 3 限り 本人 Qs ミ C 炮雲 おを 行ろ ま セ 管 刑謗定 Q 條 度該當 する 
f 緣势常 者に 對 しては ま 勢を 行ろ (鬻謠 1 緊體茲 法) 


經费は 霸忆關 する も Q 忆就 5 ては を部國 庫食擔 、手術 忆關す 5 も Q 忆 就いては 壽金惑 人を® 場合は 同 金庫 負 • 
嬉 、を Q 他 Q ? 特に 貧 因なる をの 場を はお 護協會 、その他の 場合は 一壽 畫麗を 挺、 之皇 ゆる 額の みすの 
を蹈 となる。 ； 

いまを の實施 巧績を 一九 I 二 四 年末まで 二百 五の 遺 傅 健康 裁判所 總 計に めいて 見る に、 •斷確 申請 八 四、 五 二 五 件に し 
て 人口 千に がき 一 •一一 痒、 或は 人ロ セ 七 ~ 人 にかき I 件の 割合と なろ 右の 內 ，巧 些 I 、 九 g 一 I 件、 ホ 四 一、 六 さ 一 
件。 又 右 申請の 內み裁 件 數は六 四、 四 九九 件で、 巧、 斷種可 ホ 五六、 二 四 四 (卽ち 九 一二 •八％)、 を か 一二、 六 九 二 (卽ち 六. 
二％)， 申請 撤囘 又は 他の 裁が 所への 囘附等 四、 五六 I こ。 

二、 『常習 化 罪 者 お縮ま』 

民 も 逆 淘汰への 挑 戰は單 に 遺傳巧 おおに 對 してば かりで なく、 一般の 道 德的低 格 まに 對 しても 亦 巧 はれる。 一九 互 
晕 十一 さ 一十 四日 公布 Q 畜遇 犯罪を ノ 取締 及ヒタ 保護 屋 規則 二關 スル 法律』 を" をを のさ ち 应呈客 g 
Ge 写 ohnheitsv を recher und 昏 er Massregeln を r Sich 马 ung und Besser 旨拍は 刑法 規則の 改正に ょり 常潛犯 
罪を と靈意 Y 畫 S 罰 曇を 揽靈 化す 5 と 苦、 そ Q 保 謹 塞と」 了 2 畫 達を 新ら た豐 する に 

到つ を。 

(ィ) 監治巧 療護院 への 化を 
( C ) 飮 酒を 療護院 への 收容 
(ハ) 游佩 所への 化容 


(こ 保 誰 監禁 • 

(ホ) 特に 危險 なる 惡德 犯罪を のま 勢 
(へ) 職業 生活の 停止 

習 r 罪 rhMP は その——、 まで—— ると いふ—— ぁる。 看 
晕の 霞なる 恶— 囊で滿 二十 二賣 .上の 者に 對 しては 所定— かに 馨 するとき 霎が巧 はれる 謂 ふところ 

のを 牛とは を S 墓— を、 凌辱、 兒 裏、 囊 、窒は 明らを 性 f •刺戟. 惡滿晕 る 霞を？ 行 はれを 彼 
慶; S 臺身體 Is をく とえ ハ箇 g 霸刑叠 葦を 5 そ 掌が 同 愛餐に よつ て旣に 一—— 
に處 せられた る 者で をり、 その 巧 爲の總 體的評 愛 結羣の 羣危險 なる 惡德 犯罪 f 靈し 得る 場合を いふ 但し 

少< とも 一 肩 5 ぶこ 8 巧爲 5 り少 くと も 一年 S 轟畫 吿—れ 5 場合 巧を® 愛穀富 場合と 雖も 

同じく をの 巧 爲の總 體的評 傾より 畫危險 なる 惡— 雲と 麗し 得る？ には 同— 勢を る ことにな つて ゐる 
讓を 刺雙は 滿享呈 島を 替 S れを i 人 3 SO 有璧畫 受けを i 合 も 亦 同じ。 

-11、 『婚姻 保護 ま』 

上記 一一つ Q — 生 蠢棲人 墨— 接に—」 たも— るが、 反 之、 一— 姻 そ© も© を この種 
の 化— 毒 — fu とを 島と」 i — ち？ 鱼晕享 香—— 著れ を 『婚姻 保 謎 

法』 を S を讓 scle der 田 rb— 香 eit des Is— Ikes od 留 el 己呈 el — で 塞に よ。 姐 



約 者の 一方が ホの 一項に 該當 する 場合 その 結婚は 禁止され る ことにな つを 

(ィ) 巧手 ホ 又は 子孫の 健康を 甚 しく 障害す る 怖れ ある 傳染 病に 忠れる 場合、 . 、 

(日) 禁治產 まなる 場を、 

(ハ) 禁治產 者なら ざる も、 みる 結婚が 國民 共同 體の爲 に 望ましから ざるが 如き 精神的 障害に 患れ る 場合. 

(こ) 『遺傳 病的 子孫 防止法』 所定の 遺傳性 おおに おれる 場合、 但し 地 ホが 不お をなる 場合を 除 <。 

ち 本 法に ついて 特記すべき ことは 「赔 胁郝が 誰」 昏巧旨 的 夏】 をを Neugnis の 制度を 規 をした ことで 結婚 せん 
とする をは 保健 局の 證巧 する 化の 「婚姻 適が 諮」 をな て 前記 諸 障害の 存 せざる ことを 說明 せねば ならない 旨 明記され 
てゐ るが、 但しを の 一般的 施行は 絕ほ 保留され てを り、 現在は 專ら本 法 面に 上 巧 ITM 民化統 保護 法』 所定の 諸條 件に 
ついて 特に 疑義 ある 場合に のみ 之を 提出せ しめる ことにな つて ゐ る。 

この 婚姻 適格 證の 交付に 當り をの 適否を 彰査 する 彰査表 二 九 一二 五 年 十一 巧 二十 九日 公 ホ 第ー ホ 施 巧 令 附表) を 見 
ると その 第一 頁には 正面と 横と から 寫つセ 本人の 寫眞 二葉を はる やぅに をつ てを り、 更に 本人の 經歴 あび 體躯體 質に 
ついて 極めて 微に 入り 細を 極めを 影 査が巧 はれる ことにな つて ゐ る。 經 歴に關 する 要 記入の 諸 巧 目を 擧げ てみ でも 例 
へば 聖 、走り 初ろ 話」 初め、 小兒 巧、 を Q 後 Q 病患 等 Q かきを、 寢 小便、 疲 S 如を 晉も ぁり、 み體 、賴神 
あび 性が の發 育が が (例へ ば學 校を 何 巧を 第し ちか 等)、 特殊 才能、 あを 期 や 性 生を に關 する ものから 飲酒 舆煙 のかき 
についても 記入され る。 體躯體 質に 關 する 彰査は ル' お及び 巧 臟諸器 管の 凡てに 一旦つて をり、 特に 人種 型 や 生殖 乃 ま お 
を 力に ついて 診 査が巧 はれる。 (クレ クチ メル 巧 式の) 體躯 型、 髮の 色、 职の 色に ついても 記入 さ‘ れ 、獨逸 或は 之と 巧 
橘に 非ざる 血統 お 入の 徵表 あり やを やにつ いてむな 娃が 記入され る。 そしてを 後に を 該査の 結論と して おおを 勸 巧す 


ベを や 否や、 或は 如何なる 巧 由に より 一時的 乃至は 恆常 的に 結婚に 不適格な り や、 或は 不適格 性は お ま 的なる もので 
はない が當 人の 希望す る 結婚は 勸獎し 難い か、 或は その 生殖 無能力 至不 おおの 故に 同じく 生殖 無能を 乃至 不 雲との、 
或は 遺傳病 者との 結婚を 勸 輿すべき もので をる か、 或はを の 遺 傅 病 疾患の 故に 生殖 無能を 乃至 不炮 者との 結婚を 勸獎 
すべき もので をる かに 就いて 最後の 意見が ホを 記入され る ことにな つて ゐ る。 

第一 一章 母子 保護 政策、 特に ナチ ス闽民 厚生 團の 活動 

话子 保護 も ホ ナチ ス黨 綱領の 巧 記せる 政治的 公約の 一つで ぁるが、 母と 子を 國家 民族の 生物 契 的 生 おの 永遠の 巧胎 
として 又 源泉と して 之を 人爲的 乃至 社會 的な 薄命から お 護し、 其の 天與の 使命と 自然の 生命を 完 からしめ る ことを 廣 
くせ モ 保護と いふなら ば、 巧 子 保護 政を とは 所謂 人口 政 ザの 初めに して 义 同時に 終りを 爲す もので をる といつ てよ 
く、 從 つて その 施 語に、 運動に 又を の實 巧に 國民的 世お觀 をの もの、 眞に國 民 的な 轉廻 作業を 伴 ふこと なしには をき 
を 得難い ものと いつて よい。 靡胎避 班の 防止は 仮令 如何に 重罰を なて 臨む とも 一片の 法令の 能くし 視る ところではな 
く、 乳幼兒死亡の低下施設も獻身的な國民的勞力の奉仕なしには 一 部職業的社會1*^^家のおお^^に終るなをやを保 
證 し難气 をの 點獨 逸に めける 「ナチ ス國民 居 生幽」 の 活動は 最も 特記に 値 ひする もので、 上 巧 アリ アン 立法に をる 
人種 原理の 振 お、 或は 諸般の 國民 後生 ホ 巧の 徹底的な 巧 施と 併せて ナチ ス獨 逸の 人口 政策 中 他國に 類比を 求め 難い 一二 
大 特色の 一に 算 ふべき ものでは ないかと 思 ふ。 

1、 堅胎 、産制の 禁歷 


一九 一二 一一 一年 五 さ 一十 六 曰 公布の 『刑法 規則 中 改正 法律』 は 新を に 第 こ 百 十九 及 二 写不條 としてが 胎 防止の 規則を 創 
設 してを り、 處腊の 目的を はてを の 機具 力 至 方法を 公に 吿巧力 至 廣吿サ るを、 或は か、 る 機具を 公衆の 目に 觸る 、場所 
に 陳列せ る 者を 一一 年な 下の 禁銅 力ま 罰金に 處 する こと、 し (第二 百 十九 お)、 まを 麽胎の 企てに 自ら 助力し 或は 他人を 
して 助力せ しめを る 者を も 同 穂の 處 罰に 德 する 旨を 巧ら かにして ゐる (き 音 二十 條) 。酸 胎禁靡 立法と しては 匆み f 輕 
いもので はない が、 ナチ スの 名に がて 一般に 聯想 さる、 ほど 峻嚴な ものみは いひ 難い。 まを 最近 一九 四 一年 一巧 二十 
一日に 公布され を避贿 取締に 闘す る發察 命令に 見ても 避 お 器具を 輸入、 廣吿 まちは 販 資せる 者、 乃至は 右 器具を 婦人 
に對し 適用せ るを に對 する 處 罰と, J て 其 等の 巧爲が 他の 法規に より： をに 菓 罰を 課せられざる 限り 一 五 0 マルクは 下の 
罰金 乃至は 六 週間な 內の 拘留を なて して ゐ るが、 熏罰 自ら 人を 威 怖せ しむと いつを 程度の ものでは ない。 立法 的キ段 
による この種 禁壓 方策の 人口 政 巧 的み 果が專 らお 極 的を るので ある ことを 思へ ば 勿論 當然 のこよ で、 巧 謂 人口 政策な 
る もの、 本質が 諸 他の 政治 經巧的 政策と 同日に 論じ 難い 所な も ホ こ、 にあら ぅ。 戰 時下 獨 逸の 經稱連 反に 對 する 巧 貴 
なき 重罰 主義と 思 ひ 合せて 特にを の感が 深い。 

一九 S 吉年 一巧の あ變後 僅かに 四 箇月に して 大都巿 の 人口動態統計に お産が 轉の 第一 聲が 聞かれる のが 巧胎 減少の 
結 巧で あつを ことは 周知の ことで、 右 事 資も獨 逸 統計 局甚 ブルダ ド。 ルフ T I の 指摘せ る 通り、 ホ 法的 禁亟 のな 巧と 
いふよりは 寧ろ ナチ ス 治下 獨逸网 巧の 國民 的を 巧の 轉換 に歸 すべき ものと いへ よぅ。 同様の 囊は獨 巧 合 巧 直後の 舊 
オース トリー にも ホ 認められる ところで、 現下の 人口問題が 國民 志向の 歸趨 如が に 影 潔 せらる、 ところ か 何に 夕 いか 
を 語つて 遺憾ない。 巧 胎巧爲 の 統計的 お 字に ついては 勿論 直 巧 的な 敏 字を 得難い が、 ナチ ス 治下に めける 巧 お滅少 の 
事 巧は 伯林の 疾 巧を 鹿の 公表 數字 にも 認められる ところで、 正 巧出產 I 〇〇 に 勤す る 流産の 翻 合は 巧て 一九二 九 年に 


10 吉 であつ を ものが、 一一 一四 年 九 巧な 降は 二 o 塞に、 ー ニ 五 年 I 巧な 降は 一〇 臺に著 減して ゐ るのに も 巧ら かで、 右 流 
產 減少の 相當 部を は 廢胎の 禁止に 歸 して 差 まへ ない ものと おへられる。 がち 吸胎の 減少、 巧には 避炮の 防止に も 特に 
影響す ると ころ 夕 いと 考 へられる のは ナチ ス國民 厚を 圓の 活動で、 一面には 國巧的 志操の 轉換 をと して、 他面には 立 
法的 乃至 行政 的 手段の 到 度 ホ 幾し 得ざる 一種の 社を 的 拘束力と して 其のを 國民的 規模の 組織と 活動との 貢獻 すると こ 
ろ 極めて 大きい もので あらう と 思 ふ。 

二、 「ナチ ス國民 厚生 團」 のま 動 

「ナチ ス國民 厚生 圈」 ZEltibnalsozialial 塞 ischo volkswohlfahrt (NSV) はを の 鹿 源を ナチ ス のな 權 掌握な 前に 
迴 るが、 一九 一一 一一 一一 年 五月 一二 日付の 總統 訓令に より 黛の 公的 機關 をる こと 璧 量を らた闡 民の 厚生 おに お 護に 關 する 
一切の 問題に ついて 權陌を 有つ ところの 黨 巧のを 國 的機關 として 認めら る、 に 到つ を。 從 つて 黛の 組織と 適 巧して 化 
おに 本部を、 を國 のを 群區に その 細胞 組織を あつて をり、 あ設の 厚生施設に 對 しては 之を 指導し 指令す る權 能を もつ 
てゐ る。 「內 地傳道 中央 委員 會」 、「ヵリ タス 敎 を」 あび r 獨逸 赤十字 化」 等の 加盟せ るを 國あ設 厚生 施訟 國に對 しても ホ 
同じ。 をの 活 勤の 眼目と すると ころは 法律 乃至 公共施設 による 最 ほのお 護を 補 化して をの 巧ばざる ところを 完全し、 
團員の 献身的なる 勞力奉 化を なて 厚生 お 護の 眞面 目を をからし めようと する 所に あると いへ よう。 無給 奉仕 員の 夕い 
ことも其の特色の 一 つに舉ぐべをもので、 ーニ九—四0年まを期あ巧133^闢が者總敕 一 、 一 四 一 、 セセ ー 人中あ給のを 
は 僅かに 八、 八 五 四 人、 卽ち〇 •八％ に過ぎない。 閣員 セる のをが は アリ アン 血統の 品行 正しい 滿 二十 一歲な 上の ドィ 
ッ 人で、 巧 五十 ペン 1i ヒな 上のを 白を をに 巧應 せる を 費を 收 める ことにな つてを り、 闽員 おは 一を 号牵 末に 十) 寓 


一一 千 人で をつ をが、 最近は 旣に 一千 百 萬 人を 超える に 到つて ゐ る。 併しを の 化て が 勿論 第-線に 立つて 活動して ゐる 
わけでは をく、 をの 間の 事情は 我が 國の國 巧 乃至を 國 婦人 曾 〇會員 組織の かきものと 見て 大過ない かと 思 ふ。 

をの の 最もを なる ものは 毎年 十 巧の 候より 翌年 春に かけて 靡捐金 おの 鬼 集が 巧 はれる を 期お濟 事業 す 『I 
hilfswerk とを のま 要 活動の 夏期は 巧 はれる 母子 お謹雲 出 ilfswerk 》 S 身 er 旨 a ki を 《との 二つで、 試みに 一 
九 一二 一二 年な 降のを 期 お 巧 事業の 義捐金 品 慕 集 成績に その 雲の 規模を 見る とみを のかく 


年み 

一ー ミ —— ご亩 

一一 四 — — 一二 五 

一一 五 — — liH ハ 

一一 六 — — =1 セ 
二 七 —— 三 一八 

二八 ご 一九 

一一 九 —— 四 〇 


冬期 救濟 の 各 年度 總收 入窩 (單 化モ マルク) 
現金 寄附 物資 络附 


一八 四、 ニ セニ 
二 〇 四、 八 〇 丸 
二. 一一 一四、 八 五 五 
一 一九 四、 一二 一 0 
二 九 セ、 一二】 八 

四 HH ハ、 一二 5 

ホ ご 一 1、 五 セ 五 


二 六、 九 セ 八 
1 0、 四 六 四 
九 二、 一号 1 

九 二、 セ セ 八 
〇一、 九 七 二 
ニニ、 八 〇ー ニ 
四 五、 か 二三 


低 價販巧 等に 
ょる 傾 値增鞠 

四 六、 八 八 六 

五一 一 五 二 

一ニ セ、 五ー ニ 

二八、 CH ハ ーニ 

一九、 六 九 八 

ニ ハ、 ミ完 

111、 二 一九 


合 


計 


一二 五八、 111 一六 
iiH ハセ、 四 二 五 
一一: 六 四、 四 九九 
四 一ち-五一 

四 一八、 九 八 八 
五六 六、 一二 五一 一 
六 八 0、 セ ーた 


(備考) 巧 隙の 使 巧が は 右合肿 よりも 欺く、 從 つて 一一 一四 —— 吉五 年度な 絳は 前年度よりの 涕 りおし 巧が ある 0 


冬期 救妍 のを 年度 まお經 雙內譯 (單位 千 マルク) 


分配 物を の 巧 値 額 
を 巧 品 巧 嗜好品 
巧 服 
燃 料 
を， 具 
配 おを その 化 
其 他の物 貴 
價値 證券 S 


計 

新領 止への 救濟 額の 
別途 使 巧 額 
母モ 救護 事業 
獨逸滞 人 事業部 
閔民 保健 事業 
獨逸 赤十字 班 
ヒット ラ I •ュ 1 ダン. 
其 他の 諸機關 
冬期 救濟 事業 事務 致 


一云 ハ— 一ニ セ 年 

-二 四、 〇 八 〇 
セ 八、 九 六 五 
六 一一、 九 一一 一八 
丸、 五八 0 
兰 八、 六 1110 
セ、 六 五 〇 


号 一 】 、 八 四 一二 


五 四、 五 九 セ 
五、 000 
ミ、 08 
五、 000 


一、 五 00 
セ、 一 二八 一二 


一ニ セ 1 一一一 八 年 

一九、 |0 八 
六 セ、 二 五六 
型 ハ、 九 二〇 

セ、 四 ご ニニ 

一二 九、 一九二 
セ、 二 一 互 


二八 セ、 

一二、 


ニニ 

一ー ニ 


セ 八、 四 二八 
九、 000 

四、 二 00 

五、 000 


四、 一二 一四 
セ、 九 セ 四 


一二 八 1111 九 年 

一〇 セ、 一丸 五 
セ セ、 お セ 六 
一二 丑、 セ セニ 
セ、 八 0 セ 
一一 一二、 二 0 九 
ニニ、 六 六 八 

ニ セ 四、 ニニ セ 
四 八、 11 五 二 

一 主 ハ、 〇 二 四 

九 、 QOO 

こ ハ、 五六 一 
ミ、 〇〇 1 
二、 五 00 
六" 四 一二 四 
ーモ 、六 〇 二 


ゴ I 九 t 巧 〇 年 

二、 ご 100 

一二" 111 セ 七 

一、 I 四 五 

五、 二-ー ハ 〇 

一二、 ：^^九 一 
ー セ 四、 セ 四 八 
二 〇 八、 八 二 一 
二 六、 ー セ 四 

ill 四 一二、 四 五一 
1 〇、 000 
I 五、 七 00 
ろ 二 01 

二、 五 00 

I 、 六 一八 
二 五、 四 四 セ 


總 計 四 0 八、 号 ニニ 四 一ち I 六 か 五 五ー ニ、 六 0- ホ 四 一、 か 一二 
の 一ニ ホー 四 0 年 あはが 時下の 物 黄 統制の 爲 まとして 巧値證 をを 化て 行 はれを 0 

四 己 セ— 一一 一八 年 あは ォ スト マルク、 一二 八— 一一 一九 年度は ズ デー テン 地方 化に ボヘミア 巧 モラビア 兩 保護領、 一二 九— 四 0 年度は 
巧 部 地方。 - 

一一 一九— 四 0 年度に 於け る收入 評價總 額は セ 億 マルクに 近い。 この 化 一九 四 0 年 夏期に がける 募集 金額は 二 億 一一 千 五 百 
萬 マルク、 义同 年度に がける N.S.V 團 員のを 費は 一億 一 一千 五 百 萬 マルクと 報吿 されて ゐ る。 又 ナチ ス 治下に がける 
失業を 垃に要 あ 護 者のを 減 (人口 千に が |ニ セ！ I 二八 年度 一 II 一四、 一二 八— 一一 一丸 年度 10 四、 一一 一九— 四 0 年度 セ 五 人) に 
伴 ひを 期 募集 金 中から 其の 他の 面子 保 謹 事業 等へ 使用 甘ら れ るを 額は 年と 共に 巧 加して ゐる のが 注目せられ る。 

人口 政 巧 上 特に 重視すべき ものは 巧 子 あ 護 事業で、 巧 親と 乳 幼. 巧の 健康 上の 相談 及び あ 護に ぁを る 目的を なて を 固 
的に 普く 配置され を 巧 モあ護 相談所は 現在 總數巧 一二 萬 四千の 多き になんで をり、 又 特に 地方に ょつては 概ね 週-同 乃 
至 一一 同 設けられる 巡 同 相談所が 設けられ るが、 孰れ も 化ての 國民 がその 身み 收入 等を 檢討 される ことなく 之を 利 巧し 
得る ことにな つて ゐ る。 母子 救護 j の內 をと して 擧 ぐべき もの、 第一は 困窮せ る 家庭 (值 し遺傳 的に 健康を る もの) 
に對 する 經巧的 あ 巧で、 被服、 食料品、 家庭用品、 乳兒巧 品等の 必需 物資の 給付の か、 住宅 お 助と しては 充 みな 寢臺 
やま 具を 備へ つけて やり、 义 失業せ る 父に 巷つて 巧の 勞 働して ゐ るかき 場合 之を 巧 替甘 しむる 等の せ 話 も 巧ん。 生莱 
を 營む獨 みの 设 等は 特に お 護の 對象 となる。 第二に 擧 ぐべき は 博 子の 健康 あ 進の 爲の 諸事 業で、 特にが 愈 藤 趴か恥 や 
巧 子への 保養 お 護が 巧 はれろ 前を は 食料品、 產婦 用品、 乳兒巧 品の 給 か、 産前 産後に がける 產院 への 無料 收ち或 
はま 庭手傳 人の お 遺 等と して 行 はれ、 後者は 巧、 乃至 あと 子を 「母の 家」、 或は 「博と 子の 家」 等 にがてが をさせる こと 
. 一 か 


を 島と して ゐろ 特に f ‘ 母 Q 家」 は 風 溝 變地モ に 建てられ V をり、 獨逸 Q 孕 s 親を ち皇四 週閒づ 、でも 
巧替 に此處 にお 養 させて 母親を ちを 一切の 日常 的な 雜事 とむ 巧と から 解放して やり、 賠 盛な 生活 意慾を 取り 戾 させよ 
うとい ム のがを の 理想で あるが、 何 處の國 でも 同じ < 厨 親の 旅 巧には 留守宅の 世話 もして やらねば ならず、 子供は 巧 
兒 所へ あづ かつて やらねば ならない。 この 理想の 實現 はを あの 業では ない が、 年と 共に 葱々 とを の 規模を 大きく して 
ゐ るのは 敬意を 表する にせら うと あ ふ。 僅か 一二、 四 週間の 保養に 過ぎない が 此處で 恢復され を 健康な 生活力は 歸宅後 
にを の 夫 や 子供を ちにまで 喜ばしい 影響を がへ をと いふ こと も 感謝と 共に 報吿 されて ゐ る。 尙 、母子 あ 誰 事業の 第 S 
としては 抓が 賢 iic を擧げ 得よ ミ特 里繁 湾蔓數 Q 托兒所 や 臨時 幼稚 賢訟 けを 了勤勞 と育兒 と® 相强な 
からしむ るに 努力して ゐ る。 その 總數 現在 一 萬 一千を 超えて をり' 巧 約 六 千は 常設 幼稚園で 收を 人員 数' 約 一二 十 萬、 特 
に 農繁期に 臨時 說 置され る もの 五 千、 收を 人員 約 十五 萬と 報吿 されて ゐ る。 が 上 母子 あ 護 事業の みで 活動して ゐる婦 
人の 數を I 丸一 一 一九 年 塞 見る 妾 愛は 看護婦 等の 特殊 技能者 二 萬 八 千 人 (巧、 無給 奉售 手)、 保姆 七 千 六ち 國民 
保健婦 一千 六 百、 み 年 指導 婦五百 人と なつて ゐ る。 

をを期救濟と巧子あ護の兩事業のか、 N • s • v の^¢ i ^としてはホ乂に對する巧防的健康救譲も巧はれてをり、 特に 
ナチ ス誦 Q 藝 を忆餘 暇と 療養を 給孽る 所謂 「ヒッ トラ ~ 休暇 Q 給が」® 望旣忆 我が 國忆も 周な 寒で ぁを 
之は 人口 政策と いふよりも 政治的 意味の 方が 强い かも 知れない。 ホ もを うい ふ 意 ホでは ナチ ス國民 厚生 圈の全 事業が 
最大 且つ 最適の 政治 運動で も ぁる わけで、 ナチ ス政 權に對 する 國巧的 信頼 も 或は 「母のを」 あを りから 沸いて くる も 
のとい ふ も 過言では をからう とあム 。まを：！! がか 齡奔數 としては 社 會化險 磯 當ぞや 乃至は 本人 又はを のま 族が 巧の 負 
巧に 蔭へ ざる 場合 之に 徹底的を る 治療 お 謹を 巧 ふるを 目的と して 巧 はれて ゐ る。 


一二、 乳兒 死亡率 お 下 運動 


ナチ ス 治下の 乳兒 死亡率の いよ， 

I 望二韋 

完ご亩 年 - 
I 丸ー ニ 五 年 
九 11 H ハ 年 

をち 年 

-九 一二 八 年 (蕉領 ± 內) 

一九 一一 一九 年 (舊お 王內) 


、低下を 見て ゐる ことは 周知の がくで、 が 生 百に 化き 乳 巧 死 とは 


セ ふ 
六 ふ 

六 •八 

六 み 

六 •四 
六 6 
ホ〇 


日を 內 地) は M 三 

ク ニ I •五 


一〇 •セ 
一一 •セ 

一空 ハ 

二 •四 


となって ゐ るが、 この間 ナチ ス画民 厚生 團 の 功 鑛に歸 すべき ものは 健少 でない と考 へられる。 獨遮 統計 局は 今後の 所 
耍壯 T 人口 確保の 爲め をの 主 嬰な 一條 件と して 化の 乳兒死 t 率を 更に 四 ，0% にまでな 下ず る ことを 目標と して ゐる 
が、 ナチ ス國お 厚生 阐の 活動 も 亦 この 國策的 目標に 則廳 してが の 第一線 部隊と して 巧 はれて ゐる わけで、 半宫半 民と 
いふょりも 寧ろ 超 圃家的 觀機關 として 其の 今後 似 業 観には 充分 期待 せらる、 所參 く、 ナチ ス 人口 政策 や 最も 轉色 ある 
もの、 隨 一として 擧 ぐるに 足る もので あらぅ と 思 ふ。 

第 四 軍骄姻 をび 出 產獎勵 政策 

人口が 池 化が の设も 本格的なる ものが お姻 、特に 出庞の 助が にを るは しく 說 くまで もない なおの 話 だが、 晚婚 


ニニ 

と 出產の 制限と を餘 儀な くす る 現下の 化會 生活の 實 情は 婚姻 巧び 化產 のお勵 助成に 種々 の 方策を 講卡る 必要を いよい 
よ 痛感せ しめる といへ よぅ。 をの 點 ナチ スの 婚姻 貸付金 制度は この種 婚姻 巧び 出産 助 巧の I ホ まとして 諸 四に 先鞭を 
つけを もので、 ナチ ス 人口 政 巧 中 最も 著名な ものである ばかりでなく 、又 最もは 功 甘る もの、 一に 巧 ふべき もので あ 
る。 をの 具 體的モ 法の 如何は 國情 により 一槪に 論じ 難いが、 婚姻 當事 をが 結婚 費 巧の ち 辨に銷 酷す る 場を の夕い 現在 
をの 趣旨は 確かに 當を 得を ものと いつたよ いかと 思 ふ。 — 

- 、 『婚姻 助成 ま』、 まは 婚姻 赏付金 制度 

婚姻 貸付金 制度 田 hes す n を darlehen は 一九 一ー ニー ー年 六 巧 一日な 布を 見を 『失業 緩和 法』 の 第五 章 (「婚姻の 巧 ホ」 
F ミを r 旨 g der Ehest: 屋 e 資 ung) により 制を され、 同年 八 巧 一日より 寶 施されを ものであるが、 をの 事情に も 巧ら 
かなる かく、 婚姻の 巧 巧は 當時六 百 萬 (非 登錄 をを 加へ ると 七ち 萬) を算 しを 大 失業を 群 減少 おの 一部と して 職場の 
婦人を 家庭に 還す ことを をの 一面の S 由と して 巧 はれを もので、 その後 ナチ スの經 巧 政策が 失業 緩 かに 成功し、 一九 
ご 一六 年には々 業者 お 約 百 萬、 之は 殆ん ど勞働 不能 入口と 轉業 等に よる 一時的 失業 人. 口と おて よ < 、事實 この 年を なて 
失業 あ濟 策は 懲務 動員 巧へ と一轉 する の 盛 巧を 見る に 到つ をが、 婚姻 巧 巧 法 も 亦 之に 伴 ひ 失業 緩和 策の 一環を る 役割 
を揚棄 して 純 おの 人口 政策 的 立法と して 獨 立す るに 到つ をと いつても よく、 一ニ セ 年の 婚姻 助 巧 法 中 第一 一 夷な-正 法律の 
-部改 正規を はきの 職場 放棄の 强制的 性質を 緩和す る ことによ つて 從來の 失業 緩和 巧を る 性質を 淸 をした ものと いへ 
よぅ。 一ニ ホの 改正 法律 あび 前後 セ囘に 互る 施行 令に よる 度々 の 補足と 改正に 互り 本 制度の 大要を 摘 おすれば 概ねな 下 
のかく でを る。 


資格 及 必須 條件本 制を は 右の 如く 失業 緩和 巧の 一部を 兼ぬ る 立て前から 本 貸付金の 巧 付を 受 くる 爲 には 妻を るべ 
きをが 過 まにあて 一を 期間 被 履傭關 係に 在りを るを をる を 要し、 且つ 結婚 後の 妻は 右砸 雇傭 關 係を あ棄 する ことを お 
須條 件と して ゐ をが、 一ニ セ 年の 第一 一ー ホ 改正 法 潍は右 妻の 職場 放棄の 條 件の 强制的 性質を 緩和す るに 到つ を。 但し 妻を 
るべき をは、 過ちに がて I を 期間 被 履傭關 係に ぁつを をで なければ ならない とい ふ規 をは 1 巧して 本 貸 化 金 巧 かの 爲 
の 前提と して 單持 されて ゐ るので、 我々 はさを なて 本 貸 かを の六义 付を をく る爲の 夫婦の 資格 要件と 見る ことができよ 
ぅ。 所得 又はが 産關 係の 規を がない ので 言は r 之に よつてを 格を の 範圃を 大きく 限を して ゐる わけで ぁる。 

右 資格 及び 必須 條件 規定の 變遷の 跡を 見る と、 二 年ち 月 I 日 公布の 腎狐 かかが では 「妻 タルべ キ者 〈一九 一二 一年 
六月 一 日 ョリ ー九 言军 五月 I 二十 I 日 マデノ 期間 內 二が テ少ク トモ 六ケ巧 間 園 巧 一一が テ 被 雇傭 關係二 おり タル 者」 と 
なつて をり， 但し 「目上 ノ 親族 ノ 家事 又 ハ ま 業 一一が ケル 從業 ハ」 右の 「意味 一一が ケル 被 履 傭闢係 _ 一 試當セ ザル モノ ト 
ス」 とい ム 制限 規 をを もつ てゐ る。 まを 妻を るべき 者は 遲く とも 結婚と 同時にを の 被 厢傭闢 係を 放棄し 且つ 夫の 巧 化 

一一 云 マミを 霞る 限り 轟 體製説 I 驗錯臟 鱗韶繁 f 脾巧而 レて 貸付を の壽 せらる、 に 到らざる 

限り 巧び 被® 傭 者と しての 活動を 爲さ ごる ことを 嬰す る 旨 巧 記されて ゐ る。 

をの 後な ほ 本 制度 實 施に 先立つ てぶ 布され て ゐる數 次の 本 貸が 金 巧が， に關 する 施 巧 令は 右 規定に 覆に 穗 々の 補足を 
行つて をり、 第ニ ホ 施行 令 (11 一一が 畔壯 妙は 右 最少 六ヶ 巧の 被 魔傭關 係の 存立すべき 期間を 西に 過去に 邀 つて 一九二 八 
年ち 巧 一日な 降に 揽 張せ るか、 まを 一を ニニ 年 《巧 I 日より I 九 I ニー ニ 年 六ち 言 迄の 間に おおせる 最近の 旣 おを に對 
しても その 妻が 現を 少 くと も六ケ 丹に 瓦る 被 厢傭關 係に ぁる 場合は その 職場の あ 棄を條 件と して 巧 付を を 交 かする 旨 

規 芒て ゐ る。 器 筆录齊 か ( |1_一 謂 雜)- は 右旣雲 Q 場合。 最少 六ヶ巧 被厢赂 關が規 をを 未 おを の 場合と 同棄 


一を 一八 年 六月 一 曰より 吉ご牵 直ち 一二 十一 曰までの 期間 内に 存在 すれば よい 旨 改正して ゐろ义 同じく 右 第ー ニ ホ 施行 
令は 目上の 親族の ま 事 若 < は 事業に 從巢 せる をの 場合に あつても 若し この 被 雇俯關 係の か 棄 によりを の 代りと して 他 
人が 屉贿 される こと、 なつた 場合は 同じく 本 貸付金の 交が を 受け 得る こと、 せらる、 に 到つ た。 

は 上が 本闹 を 赏施當 時の 該當を 資格 要件で あるが、 一二 云 年 十一 一巧 二日 公布の 第 阻 ホ 施行 令は ち 第ニ ホな び 第ー ニ ホ 施 
行 令に よる 满張規 をを (親族の 家事 かび 事業 從 業を に闢 する 規 をを 除き) 一 ^ 棄す るに 到つ てゐ る。 卽ち 最初の 法 
律 所を の 形に 還つ を わけで ある。 

が】 九 ミ 五 年 一ち 一十 四日 公布のを •みか 虹 か 紙は 妻を るべき 者の 耍被 雇備视 間を 九 ヶ月に 改正す る と共にを 嬰 被 
履唐闢 係の 媪ま にがて 存立すべき 期間に 關 する 規 巧に ついても 亦從來 の 何年 何ち 何日より 何年 何月 何日までと いふ 限 
を 法を 魔 止して 之を 一般化し、 「妻 タルべ キ者 (申請 一ー ホ 立 ッ過ま ニケ 年中 少ク トモ 丸ケ巧 間國巧 二が テ 被 雇傭 關係こ 

在 リタ 各」 と改 ちて ゐろ從 前® 造是弯 S 薑 格羣範 圍畫妄 為少」 了 ゆく を ミを 6 、 右規を 

の 一般化 4 ナチ K 政巧當 局が 本 制度を み 後 もみ < 施行して ゆ < とのみ、 むを 固めを ことを 煮 味す ると 解釋 する こと もで 
きよぅ。 j をち 年 王ち 音 公布 (1^ 時 蘇) のを 一一 かかを か 4 も 右 規 を をを のま-踏 毀して 規せ にあんで ゐ ろを 
r ち 第一 二次 改正 法律は 前述の かく 勞働巿 場 改善の 實 情に 伴 ひ 妻の 被 雇傭 關な 放棄 鶏銘の 緩和を 巧 ひ、 貸付金の おお 率 
養 巧 最初 Q 巧 金の 百 分 Q 1 ) を 音 分 Q 一二に) 高めるな を 妻は 疎いて 被 屉傭闕 係を 招澳し 若く は 貸が 窒器 前に 种び 
被 履備關 係に 入る ことを 許さる、 に 到つ を。 

禁止 條件 一九 己一 一 牵六さ 言堯の 〔第ー ホ〕 湾 令の 明記す る 申請 馨の 諸條件 寡の. か < である。 重署が 

獨逸國 民 セるべき ことは 法文 中に 明記 あり)。 


(ィ) 夫婦 ノーホ 公民 タル ノを學 權ヲ有 タザ ル トキ、 

(口〕 夫婦 ノ ーち ソノ 政治的 志向 ヨリを テ 常-一遇 退ナク 巧族國 {み 一一 奉仕 スルを 卜認 メ難キ トキ、 

(ハ) 夫婦 ノ ー方 遺傳的 ナル 精神的 若ク ハ身體 的疾忠 ヲ有シ ソノ 婚姻 〈巧 族 共同 體ノ 利益 二 反 スト 思考 セラ ル、 卜 

キ、 

ごこ 夫婦 ノーモ 又ハ雙 方' ノ前 歷若ク 〈化 評 ガ當該 夫婦 ノ 貸が 金 返 巧 義務 ノ歷巧 ヲ期持 セ シメ 難キ トキ。 

更に 第ニ ホ 施行 令は ホの I 巧を 加へ てゐ る。 

(ホ) 夫婦 ノー ホ 申請 時-一 傳染巧 若クハ ソノ 他ノ 生命 ヲ危巧 ナラ シムル 疾患 一 I な レ ル トキ。 

尙 ，第一 I 表 施 巧 令は が 上の 諸 要件の 凡ての 充足され ざる 場合に がても 本 貸付を の 巧 付に より 失業 緩和 法の 目的が 達 
せられ 且つ その 贷付 金が 巧 {化の が 源より 支辨し 得る 限り 例 ホ 的に ぶを 許可し 得る 衛 眼を 大藏 大臣に 與 へて ゐ る。 

貨 付を 額と 貧せ 方 ま 巧 付 金が は 最高 一千 マルク、 巧 際の 巧 付 額は 當 人の 身を とを 地 あの 彻 行に 從ひ 巧世帶 の篮備 
に 嬰す る费 巧と を お 酌の 上、 一 百 マルクを 單位 とする 適當の 金額に みを 廿られ る 0( 巧 施 巧 猫より 見る と 平均 槪ね六 百 
マルク 程 唐)。 

右 貸付を は 現を をはて せず 需要 充足を Bedarfsdeckungsschein 卽ち 一穂の 職贸說 をを なて 巧 付せられ る。 本 巧 付 
金の 溝嬰充 化を 收受の 許可 ある 特 をの 店舖 にがて 家具 及び 家庭用品 (家具 あび K 服な ホの， 化 帶の恭 備に 必嬰 なを 凡 
ての 物品) を鹏 人す る爲 にの み 使用 せらる、 ものであるが、 第 七 ホ 施行 令 (一 j 柄飾賴 月) は ミを 濁 逸 婦人 事萊 協を の經 
狩す る 獨逸國 切の 學 校の 授業料と して 使用す る ことを 許す 旨 追加して ゐ る。 本 がの 發行單 なは 初め 1 び I 00 マ 
ルク であつた が、 第 四 ホ 施行 令 (指 一巧 わ) は 之を 一 〇、 二 〇、 五 〇 あび- 〇〇 マルクの 四 橘 類に 改正して ゐる 。现 


をに よる 釣り 錢はー マルクな 內 。本 券の 使 巧に 常つ ては 裳 面 所を の 個所に 住所 姓 あを 記入す るを 耍 し、 之を 收受 せる 
店 舖もホ 叟面所 巧の 個所に ちのを に對し 表記 憤 格の 巧を の 物品を 販 資せる 旨 請 巧して さを 所管 稅錄 局を 鹿に 持 參し現 
金に 引換へ 得る ことにな つて ゐ る。 本 券は 之を 他人に 譲渡す る ことを 得ず 又が 貸金 受領者に， がても 店舗に がても 差し 
押 へらる、 ことがない。 

ち 木 貸が 金は 夫に 對 して あ 付され る ものであるが、 夫婦 財産を 別にして 生活す る 旨報吿 せる 者の 場合に をつ ては 
凿 ホに 對し 半額 づ、 與 'へられる こと、 なる。 

貧 付 金の せ 質 及び 返 溝 規定 本 貸付金は 觀聊 をで をり、 返 お 率は 毎月 最初の 貸が 總 おのち 分の 一、 唯し 第吉ホ 改正 
法律の 改 正規を により 妻が 結婚 後引鎮 いて 被 雇傭 關係 にあ b 若く は 貸が 金完巧 前に 巧び 被 雇傭 關 なに 入る 場合は 百 分 
か 一 ご (化し 妻の 勞働 日が 巧の 半 披に滿 をざる 場合 及び 大藏 大屋の 特に 許可す る 場合を 除く〕。 お 巧 義務は 貸付 お供 與後 
に 來る四 半 年季と 共に 一切 まり 夫の 履慷 まを してを の 貧 金 若 < は 囊ま拂 の 際 之を 留保して 別奶サ しむる を 原則と す。 
卽ち 共の 徴收 法は 源泉 課 枕を る 资貸稅 と 同じ わけで をる。 尙 、夫婦は 一體 として 返濟の 義務を 食 ふ。 

あ濟 免除 及び お豫 規定 本 貸付金は】 お 生 毎に 最初の 貸付 總额 のち 分の 二十 五 宛お濟 義務を 免除せられ、 且つ 申請 
により 右が か汝 一い 軒 間 毎月の 返裤義 族を 猶な せられる。 卽ち 婚姻 助 おに 兼 ホて 义出產 お 勵策 をる 意義を 有つ 所な で 
あるが、 この 重耍 規定は 法律の 本文 中にはな < 最初の 施行 令に がて 明記され てゐる もので あろ 尙 ブルダ こ ル ファ ー 
は 右 返を 義務 猶豫巧 間を ニケ 年と すべし との 意を を 公表して ゐ るが、 未だ 實現 をを ないよぅで をる。 

廣巧 人口に 對 する 恩典 一九 一一 一八 年 七 置 日 蓋の 『農村な 助 巧を Verord 夏 ng zur F6rde2ng der randbe - 
も lit さ u 呂は 本賃が 金に 關 しても 農村 居住を に對 する 特別の 恩典 規ちを 制定す るに 到つ をが、 之に より 少ぐ とも 夫婦 


の-方が 婚姻に 先立つ 最少 五ケ 年間 中斷 する ことなしに 農業を、 林業を 若く は 農村 手工業 者で ぁつを 場合には 貸付金 
の 返 巧 義務は ぉ 請に より 最大 十ケ 年に 限り無 利子で 骑傑 される こと、 なり、 且つ 右十ケ 年の おお 猜豫 期間 中 夫婦の 一 
方が 中斷 する ことなしに 農林 業 若く は農材 手工業に 從事サ る 場を には 貸付を 全額 (本 令發 お前に 交 かされを る 貸 か 金 
に 就て はを の 未 返 濟额) の 返 濟霜務 そのもの も 亦 免除され る こと.-, なつて ゐる 0( 塔 働 奉仕 若く は 兵役 義務に より 發生 
しを る中斷 、をの 他 巧氣若 < は釋榮 不能に よる 一時的 中斷は 差し まへ ない。) 

申請 S 明 檢討を また その他 本 貸せ お 奪に 對 する 申請は 戶菊 役場へ 婚姻 豫 約の 屆 出の 後 婚姻に 畫 つてな 
す ことを 得、 淳 をの 供 與は婚 烟の後 初めて 巧 はれろ 申請は 夫の 居 違の 巿 町が におして 巧 はれ、 市町村は その 適 
否を 换 S 上、 馨 Q 愛 a は 理由を 票す る W とな」 忆 却で 認許 Q 場合は 更忆 貸付金 額を 囊 Q 上 串 請を 當該 夫婦' 
の將來 居を する 地方の 所 曾晚翰 局に 同 か、 親務 局を の 最後 的み 巧を なし 所を の 巧を 請に よりを の 旨 申請者に 通吿 する 0 
申 I 日を は f ホを 尹な に 姬姻話 巧を の 化 所 耍の馨 類と 弓換 へに' 巧務 局金庸 より 貸が 金の 巧 おを をけ る こと、 なる。 

本 法 所を の 被 履腑關 係に ついては 碼俯 をの 請 巧を 必要と し、 电 請の 眞僞 につき 疑 態 ぁる 場を は 疾病 金 鹿の 扉 巧 書を 
提出せ しめる。 义巧 屈滿關 係の か遗 につ レて は 妻を るべき をが 申請 時に 旣に被 屑 傭を をる ことを 媳め 居る 場合は 申請 
巧 紙 所 巧の 個所に その 旨 記入 せらる、 諮 音を なて をり、 申請 時に 猶ほ巧 お傭關 係を を 突し 居ら ざり しを にがては 質が 
金が 巧に 瞭し旣 に. 右關 係を か棄 せる 旨の 最後の 屉備 まの 證巧聲 を 描出せ しめる。 

お 源 本 ホ 巧 施行に 所 耍の巧 巧は 最初は 免姻巧 成を 空を a 口を 互を なる 新獨を 祝餐萝 によつ て 賄 はれを 
力 第ニ ホ改 冗を 巧 (ザ 伽 的へ}^ 則-一) は 之を 廢 止、 前年の 所得 稅 法改正た 伴 ひ 所得 稍收 人の-部より 之を ま辨 する こと 
、し、- か 三一 お 年-巧な 降 巧 巧 稅お乂 中より 每巧千 二百 五十 巧 マルク (卽ち 年 一な 五 千 お マルクと なる) が 本 制度 施 


ミ' 

巧の 爲の 國庸巧 別が 源に 繰 入れら る、 こと、 なつた。 をの 後 夕子 家族への 巧 童 扶助 金 制 お (後 說) の 制ち せらる、 に 
及びち 國庸 特別 財源は 一九 一二 八 年 四 巧 一日 公布の 『ホ萊 緩和 法 中 改正 法律』 に 巧り 新ら をに. 「婚姻 巧 付 金 あび 兒を扶 
助 金の 爲の國 庫 特別が お」 と改稱 せられ、 一 化 S セ會計 年度は 降 所得 祝の 風庵收 入み よりお 年 二 億 マルクを 之に 燥 入 
る、 旨規 をされ を。 が翌 I 一一 九 年 八ち 一日 公布の 『婚姻 貸 かを 及び 兒童 扶助 金の 爲の國 を特刖 財源 繰 入 高 引上げの 爲の 
法律』 は 右 繰 入 商を 一九 一ニ ホ 年 會計年 まな 降 毎年 二 億 五 千 萬 マルクと なす 旨 改正して ゐ る。 

ホ も 右 金額のを 額が 一年 巧の 實 を 算額 となる わけでは な < 、义右 財源 中より 時にはを 宅 助成 等に 流 巧 せらる、 例が 
ある 反面、 婚姻 貸せ 金の 返 巧 額は 現を は 本が 源に 燥り 达 まれる ことにな つて ゐ る。 义兒竟 扶助 金 制を 施行 费の 一部は 
を國 失業 保險 局の 掛金より ま辨 されて ゐる ものであるが (ぞ焉 七 千 萬 マルク、 後說) 、右兩 財源の 合が 額を がて ナす 
ス 人口 政策 中の 二大 制度の 所要 經费の 大略の 目 やすと 爲す ことができよぅかと 思 ふ。 

昔 施 成績 本 制度の 巧 施巧績 につき 獨を 統計 局の 公表になる ま娶微 字を 巧 ぐれば な 下の 如くで ある。 

婚姻 貸付金の お 年 貸 かを あ 脚 免除 件數 


巧が 件數 


免除 件數 


一を 一二 一幸 

(AB^ 十二ぶ) 

一九 一一 南 年 
一九 一二 五 年 

一空 一六 年 
一を 一ー セ 年 


鶴 領蛾巧 
一四 1 、 五 五 か 
ニニ 四、 六】 九 
一 五六、 八 ニニ 

m 、 四を 

一八 一二、 五 五六 


現 領域 內 g 


舊 領域 內 
ー ミ、 ホ ー〇 
I 二 九 •九 六 一 
一 五 五、 0 六 九 
一八 六、 六 九 四 
一ー ニニ、 五一 一一 一二 


现 領蛾內 m 


全 


計 


九 一一 一八 年 
九 ご 一九 年 
九 四 〇 年 


二 四 一二、 六 九 一 
ニ セ 〇、 九 {九 
ニニ ー、 六 六 四 


二 五 セ、 二 六 二 
iill 〇、 五 九九 
二 四 九、 セ 六 二 


ニ セニ、 四 九 八 
一一 二八、 八 四 八 
一一 一四 二、 四 四 0 


1、 六 一四、 二 九 0 一、 ホ 九ち 六 一二 九 r 六 四 一、 六 五 f 二 
の ボヘミア 及 モラビア 雨 保諮領 、オイペン、 マルメ デ 及び 新 附の巧 郁 地 ホを 除く。 

を 婚姻に 對 する 貸が 結婚 Q 割合 踞年 比較 (舊 領域 巧) 


年. ホ 

I を 言 串 

一九 一一 一四 年 
一九 一二 五 年 

一空 一六 年 

一九 ー ニモ 年 
二 九 一 二八 年 
一九 一二 九 年 
-九四 〇 年 




I 二 
110 
面 

- A 
-九 
.11 セ 
二 五 
IH ハ 


二七兰 、五六 〇 
111111 二， 四 九 一二 
一一 一六ち 〇一 九 


、六 八 0、 空完 


九 四 〇 年 全 出生に 對し 貸が 結 解の 巧 生の おむ る 割を 


规 m 


ニニ •ミ％ 


舊 領城挪 ’ 二 四 •四な 
舊墳太 利 一二 ，〇 か 
ズデ I テン 獨逸地 ホ セ •四" 

■メ I メル 地方 八 •ーヴ 
驚 ダンチヒ 自由 市 セ こか 
w 前 註に 同じ 

ス本 制度 寶施 後より 一九二 云 年末までの 婚姻 對 出生 完 産を 含む〕 の 割合を 所謂 貸が 結婚と 然ら ざる ものと に 分 
ちて 比較せ る ものは ホの かし。 

贷 せお 婿 が朋 I 〇〇 に 付 出産 五 九 (指 お 一 〇〇〕 

がらざる もの ク - 々四 0( ヴ 六！ 〇 

二、 伯が 市の 名譽名 親剌度 

夕 產お勵 方策の 一つと して 異色を るを な 一九二 面 年の 測定になる 化が 巿の名 臀を親 制を 田 hrenpatens 包】 aft で、 
之は 世が 的 寡 產狐巿 として 惡 名高い 同巿 のち 案になる ものと して 且つ 特に 其の 削度規 をに 面白い ものが あろ 卽ち本 
，制度は 道徳的に も 人 穂 的に も 異議の ない 家族で 旣に 二人の 子を ちろ 更に 第一 一 一又は 第 四 子を 生もぅと 欲する 場合 その 
旨 之を 申請せ しめ 旧 願 後 ニケ 年は 巧 (化し 法を 最少 姐 孕 期間は 上〕 に 之を 生みを る 時 その子に 對し 扶助 金を を かする と 
いふ 仕組で、 扶助 金額は 出生を の 第一 年は 毎 巧 一一 10 マルク、 第二 年 目より 第 十四 年 目までは を 巧 二 0 マルクで ある。 
專ら經 お 的 理由から くる 產兒 制限への 一對 巧と して 巧 味 ある ものと いへ よぅ。 本 扶助 金は 該當 家族が 伯林 巧を 去り セ 


る 後に も •引 額き 給 かされる もので、 をの 點 都市 疎開 政策と ホ 調を 合 廿てゐ る わけで ある。 他面 本 制 巧の 恩庶 享受の 爲 
に 同 巿に來 る おを 防止す る爲の 規約 も ある。 尙本扶 巧 金は 他の 扶助 金とは をく 無 閥 條に併 給され る もので、 且つを の 
給が に當 つては 制度の 名の 示す 如く 特に 儀式が な 給 か 方法 か 行 はれる といん 0( 其の後 シ ユット ガルト 巧 も ホべ ルリ 乂 
巿の 制度 にがつて ゐ る)。 

化林巿 にがけ る 本 制 巧の 寶施 巧績を 見る と、 一九 I 二の 年 巧 巧 I 日より 翌 一二 五 年 六 巧 一二 十日までの お 願件數 二 、 I A 
I ( 巧、 第一 一宇 分 一、 七 五一 卽ち八 0%、 第 四 子分 一二 丸 0 卽ち四 0 ち 他の 四 0 件は 反則 的 出願〕、 ちの 巧採擇 されを 
る もの 四 四 八 件、 を® 中 八 一 0 件、 却下 丸 二 S か、 却下 理由 中の 四々 の 一は 遺 傳學的 見地より 助 巧し 難き もので よめ 
てゐ る。 

111、 新 離婚 法の 制を 一 

一九 一-一八 年 セ 月 六日に 公布を 見を 『婚姻 舊をを N 2弓 .V さ einhe 吉 芭吕 运 clem す chts der 昏 esc 星 esz 旨 g 
u. cJer 田す scheid 旨 g ぎ I'ande oesterr を ch'u. ぎ昏庄 gen 巧を chsgebiet od. whe 的 osetz 中 特に 離婚 法に 關 する 

新規 おも 亦 一穂の 婚姻、 特に 出 產助戍 策と して ナチ マ 人口な 巧 中 特に 異色を る ものと してよ い。 本 法は 婚姻を 當 辜を 
個人 間の 利 お 契約 闘 係と して 取扱つて ゐセ舊 來の呂 ホ ま義的 立を 精神を 新しき 國民 社を 主薬 的 婚姻 觀を U て 菌き換 へ 
をと 稱 せられる もので、 民族 協同 體 のが 基 セる 姬姻 とまを 案 おとを をの 本 ホの ホ 質 心 ffi 應 しい 生 巧 巧同體 として 取 お 
ふこと を 目的と しを ものである。 婚姻の 岡 お 社を ま 菊 的 本質に 相應 しい 生を 共同 體と はがいて 言へ ば 結局 出 庵 奉公の 
一巧に 踊を する わけで、 新 離が 法とは か、 るが 姻の 木踩に 副は ざるに 到つ を 夫婦を、 舊民 法典の 規 巧す るが かきを 通 


をの 他の 犯罪 的 理由 お 伴 ふこと なしに も、 單に をれ だけの 理由を がて 離婚し 得る ことにした もので、 をれ が 新しい 畢 
福な 婚姻 生活に 新しい 出產舉 公の 途を巧 かせよう とする もので をる はいふ 迄 もない。 新 離婚 法は をの 立法の 粮本锦 神 
にがいて verschcldens 的を ミを をから ジ rrst 旨に S 的を wnken に 移 巧し をと 稱せ A る、 所从 'であるか 阱し舊 兵法 
典 所を の 種々 の 離婚 踊 由 も 槪ね賴 いて 採 巧され て居ジ 、第 四十 セ條 には 泉 通を 常 阿 十八 條 には 生殖の 拒 巧 (靖 賺麵 城^ 
^咖 がし) を、 第 四十 か條 にはせ、 他の 重大なる 過失 或は 不么黎 又は 非道 德 的なる 巧爲を 離婚 理由と して 擧げて 居り、 を 
の 他の 理由と しては 更に 第五 十條に 精神的 障害に をく 擧 動を、 第五 十 一條に 精神病を、 第五 十二 條に 傳染 病ち は 忌 ふ 
可き 疾患を、 第五 十二 一條に 不胞 おを 擧げ てゐ るが、 頭に 之ら の 理由と 垃んで 新規に 第五 十 五條と して 「婚姻 關なノ 深 
刻 一ー シテ 匡救 シ難キ 破滅 ノ結 巧」 infol 的 e を ner ユ e な reifenden unheilb ちさジ rr 芭 旨 的を S を elichs Ver 是宁 
nisses 同棲 生活の 解體 甘る 場合を 離婚 理由と して 巧ぐ るに 到つ を もので、 言は f 藉來の 過失 邪' 由 その他と 新しい 離 
婚 理由との 二本立ての 立て前を とつて ゐる ともい へよう。 所謂 第五 十 五條の 法文を 捣 ぐれば ホの かくで. 
r 第五 十 五條 同棲 生を ノ解體 

こ) 夫婦 ノ 同棲 生 巧 ざ ニケ 年な 上が 止 セラ レ 且ッ婚 棚 關係ノ 巧 刻 一- シテ匡 あ シ難キ 破滅 ノ結巧 婚姻 ノ 本質 一一 巧應 
セル 共同生活 ノ 期待 シ雑キ トキ、 夫婦 ノー ホ' ハ 離婚 ヲ望ム コト ヲ得 

(二) 離婚 ヲ望ム 配偶を ガま庭 生な ノ 破滅 ノを部 的 若 ハ 主 ナル 黃 任を ナル' トキ ハ 他ノ祀 偶を ハ 離婚 ヲ 拒否 スル コト 
ヲ 得。 化シ が姻ノ 本質 泣 一一 兩 配偶を ノ 舉動ノ 冗を ナル 評 憤 一ー ョリ 娇姻ノ 持被ヲ 道徳上 正 當視シ 得 ザル トキ (離 
婚ノ 拒否 〈巧 巧 トス」 

おへ 导 べき 凡ゆる 事情に 用意した 廻りく どい 法律 文 的 表現で あるが、 旣に價 tt のない 婚姻を 巧る 可く 離婚 させよう 


とする 越 旨で ぁるは いふ 迄 もない。 尙 、木 法制を に ホ 立ち その 雜議 に當 つを を 員 會は 人倫 上 义は國 家の 爲に 必耍 なり 
と 認められる 場合は 當事 をの 意志 か 何に おらず 檢 事の 上吿 により 離婚せ しむる ことを 得る よぅ 建議して ゐ るが、 この 
建議の みは 採用 さる t に 到^な かつをと いふ。 とはいへ 新 離婚 法制ち の 精神の 一端を 察する に 足らぅ と 思 ふ。 

尙 、木 法が 特に r 噢太利 巧び 巧 他の 地 ホの 婚姻 及び 離婚 法 統一の 爲の 法律」 と稱 される 所な は 敎義上 正式に 離婚を， 
許されない 舊塊太 利に かける ヵトリック お 徒 間の 錯雜 せる 婚姻 關 がを 淸 をす る 爲の諸 法規を 含んで ゐ るからで、 本 法 
により 非合法 的な みあの 事 赞婚の 殆んど 凡ては 正 まの 法律 婚 として 認容 さる、 に 到つ を。 特殊事情 にを るち 舊境太 利 
その他 その後の 巧領 古の 分を 除き 舊領王 巧に 於け る 本 法 施行の 實 綴を 一九 S 九 年度の 離婚 統計に 見る と ホの かくで、 

輸 婚總數 ご、 セ 八 ホ 件 
內 、巧 五十 五條に 依る ものを 除く 件 あ 四 八 お ミ 六 件 {I 强觀) 

将た重 十五 おに 化る もの ニニ、 11,1 五 云 件 (二 T 六％') 

部ち 第五 十 お條に 依る 離婚 か 敬は 總 離婚 件數の 五分の 一を 超えて ゐ る。 右を 五十 五條に 依る 離婚の 巧、 モの 側から 
の 申請に よる ものは 其の セ セ％、 妻の 側からの もの も 一九 •一%、 巧 方よりの もの 云 •九％、 夫の 側からの 申請が 夕い 
のは 離婚 後の 生活 巧陣 がより 確赞 でぁるから でぁると 獨逸 統計 局は 解釋 して ゐ る。 

又、 第五 十 五條に 依る 離婚 中を が 有罪 宣吿を 伴は ざる ものは ちを 克 件で 其の 四 四を％ に當 つて ゐ る。 

新 離婚 法の 巧 施 (一一 一一^^^ 月) 後に 巧る 離婚率の 巧 加が 巧ん ど 右 第五 十 あ條に 依る 離婚の 爲 でぁる ことは ホ 表に 見る 
かくで、 一二 八 年度 も 一二 九 年 まも 特に 巧 五十 五條に よる 離婚を 差 引いて みると 其の 離婚率は みして 髙 くな <1 二 四 丄云ハ 
年 巧に 較べる と 却つて 低い 位で ぁる。 


與年離 姬觀及 離婚率 (舊 領域 內) 
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夫婦 數 千に 對し 離婚 


九 ミニ 年'} 
九 一ー ニニ 年 
九 一一 一四 年 
九 一二 五 年」 
九 ご 一 五 年 
九 一 云 ハ 年 
九 一ニ セ 年 
九 一二 八 年 
九 一二 九 年 
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內 第五 五條 

による も 口 


一四、 I 九 八 四 二、 110 ニ ニ 九 •セ ー 

一四、 一二 一七 四 二、 四 八 五 二 かふ I 
I 四、 セー か '五 四、 四 〇 二 一一 毛 .〇 I 

一 五、 〇 互 八 四 か、 モ八五 三 一一 一一 •一 I 

一ち S か 五 〇、 二 五 九 1111116 I 
一 五、 四 六 一一 一' 五 〇、 一一 一吉 セ 写 I •六 I 

一 五、 六 九 四' 四 六、 モ八六 二 か •八 1 

I ちを 一一 六 四 化、 四 丸 セ 111 三 1,111 

一六、 一二 己 ホ 1、 モ八九 一一 天 •一二 八. 一二 

义 、第五 十 五條に 依り 離婚せ る 夫婦の 婚姻 持綺期 閒垃に 妻の 年齡別 集計は ホの かくで、 半 敷 (五 0-| 一一％ を 婚姻 持德 
期間 二十 年な 上の もので あり、 义 その 五分の S (五 九 •五％〕 は 妻の 年齢！： 十五 歲な 上の ものに なつて ゐ る。 特に 後の 
數 字は 巧 離婚 法の 巧 際 的 1 效 巧を 期待せ しむる に 充分で ない が、 かし 巧の 方には なほ 巧 婿に ょる 出産 報國を 期待し 得る 
と獨逸 統計 局は 說 明して ゐ る。 ‘ 


第五 十 五條に 依る 雜婚の 妻の 年齡別 集計 (蕾 領禹) I 化 |二九 年 
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尙 •一九 一二 八 年度の 離婚 統計に ょり 婚姻 持續 期間 八 年 乃至 十七 年の 離婚 夫婦の 出生 兒數別 集計を 見る と ホの かく 
第五 十 五條に 依る 離婚 夫婦が 人口 增 加に 寄 典す る 所 特に 欺い ことを 示して ゐ る。 

I 鷄 f?f 離婚 夫婦。 墨 兒敕如 集計 (雲 禹ご空 一八 年 ' 
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第五 章 多 子 家族 保護 政策 

婚姻 あび 出 產獎勵 政 巧と 表裏して 人口 增殖政 带を完 を 甘し むる ものは、 廣 くを 族を 擔均お 政策と げばる、 もので あ 
るち その 巧 夕子 家族に 對 する 扶助 金 巧せ その他 種々 の 恩恵の 化與 はを のモ法 及びな 巧に がて 最も 直接 且つ 判明なる 
ものである。 特に 獨 逸に がける 夕子 家族への 兒童 扶助 金 巧 付の 制を は 上が 婚姻 貸 かお 制度と 並んで ナチ スの 所謂 人口 
政策 的 諸 施設 中の 二 本の 大黑 柱を なす ものと いつて ょい。 

- 、 る 子 家族への 兒童巧 助 金を せ 削 度 

旣に 婚姻 貸付金 制度の 制を に 際‘ しその が 源 餘剩は 之を 夕子 家族への 捉宽 扶助 お 交付に 振り向ける ことが 豫 をされ て 
ゐを もので、 當 時は'」 化 一一 一九 年に 直 現される 豫想 であつ をが、 早く 一九 一二 五 年 九 巧 十五 日に 公布を 見た 『夕子 家族へ 
の 兒童扶 巧 金 公布 令』 Ver 弓 dnung 昏马 &e oewahrun 的 <on 穴 irid さ beihilfen an kirid 马 reicho 巧 amiUen は 
同 さ 一十 六日 公布の 同 令 『施行規則』 と 併せて 參 子を 龄に對 し 一子 當り百 マルクな 巧 一家 族當り 一千 マルクは 巧の 一 


時 金を 「一同 おりの 巧 童 扶助 金」 eini 旨 H 的〇呂 を马 beih 苦さと i て 巧 かする 制度を 制を する に 到つ を。 但し タモま 
族 扶助の 版 目は か、 る 一時金 交 かによ つて 滿お さるべき ものでは なく、 型 一一 一六 年 一二ち 二十四日 公布の 『改正 令』 面に 
同日な ホの 『第ー ニ ホ 施行 規 か』 は 第五 モ^$ 降 ーモ當 り 金 十 マルクの 「繼續 的 兒童巧 助 金」 立ら e ヴ な〇 只 sde みた 至 Hen 
交が の 制度を 專 へ、 夕子を 族の 家族を 擔 均衡の 目的を 夕少 とも 效果 ある 形に がて 初めて 赞 現す るに 到つ を。 又 同年 六 
巧 十日 公布の 『第 四 ホ 施行 規 gj は 上 褐一囘 限りの 兒童 扶助 金を 特 をの 場合に 限り 「ジー ドルン クの爲 の兒童 扶助 金」 
Si を lungs—Kinciel-bei 互 Ifen として 交付す るを を 巧いて ゐ る。 一ニ セ 年 八ち I 二十 一日 公布の 『第 六 ホ 施行規則』 は從來 
の 諸 施行規則を 一巧 廢棄の 上 改めて 叙 上の 諸 制 巧を 更に 完備 甘る 諸規 をの 下に 補正して ゐ るが、 翌 一こ 八 年 一二ち 十一 こ 日 
公布の 『第 セ ホ 施行規則 J は 上 巧繼鞠 的兒童 扶助 金に 加へ て 更に 別種の 「擴 張され をる 繼續 的兒童 扶助 金」 orweiter 岳 
la ら空を wind 马 be 唐 Ifen 交 かの 制度 (第一 一宇は 降に' 一子 當り毎 巧 金 十 マルク 宛〕 を 制を して 夕子 家族 保講 をい よ レ 
よをから しめて ゐ る。 右 施行規則は 右の かまを 「敎育 扶助 金」 巧 ミに tellen U. Ausbildungsb を hilfen 交付のを を も 巧 
いて ゐ るが、 同年 六ち 一日 公布の 『第 八み 施行規則』 は特 をの 夕子 家族に 對 する 「住宅 整備 扶助 金」 内 inrichnmgf 
b を芭 一を！ 一巧が の途を 講じて ゐ る。 最後に 同年 十二月 二十日 公布の 『第 九 ホ 施 巧 規則 J は上視 一 囘 限りの 兒を 扶助 金 
をを 一一 一九 年な 降は 巧 則 的には 專らジ I ドルン クの爲 の兒童 扶助 金と しての み 巧 かする 旨 改正して ゐ る。 現行法規は 游 
七 ホ 施行規則の 改冗規 をの おに 於け る 巧 六 ホ 施行規則を 主 巧を とし、 之に 其 後の 遣 か 及 改正を 化へ て 巧 施せられ てゐ 
る わけで、 右 現行法規 により ナチ ス兒お 扶助を 制度の 大略を 摘 嬰 すれば 慨 ねな 下の かくで をる。 

-回限 リの兒 童み 巧を 木 扶助 お 巧せ の 制 巧は 一九 一二 五 年な 則 I 的卽败 ホ) の 『夕子を 族への- 兒壺 かの 金 巧が 令 J に 
より 创 {化されし もの。 該巧 夕子 家 披に對 しその 該お子 ホ-人を 百 マル 八 かか、 化し 一於齡 J か，^ を 卽ート 4 かかの 


扶助 金を ii 齊 かが 祭を なて 巧せ。 本 扶助 金 巧 かの 後に 出生せ る 子女に 對 しては 右三》 族當 りの 最高 額の 猶ほ 達せられ 
ざる 限り 追を せせられ る。 木 扶助 金 巧 かを 受< る爲 めの 諸 お 件は ホの 如 < である。 

I 、 滿 十六 歲ホ滿 の 子女 (繼モ ホ 巧び 養子 ホを 含む。 扶養者が 當該モ ホに よつて 所得 稅法 巧を の兒童 控除 若は 所得 
稅輕滅 を ま < べきを なる 場合に あつて はち 子女、 繼モホ 及び 養子 女の子 巧， おに 養育 モホ 及び 其の 子孫を も 含む) 
邮心か 心を 含む 家族なる こと。 但しを 子女は 扶養者が 少く とも 部分的に も 其の 扶養 又は 敎 育に 寶際蕭 力して ゐわ 
もので なければ ならない。 

二、 兩親 (繼父 巧、 養父母 又は 養育 父母を 含む、 な 下 同 之) は獨逸 又は 之と 同種 血統の 獨逸國 民で たければ ならな' 
い。 繼 父せ 等の 場合は 本 要件は 當該モ 女の 實父语 についても 亦 充足され ねばならない。 

一二、 兩 親は 公民を るを 擧權を 所有し、 且つを の 巧 動より 見て 誠也獨 逸民 族 及び 國 家に 奉仕 せんこと を 欲し 又 奉仕し 
得る 者と 認定し 得る もので なければ ならない。 

四、 兩 親の 經歷 、世評 あび 社會的 行動は 扶助 金が 一家の 經巧狀 態の 改善に 費 おせらる、 ものと 期待せ しむる に 足る 
もので なければ ならを い。 

五、 當該 家族には をの モ たの 助成が 遣 傅學的 理由より 望ましから ずと 思考せ しむる が 如き 何らの 重大なる 健康 上の 
疑惑の 存 せざる ことを 要する。 但し 繼 父母、 養父母、 養育 父 ほに 投 ては 本 お 件 充足の 必要は ない。 - 

ムハ 、扶養者の 現在の 所得 及び 財產狀 態は 夕子 家が 世帶 に相應 せる 一家の 整備に が耍な 物品を 自ら 調整し 難き 化 態に 
ある もので をる ことを 要する。 

但し 死 離別に より 兩 親の 一ち が 家族 巧に 居ない 場合は、 その 者に ついては 右 諸を 件は 第二 乃至 第五を なて 足り、 又 


秘生モ ホの 場合に あつては、 その 父が 明確に 確を し 得る もので をる 限り、 をの 父は を 第二 力 至 第五の 諸 要件を 充 ぶす 
る ものであるを 要する。 

まを 右を 要 かの 充足せられ ざる 場合に がても 大藏 大臣 (又は 大藏 大臣より その 横 能を を 託されを る稅務 局) は 例 化 
的 交 かを 爲す權 能を もつてを り、 この種 規 をはな 下の 諸 扶助 金の 場合に がても 同樣 である。 

本 扶助 金の 需耍充 ぶ 券 「兒を 巧 助 金の 需要 ホ 足 祭」 は 十 及び 五十 マルクの 金額を なて 發かせ あれ、 家具 (寢室 巧び 
臺所巧 お)、 家庭用品 (を 具、 被服を 除き 簡易なる 世帶の 整備に 必柴 なる 凡ての 物品を いふ) あび 下着類 (本絹を 多分 
に 含まざる ものに 眼る、 靴下 巧び ズボン、 姑に 下 惠用及 ズボン 历のホ 地を 含む〕 を 所定の 店鋪 にがて 購入す るに 巧 立 
つ。 但し 申請に より 碎乳 用の 牛、 山羊、 羊を 地區 農民 指導を の 異議を 挿まざる 販賣 をより 購入す る 巧に 充 つる こと も 
できる。 本然 使 巧 上の 諸規 をに ついてはが 姻 巧が 金の 場合と 概ね 同じ。 

市町が への 申請の 提起を の 化 扶助 金 巧 かに 到る 迄の 手織き 等 も 大同小異 だが、 申請を がをは 子女の 法を 代理人 又は 
父母 中 事 •试上 その 挟 萎に 當る 者で あ C 、 申請には モ その 田 生 諮 書 及び 右子 女の 父话 おに 祖父 设の お姻證 書、 保健 局の 
證巧 書を 添附す るを 要する。 巿 町村が 申請を 拒否し をる ときは 申請者は 所管 稅務 局の みを を 申請す る ことができる こ 
とに なつて ゐ るのは 所得 及び お產關 がの 要件が ある 爲と考 へられる。 

尙 、本 n 罔 限りの 円蓋 扶助を な 前述の かく 第 九み 施行' 規則に より I を 二 丸 年 I 月 1 R な 降は 原則的には 後缉ジ 
— ドルン クの爲 の 兒盧扶 巧を」 又は 「擲 張され たる 繼额 的兒壺 扶助を」 の なれを も 巧 かせられ 得ざる 場合に 限り 與へ 
らる 、こと、 なつを。 

デ： i . ルン ク SQ 兒童 扶助を I 丸-ミ ハ 年 (歸品 IJ ) Q 第 四 ホ 施行規則 にょり 制を されを る も。。 前项ご 


四 o 

同 娘是薑 扶助を 赛 Q 爲 e - 諸- 譯を蹇 する ホ 雪が 國家〇 襲す る小ジ 1 ド こ 夕® 移穫攀 若く は 移 巧 
をで あるか、 護 靈舊 暦嚮 fe す 5 薰 K よ 〇 助 雪ら 7 ご蠢 Q 所有者で をを、 或は 四 ヶ年計 晝〇闕 係 法 
規に よりを Q 毫建 試を 助 雲ら る、 農村 勞働者 若 < は 農村 手 H 業者で あ る等 Q 場合、 そ© 旨 Q 關係霞 又は 官廳の 
霸雪 叢を ば、 「一同 阻り の 兒童 扶助 金」 は 特に 「ジ ~ ドルン クの爲 の兒竜 扶助 金」 としてを 付 せらた 表に 靑 

色の 拿を 押されを 玄 S - 轰囊を •シ 1 ドル ミ、 蠢累白 S 謹 SQ 一部と」 了、 或は 雾力累 資材 
供給— をる とさは) 居輯 f は 作業場 Q 增曼は 作業 Is 新— と」 了、 或餐害 雪より 移住 地 £ ける 家 
畜祠 養に 奮な & 小牛 畜 吸を (馨 2 農民 指導 寒 8 を 挿 まざ 5 販寶 者よ 色購李 5 養と」 了 之を 使用す 

る ことができる。 

盤 績的兒 霞 助 金 一鱼六 年 ( g が一 S 嫂 1)8 一一 录碧認 5。 制を された fQ 。 滿 壬ハ歲 |のモ ホ 
ミを を 富家 族に 對 しが 吾 露-一 單を を寶お 千'^ ル ク® 雲 黯を巧 ふ も ミ、 本 扶助を 巧 付の 爲の諸 
耍 件は 上 巧 「一同 限りの 兒意扶 巧 金」 の 場合と 殆ん ど熏複 する 巧が 夕 いが、 ま 嬰なる 巧 違 點を示 甘 ば ホの か < である 
一、 霞を 含む？ S 未 2 妾 數も & をなければ なら ミ。 を SQ 明禦意 前に 同じ。 
目し第奚施行規則怯右年齢寶を關」、 當該子女が就學中でをを若く6職業寫革0をでを。 ^^塞<生 
羣 能なる 零を る 場合、 且つ 右子 寡ち 一字 マルク (線 讀諸 5戳)。 所得を 有を ざる 場合に めて 寡 壬" 
歲を超 ゆる も 齊 、ー トー 磬で馨 妾と」 ミ 蓋？ る ことに 改正」 てゐ る。 

又 同じ <羣 次碧認 ±5 蠢 、謂— 妻、 SQ 費、 翼を 雲す 垂 &」 了 S 掌 查八未 滿の場 

かに がても 其の 一を 對し本 扶助 金を 赛 する こと、 して ゐろ 但し 一二 人を の 場合は 霞の 爲に 特別の 必要"^ 


ち 


る 場合に 限る。 巧に 第 九 ホ 施行規則は 盲目なる 、又は 所得 能力 八 瓦％ に ほ 下せる、 又は 救護 手當 、特別 不具を 手 
當 若く はお 働 不能を 年金を まくる 等の 夫を 有つ 妻を も 右 特別を せの 範 画に 追加して ゐ る。 

二、 兩 おの 國籍巧 血統 ’ ■ . ■ 

一二、 兩 親の 公民を 擧權 

四、 兩 親の 經睡 世評 等に 關 する 規 をはす ベて 前に 同ち 

上 巧 第五 項の 家族の 遺 傅 病的 健康 狀 態に 願す る規 をは 之を 缺き 、扶養を の 生 巧 程度に 閱 する 規 をは 特に 詳しい。 卽 

五、 兩親 若く は 之に 代りて 子女を 扶養す るを の 所得は 扶巧金 巧 かを 得く る 子女の 諸收 入を も 加へ て 前 厨 年度に 巧て 
五 4 •マルク ホ 滿を切 拾て お' マ か 立で でなければ ならなぃ (JS 黏體 麗龍妓 遭。 離 训廿る 夫婦の 一力 
に厮 する 收 入は 之を か 巧 しないが、 兒ま 扶養 巧と して 仕送りの ある 場合は 右 仕送りが は 加 得せられる 。又 

六、 父 西 若く は 之に 代りて 子女を 扶養す るを のがを は 同じく 誌當 子女のを を も 加へ てが 龄 f 、 かで でなければ な 
ら ない。 但し 第 六 子な 降 毎 一子 毎に 一 萬 マルクを 遞增 。あ 生モ ホの 場合は その 父の が 産は 問 趣と ならない。 义雜 
別せ る 夫婦の ー ホ忆厮 する 財産に ついては 右 財産が をの ザの 死後 試 常 子女の 巧 親すべき ものである 場合に のみ 巧 
尴 となる。 

尙 、ホに 巧ぐ るかき 場を にがても 大藏 大臣の 摘 能に ょり 木 扶助 金のを 付は 例 か 的に 許可せられ る。 卽ち 

(ィ〕 兩親义 は 其の ー モが獨 逸 岡 民に 非ざる 時、 

で) を 族と 永く 训 居して 生 巧 甘る 父 若く は 巧が 上 巧 第 S ぶび 巧 四の 嬰 件を 充化 せざる 時、 


(ハ) をのを を 別居して 生 奪る 旣婚 婦人が ホ 表すべき 馨モホ 灵ホ滿 の 時 

(こ 家 隻凛穩 置 S 龜 間を 5 前擊 度を 了窠 ©碧は 雲 S を 超ぇ 了ぬ たが、 を S に替る 

所得 若 < は諸牧 得の 根本的なる 減少の 爲 め當諫 家族が 特別の 围鑛が 態に ある 時 
4 齡 かが？ か 他に ついては 前に 同ち 童 整 否の 場合 ミ 理由を 刚 示せざる こと も 前と 同様 だが、 但し 拒否の 理 

泉 余； 讓 S '—? は そ S を 寡せられ 5 と挈段 55 W 4 室ら れろま 菜 簽金窩 ちて 莲請 
の 提起を を &擊 SIO 給 當ら餐 3 电 Q で、 長 抓 宴 S 療 金奚衍 5 つては 靈曇庫 8 宜に 之を 

々割 ま 給し 得る ことにを つえ ゐ る。 

ろ襄助 寡 金 給付で あるが、 襄 助令菱 かの 請 ボ權— 要 充足が の 場合と 同じく、 他人に 鹽し 得ず 差 押へ 

ら？ こと も ミ。 ( I 轉駭 f 觀 if 讀| 鷄鱗誌 S ち 勢 諸 i ) 、一！ ー ミ 

ち 最後に 謹すべき 某 扶助 金は 官吏、 國防軍 お 妾び その他。 『公馨 '働 制囊』 (馬 齊ム 則) 所を の 公務 
員で、 を？ を對し 「兒 孽營若 < は 「兒意 割 寡」 美け てゐる 吸り、 右 丢に對 する 本 is 兒童 扶助 金」 

はを 草ら れな 5 C とで、 55 れば木 露 金は 蠢た對 す 皇孽秀 憂壽 5® 意味を を ミゐる わけ 

である。 ' 

巧 張され た— 幫兒 S 助 金 一を 一穴 年 (詰 vsl ) 第 ま 施行規則 にょり 蟹され ミ^?。 . 祸繼複 的 
児贵 扶助 金と SS 梢 給 5 餐&も ミ、 滿卜宗 か 蒙を 一方を 畫—族 S 」 第一 孝は 降 一子 當り晉 

を' マ 心 Q 雲 給せ をな て 雲の 諸 要件は 該當 モホ敝 S する ものを 除きを； 「繼 讀话宽 扶助き® 場合と 同 
じ。 例へ ば蠢 をの 他の 篡 事情を に對 する 窥規 をの かき も 前に 準ずろ 卸ち 享未滿 の 場合に 對 しても 其の 一子 


に 對し本 扶助を の 交付が 許容せられ る。 所得 及びが 產に闕 する 要件 も 亦同樣 でを るが、 但し 八 千 マルクな でを るべ を 
所得の 巧 質に ついて 特別の 限を が あり、 父 括 若く は 之に 巧つて モ ホを 巧 養す る 者の 諸收 入の 少く とも I 二分の 一は 所得 

お法靈 Q 霞 S け 5 「麗的 巧働收 人」、 5 S 給、 5 疾病' 馨を Q 豐覆 S 保險舍 如き 鬟の免 祝 

收 入より おつて ゐる もので なければ ならない。 之は 本 扶助 金が そのが 源を 異にしを 國 失業 保 險 局より お 年 二 億 七 千 萬 
マルクの お 額を ま 出せし めて ゐる からで、 右 所得 性質の おを も 本 扶助 金 享受 まを 賃を 若く は 俸 級 生活を、 年金 生活を 
等の 一を 職業 集幽に 限を する 趣意に あくとい へよぅ。 

ち 官寞び 國防軍 童の 除かせ 急、 こと 前に 同ち 值」 『を 奪® 制度 法』 雲の 公務 夏襄巧 金の 巧が を 

まける ことができる 。之は 官吏 及び 國巧軍 お 壬に 對 する 兒 意手當 のず 衡 をを もたせる 爲 めで、 從 つて 當該モ ホに 對す 
る兒 を 手 おと 本 扶助を との 合 禅 額は 三 疋额を 超 ゆる ことを 許されない。 本 制® 制を 當時 はを まの 場合と 照應 しを 正確 

靈襄黨 をつ 案、 單 純化され を第讓 湾認 Q 蓋規を ミる と 第一 孝 忆對」 ては 二十 五；， ク 、證モ な 

降に 對 しては み S 十 マルクを 厄 ゆみと きその 差額 だけ 「搬 張され をる 繼總的 兒お扶 巧 金」 は 減額 せられる ことにな つ 
てゐ る。 

警 扶助 奪 Q 他 同じく 第 セ ホ 蓉規理 よ C 豐を をを ミ、 襄馨 C 當孽ホ を^ 國お 社を を 

森 的 世が 觀 よりな て 巧に 繫樂 なりと 思考 せらる、 場合， をのを が 中等 或は 上級を が义 は' 尊 門學校 或は 高等 臀 校に 學ぶ 

爲の嘗 巧の 一部 おくは を 額 扶助を がを ので’ をのを 意 上 褐蟲變 化金菱 兒袁 謗を の 爲 の 讓特圳 財源」 

より ま 出される ものである。 

なほ 巧 c ホ 施行 規朋 (一而 数 月) 忆 より 制を されを か 裏數馨 は 獨逸諸 都 蒙 都 巿囊改 を忆關 する 法規の 施 


巧の 霞 舊を蹇 され セ 拿 家族 s 」、 雲居 整備 s 忆一囘 限り s 助 おを を 化する も Q でぁろ ' 

. 二、 多 子 家族に 對 する 種々 の 優遇 

獨 逸に めけ 3 拿 家 養護 蔓 S 覺ゅ霎 .堅が' て觀取 さを 所で •覆 國有遷 貸 含 割引ち 養 拿 扶養 

をに 對 する 就職 あび 就職 後の 傳ホ 權供與 等に 之を 見る ことができる。 嘗て 獨逸 巧慟戰 線の 巧 働科學 研究所の 調査せ る 

拿 家族 生計 養 ¥ 見ても 拿 霞 S 生 8 綱 量 蠢璧を S 合が 寡 子 家族 S ベて 却 ミ 低ぃ 駕を見 
ミゐる 如きに 見 ミ そ Q 1 端を をす るに 化ら ぅ。 露 賢 かが 慕豁 か、 一？ い 暑 病 金席醫 師に闢 する 此の 極 
の 法規を 見ても 就職に 際して は旣婚 をを 獨み をょりも 巧 ホ 採用し、 又 自ら 扶费 菊媒 をなん 子女を 有つ を、 はを の 子女 政- 
に 應 じて 便 董られ る。 就變忆 がて 辜襄 雲は 子女 S 警上藝 なる 地方を 勤務 地と」 て 撰擇」 得る 恩典を 巧 

へられて ゐ る。 

111、 ぎ 子 家族の 母の 表彰 

夕產の 是對す ミ 表彰 制度と」 了 音 二十 一日 Q 「忌日」 富 四モは 上を 聖」 、蓋 モホ寒 獨蓋統 にし 
て 遺傳的 K 健蠢藥 庭 Q 胃對」 羣十憲 裏 交が されろ を議 Q 一一 蚕ょ 〇 なぇ 呈 S 是嘉 、五 乃至 セ 
子の 博忆は 銀、 八 子 堂© 音 塞 Q 寡 丈 S 袁曼 をろ ミ聲 を駕」 了ゐ嘉 た路重 巧を をを 

ヒットラ1ユーダント の若者をちは敬禮をするといふほ ^ えまし い情なが强られる 


第 六 章 家族ず 當 制度 . 

家族 手當制 巧は 所謂を 族を 巧 均 街な 策： 中を の 最も 本格的な ものであるが、 宫吏义 は 之 防举卡 るを の 場合を 除いては 
をの 方法、 權類等 極めて 困難 且つみ 様で、 人口 政策 的 施設は なにめ て 锋利ま 逆の 趣が 社會體 制と 最も 深刻を 葛 膝を 惹 
起 するとい ふこと もで きょぅ。 お經 をに 對す るを 族キ當 制巧踩 施の 强 制は 却つて 濁み 乃至 モ 家族を の 俊 化 採用と い 
ム逆效 をを も惹き 起す わけで、 統一的を 金庫 制 巧の が 要の 痛感 せらる、 所な^ あり、 獨逸 にがても 1 九 四 二 年に 制を 
される 豫 {たでを ると いふ 「全國 家族 金 鹿」 Reich 芭 a 吕 ilienkasso の 組織に ついて 浦潑 なる 論議 ある 所で あるが、 具體 
的な 巧容 について は猜 ほを 式决 をに 到らない 様で ある。 巧れ にせょ 現 巧 施 巧 中のを 族食瘡 均衡に 闕 する 諸 制 巧が をの 
が 源から も 施設に がても 統一 おを せらる、 ことが 巧 待せられ るが、 なには 現行 施行のを まに 對 する 家族 手當 制を その 
他を 掘げ るに 止める。 

一、 官吏に 對 する 家族 手當 制度 

を 吏に 掛 する 「兒を 手當」 win ’ derzulage は 上 巧 一般の 夕子 家族に 對 する 兒鬼 扶助 金 制度と や 巧して ナチ ス 治下に 
穂々 の 改正を 巧て きたが、 昨 一九 四 〇 年 I 巧には 『を 吏 俸給 法』 第 十四 おのな 正と して 正 まに 法律 的體 裁を 完備す る 
と 共ち その 內を もホ顯 をな 人口 政が 的な 涅の 跡を でて をり， 卽ち滿 十六 歲ホ滿 持ちの 場合には 滿 二凹歲 ホ滿) 
军を扶 をす る{是 はお 月 その 第 I 子に を 十 マルク、 第 ニモに き 十 マルク、 を ニモに き 十五 マルク、 第 四 子な 
降には をき 子 マルク Q 兒な番 を ま 給 さを こと、 をめ られ たが、 ちを I 年-早 五 打 公布 (い W 薪ぶ 音 


吏二對 スル 兒壺乎 當ヲ單 純化 スル 爲ノ法 雄』 はち 規 をの 技術的 煩 玻を同 避す る爲に 巧び をの 改正を 巧 ひ’ ち麗 かま 給 
を廢 止の 上 黄め て ー モ當り 金 一、 いの ま 給と 改めら る、 に 到つ を。 改 正規を により 現行 規 巧を 示せば ホの かくで 

ぁろ - • 

一、 を 吏は その 公生 子た を 一人に 付 ミを の 子女が 滿 二十 四歲に 達する 迄の 間兒 ま 手當 として 毎 巧を 一十 マルクを 
支給せられ る。 

二、 認知され をる あ 生 子女、 養子 ホ、 當該 官吏の 家庭に 在る 繼 子女、 或はを 生 子女に して 當該 官吏が その 父親を る 
ことの 確認 せらる、 場を 若く は當該 官吏が 右子 女を 自己のを 庭に 引き取れる 場合 乃至は をの 他の 方法に より 右子 
ホを 扶養し 居る ことの 確認 せらる、 場合 又は 婦人 官吏が 母と して 之を 挪力 扶養せ ざるを 得ざる 場合 等は 皆 右を 生 
モ ホと 同等に 取り扱 はれる。 

一二、 滿 十六 歲上 0 滿 二十 四歲羣 Q 丢 對す量 童 ま 5 睾ホ餐 畜學中 若ぐ は 職 見習 中 置 喜 妾の 

月收入 四十 マルクは 下の 場合に のみ 與 へられる。 右 就學ち < は 職業 見留の 終了が 塔-働 奉仕 若く は 兵役 義務の 爲に 
滿 一一 十四 歲を超 ゆる 場合は 之に 相應 する 期間 だけ 右 最高 年齢制限を 延 ち 唯ら れ る。 

二、- 般賃を 及懷給 生活を に對 する 家族 手當 制度 

上诗 、「摘 張され たる 兒違 扶助 金」 制 巧は そのが 源關係 あび 之に 伴 ふ誌當 資が範 国より 見て 之を 一般 賃金 及 俸給 生活 
をに 對 する 一穂のを 族手當 制度と 見做す ことができよぅ。 


-11、 疾病を 庫醫 、師會 の 家族 負擔 平準 金庫 

特殊の 一例と して 擧 ぐべき ものに 一九 己 四 年 制 {化された 「疾病 金庫 醫師會 の 家族 食 措 平準 金 唐」 の 試みを 擧げる 
ことができる。 右は 全會員 の收 入より 一 萍に巧 の 一二％ (但し 地モ會 貸 にがては 二％) を徽 集して 其の 財源と なし、 兰 
子は 上の ま 族に 對し 第ー ニモな 降に (二十 一歲 迄、 但し 就學 中の 場合を 一十 四歲 まで) 每 ーモ當 りち 金 五十 マ' ル クを支 
給す る もので、 ホ 法は 極めて 粗 策なる ものでぁるが 之が 爲め 事務を 簡易 化する 巧 益が をる。 义年槪 ね 一同 二子 家族に 
對し (がには 一子 家族に 對 しても) 一時金の ま 給を 巧つて 右モ 法の 缺陷を 償 ひ 負播の 公平を 巧して ゐ ろぶ もこの 種 
制度は 醫師 のか < 商收 入を 有ち 且つ 子供の 數い 職業 集團 にがての み 巧 ひ 得る 制度で、 をの 點 家族 手當 制度なる もの、 
技術的 困難と 全國 的を 庫 制度の 必： 嬰を いよ < 痛感せ しめる。 

第 セ章稅 制改苹 、時に 所得 お 法 句 改正 

巧 得 おを はじめと して 財產稅 、巧 頻稅 その他の 祝 制の 人口 政策 的 改革 も 亦 所謂 家族 負 抱 均衡 政策の 一環を なす もの 
で， その 人口 政策 的な 巧には 一を の 限度が ぁるとは いへ、 間按 祝に よる 夕子 ま 族の 加 黒 食 あの 一種の 賠償ち 法と して 
ぶは まとして この 拖お制 改革の 恩惠に 浴す る有產 知識階級の 保護 政笨 として、 或は 特に 人口 政 巧的經 をのを 正なる ま 
瓣 方を として その 藏 遊は 決して 輕く をい。 殊に 所謂 獨み視 或は 無 子 桃と いふかき お ま 力至內 をを もつ たものに めて は 
をのが 黎的巧 巧 も ホみ して 勘くない とお へられる。 

特に ナチ ス巧 場な 前の 共 か制獨 逸の 巧 制を は專ら がな 政 巧 的 見地より を r 收 入のより 夕 きを 圃 らんが 爲に のみ 改正 

四 セ 


に 改正を 巧 ねられを もので、 經巧 政が 的 乃至は 社會 政策 的考盧 をを <欣 いてを り、 況んや 人口 あ 巧 的 巧 巧の 如きは 全' 
が 之を 顧みる 餘地 もを かつをと いつてよ < 、諸稅 の錯雜 、無 組織に かへ て 巧を に 级い結 巧と なつて ぬを。 ナナス 治下 
に 入つて 直ちに 着手 せられた 槐制改 ホは 經巧歧 策 的 乃至 社を な 巧的考 厳の 薄 入に より 稅 制度に がける 化 會正雜 の 観念 
の 確立を 目が とし、 特に 稅 制を 通じての 人口 ほ 巧の な 巧に ついても ホ はじめて 虽大關 、むを 拂 はる、 に 到つ を。 巧に 爾 
後 あ ホに 豆る 所得 稅 法の 改正は ナチ K 人口 政 巧 費な 出の 主： 嬰が 源と してを の 宵 鋪も亦 特に 著しい といつて よい。 

- 、 所得 稅 まの 改正 

所得 稅 法は ナチ スな 前の 獨逸諸 巧 制 中 多少と も 人口 政策 的 考慮を 加味 せられて ゐを 唯一の もので 妻帶を 及び 话宽扶 
養を に對 する 控除 規 をを 有つ ては ゐ をが、 このな 擦 的を 巧は 極めて 微弱な もので あつを。 ブル グ ド。 ル ファ— も 指摘 
して ゐ るかく 議會で 度々 誇稱 される を 常 としをこの 兒恵 或はを 族への 巧 横なる もの もを の赞效 にめ ては 寧ろ 獨身 をへ 
の特權 をる がかき 結 巧を 呈 して ゐセ もので、 例へ ば一义 一一 一八 年度の 勞貨稅 及び 巧得稅 にがけ る兒贵 乃至 凌 族を 除總額 
一一 十四 億 マルク^ 僅かに 一一 一億 マルク 卽ち 巧の 八 分の 一が 千 二百 七十 萬 人の 子供ら の 爲に巧 はれを もので、 他は 專らホ 
婚をや 子の ない 夫婦に 對 する 恩典と なつを に過ぎない といん。 匆論 一九 一二 晒 年 十月 十六 日に をの 法律の な ホを なを ナ 
チ ス最一 初の 所得 魄 改正 も 独 字の 上での なおは 巧程顯 をでは な < 、同じ < ブル ブド •ル ファ I の 指摘す ると ころに よる 
とお 改正 法は 官 をと 特に 高收 入の 夕子 家族には 却つてを 少 のな 擔巧 となつ たもので あるが、 之は 寧ろ 組織的 改革に 伴 
ふ 不可避の 隨生的 現象と 巧るべき もので、 その後 一九 ミ 八 年 二月 一日 公布 而 が， 一則 むの 改正 法律は 巧に 大規 おの 改 
善の 跡を 見せ 型 一一 一九 年 一一ち + 七日 公布の 一部 改正 法萍 はが 進 課稅の 基準み 類を 寅に 詳細に して 现 をに 巧んで ゐ る。 


いま 現行 所得 巧 法 中 满額遞 減の 一を 準と して 採用され てゐる 納稅を 身み の 分類を 示せば 槪ね ホの かくで、 人口 政策 
の 考應の 跡を 窺 ふに 化ら ぅと 思 ふ。 (は 下、 獨身 をとは 所得 親 賦課 期間 巧に々 くと ら视ヶ 巧獨 みなる 者を いひ、 滿 六十 
ち歲 のをとは 同じ < 所得 祗瞒課 期間の 少く とも 最後の 四ヶ巧 內に滿 六十 冗歲に 達する をを いふ 等の 詳細なる 法律め 規 
をを 省く 0〕 

第一 類獨身 者、 但し 左のを 號 に敦當 する 者を 除 < 

(ィ) 兒意 控除を をけ てゐ るを 若ぐ は 申請に より さを 許 巧 せらる、 者、 巧び 嘗て 非 ユダヤで 水盤 子女に より S 巧 お 
除を 受けを る こと ある 者、 

( n ) 滿 ち 十五 歲な 上の 劈 子、 あ' び 死 離別せ るち 子に して 其の 婚姻に より 非 ユダヤ 系モ ホを 舉 げたる を、 

(ハ〕 ホモに して 非 ユダヤ 巧 子女を 産みを るを、 若く は滿 五十 歲は 上の 者、 

(一 こ滿 二十 冗 歲ホ滿 の孤兒 にして 職業 見 お 中のを。 

を覇 

( 一 ) 旣婚 者に して 結婚 後滿五 年を 超 ゆる も狗 ほを なきを、 

但し ホの み號 に該當 する 場な を 除く ， 

(ィ) を 夫婦が 兒 巧を 除を 受けて ゐる 場を 若 < は 申請に より 之を 許可 せらる、 場を、 ぶび 夫婦の 一ち 嘗て 非ユ 
ダヤ 巧繼モ ホに より 兒廉を 除を まけを るを をる 場な、 

( D ) 夫搞の 一方 滿六 十五な は 上の 場合、 

(〈) 夫婦の 一方が その お 婚姻に がて 非 ユダヤ 巧 子女を 舉 げたる をなる 場合、 


(二)， 妻が 非 ユダヤ 巧 子 ホを 鹿み をる 巧なる 場合、 — 

(ホ) 夫婦の 所得が 賦課 期間 巧に がて 一、 八 〇〇 マルクを 超えざる 場合。 

(一一〕 獨 身の 婦人に して 滿 五十 歲な 上のを、 

但し 左のを 號 に該當 する 場合を 除 <’ 

(ィ〕 ち 婦人が 兒贵 控除を まけて ゐる 場合 若く は 申請に より 之を 許可 せらる、 をなる 場合、 及び 嘗て 非 ユダヤ 
巧繼 子女に より 兒お 控除を 受けを るを なる 場合、 

(り ) ち 婦人が 非 ユダヤで 女を 生みを るを なる 場合 若く は滿 六十 五歲な 上の 場合。 

雪覇 ，第一、 き 夏び 第 四 類の 孰れに も屬 せざる ち 

第 四 類兒煮 控除を 受< るを 若 < は 申請に より 之を 許可 せらる、 を。 (右 巧 童 控除とは まとして 被 課 おを の 負婚に 
がて 扶養 せらる、 ホ T 年の 子女 若 < は をの 化の 從屬 をに おして 許可 せらる、 もので、 但し 右子 ホ 若く は その他 
の從屬 をが 職業 敎育 中の 場合は をの 年齡 制限は 滿 二十 五歲ホ 補まで 延長せられ る。 なほち 子女 若く は從屬 をは 
凡て ユダヤ人で あつて はならない。) 

この 第 四 類は 右兒黃 控除 規 をに 該當 する 子女 あにより 更に 一子、 ニモ、 己モ 、四モ 、五子、 及び 六 子な 上の 六 
巧に 巧を 類せられ る もので、 從 つてな 上 通計 丸 巧に 分類 甘ら る、 こと、 なる。 

特に ユ、 ダヤ 人に ついては、 其を が 公生 子孫 若く は繼 子女を 有つて ゐる 場を は、 右子 ホに 對 して 巧け る、 我 控除額 (第 
四 類 税額と 第一 類 若く はを 覇の 對應槐 額との 差額を いふ) が 一子 ホ當り セニ 0 マん クを 超えざる 潘 合に 限り、 第 四 
類に 厮 する。 (この 刪お條 件は I 般 には 公生 子孫 若く は繼 子女に 非ざる 子女に 對 しての み 適用 さる、 規ち である。) 又、 


ちモ ホの 死亡 等に より 爾後に を耍 件の 巧 はれを る 場合は 第三 一類に 屬 する こと、 なる が、 その他の 場合 にがては ユダヤ 
人 か 凡て 第一 類に 屬 する こと、 なつて ゐ る。 いひ 換 へれば 低額 所得を に對 する 夕少の 配慮を 除いて ユダヤ人は 凡て 濁 
身を 扱 ひを される わけで、 之は 又 塞から いへ ば 化 年の 獨身 者で 且つ 子供の 扶養に をく 關係 のない 獨 逸人は 所得 稅 法の 

上では ユダヤ人と 同等に な 扱 はれる ことを 意味 するとい ふこと もで きよぅ。 

:、 

いまな 上の々 類を 貫く 人口を 策 的 趣旨の 大耍を おを するならば、 要么 、第一 類は 婚姻に よつて 子女を 擧 ぐべき 年齢 
(巧六十五歲ホ五十歲^|^)にある獨身をで、 且つ過まあび现をにがてをく子女の生產若くは扶養に無闕係なものをを 
めて ゐる わけで、 之が ユダヤ人と 同 待遇を される ことにな り、 第二 類は 子女を 有つべき 年齢 (六十 五歲 未滿) の 有が 
遇を なる も旣に 子女を 擧 ぐべき 婚姻 持續 期間 (結婚 後 五 年〕 を經て 猶ほモ なき 者垃に 五十 歲は 上の 獨身 ホモで あつて 
且つ 過 ま 巧び 現在に 於いて モ ホの 生産 若く は 扶養に 無關 なの ものを をんで ゐ る。 尙 、五十 歲な 上の 獨身 ホモは 同條件 
の 下に ある 六十 五歲は 上の 獨身 巧モ (第三 一類) よりも 一段 重い 祝を 賦課 せられる わけになる。 第一 一一 類は 六十 五 歳な 上 
の獨身 男子、 木 人 又はを の 配偶を が 六十 五歲な 上のを をる 無 子旣婚 を、 又は 嘗て 子女を 生產お < は 扶養し をる ことを 
るを 等 现在モ ホの 扶養には 無關係 だが 過去に めける この 國民 的諸務 のを 行の かに 乃至は 現在を 齢の 故に 言は r 旣に豫 
後備 巧に 入れる をを 含む と考 へて よい。 この 第ー ニ 類は 最近 一一 一九 年の 改正に より 新しく 設 をされ たもので、 人口 政策 的 
お應 をい よ <詳 にしを とい はれる 所は である。 第 四 類が 現在 巧. おの 兒童 控除 規を該 巧を を 含む は說 巧す る 迄 もな 

ぃ。 

お、 な 上は 「賦裸 巧 得 祝」 d す N11 <eran 立 巧 さ を Einkoinmens 京 uer 卽ち巧 貸 祝を 除く 化ての 巧 得に 對 しお 課 
せらる、 所の 所得 おの 場合の みがで あるが、 「巧 ほ 祝」 >rbei な lohnsteuer 卽ち おを 課稅 をされ る 巧を あび に對 

‘ 五一 




ぞ‘， 


五 二 

する 所得 稅の 場合に がても み 類の 原則は をく 同じい。 を f 第 四 類の 細み 類に がいて 一子、 二子、. 一二 子、 四モ 、五子’ 
あび 六 子は 上の 六 巧に 营 へて 「游賃 稍」 の 場合は 一子 乃至 十 子の 十 項に 細分 類され、 特に 兒患お 除規を 該當モ ホ十モ 
を 超 ゆる 場合には 勞働稅 は 完を兔 除せられ る ことになる。 

を納稅 義務 者の 分類は 更に 其の 所得 巧 乃至ち 賃金 額の 程度と 組み合されて 所謂を 額 祝を る 「所得 巧 表」 乃至 「勞巧 
稅 表」 として 表は される ものである 夕參 考の爲 その 一部を が ぐれば ホの かくで ある。 ■ 
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尙 、所得 中位 額 ニニ 五、 000 マルクを 超 ゆる 場合は 所得税 额 はお 中化额 のず 一觸 にあつ ては 五 五％、 第二 類阳 あつては 四 
お％、 其の 他の 化て にがては 四 〇% とす。 


劈 賃稅表 〔跋 萃〕 
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I 巧に をを 超 ゆる 月貨 をに 對 する 巧 巧稅は ホの 化し。 

■蒙 己％ I 瑟一 五％ 豪 一 五％ 麵一赛 I 憂 i i 裹 . I 舅 I 累 

ち贷 をは々 のが どけ 減額 せらる。 

四 八 ふ 二 吾 •異旱 冨责 •巧留 •さ 全 *1° 客 •草 二 早 音 言 乎ち 一毫 •畐房 •さ 左 三 四二寬 •男 
十 子を あゆる 子 ホに 對し 巧を をが をせ つ' 巧 雇 俯を は巧贷 おを 課せら るム こを なし。 

右一 一 一九 年の 改正 稅表 について をの 改正の 跡を 見る ち 第一 類の 稅 額が、 所得 焼に かては 所得 中位 額 五 千 マルクな 上 
の、 勞貨稅 にがては 巧 賃金 四 九 四 乃至 五 0 セ マルクは 上の 者に 對 して 孰れ も引擧 げられ てを り、 第 I 二類稅 額の I 八 0 
% 這し 純 所得の 五 五％ な 下) の 額に 改められて ゐろ义 、新しく 設けられを 第ー ニ 類は 舊 第二 類の 税額を 踏襲し、 第 
二 類の 端 額は おらを に 第一 類 及び 雪覇 の稅额 差の 半分 だけ 第一 類稅 額ょり 低い 額 适し純 所得の 四 五％ な 下) にを 
めら る、 に 到つ を。 モ ホの 生産 若く はみ 養に をく お關 係な 無 子 有 配偶者の 槐 額は それだけ 黒くな つたこ \ とになる。 

尙 、右 「巧 得稅 表」 にめ ける 純 巧 得とは 總 所得 額 ょりち 所得に 關聯 する 必耍 經费 Werbun 的 sko を さ 巧び を 種 保険 
の掛お 等の かき 特训ま 出 Monderau ぷ aben を 差 引きを る 額を いふ ものでぁるが、 をが 抓を がか is がに 化ても 人口 政 
的 巧 考慮は 拂 はれて をり、 を 引かるべき 特別 ま 出の 年を 高 限 ま 五 00 マルクは 妻帶 をに 對 しては 吉 〇〇 マルクを 引 上 
げらた® に 巧を の兒お 控除 規 をに 該當 する 非 ユダヤ 系從屬 をを 有つ を忆對 しては ホの かき 率を はて 遞增 せられろ 

ず 一の 化顿 ホに 巧し 一一 100 マルク 
ホ ニの 從诏 ホに 巧し 四 00 マルク 
ホ I 二の 化 巧 ホに 巧し ホ 00 マルク 
巧 巧の お 巧を に對し 八 00 マルタ 


雖 五け 降の お靖 者に おし (み) 一、 000 マルク 

又、 勞貨稅 の 蠕 合に 於て 被 履 傭 者が 繼穗 的勞貨 3 かに 同一の 勞働離 係より 受取る ところの 利益 «當 、贈與 金 等の 一 
時 金に 對 する 勞貴满 についても、 をの 稅 率は 上 褐納稅 義務 者の 分類に 隨ひ 次の 如くを めら れてゐ る。 

第一 類に 蹈 する 者 _ 八％ (」」 韩 一為 5) 

雜二 類に 屬 する 者 一四％ 

第一 一一 黨に竭 する 者 10 % 

常 四 類に 域す る 者 一子の 場合 A % 

二す の 場合 六％ 

二字の 場合 一一-% 

四 子な 上の 場を 一% 

又、 爾稅を 通じ 被課稅 をが モホお < は その他の 從屬 者の 扶養、 乃至は 疾病、 死亡、 災害 等に より 非常を 檐 WCSNerge - 
w 6 h 星昏 e I 3 da ち 旨 的 さを 餘儀 なくせら る、 場合は 申請に より 被課稅 基本 額より をれ だけ 巧 除 せらる、 規 をが ある 
が、 右を 擔が 所を. の 非常を 擔 として 考慮 せらる、 爲の 最小限度の 規 をに 化ても ホ 所得 及び 家族 闢係 による 特別の 考慮 
ある ことみに 描ぐ るが か < である。 節ち をの 食播が 左の かき 所を の 率を 超 ゆる 場合に 非常 負擔 としてち 慮 せらる、 こ 
とになる わけで、 左表に いふ 子女 數 とは 巧 蘆 控除 おを に該當 する 子女の みならず、 納晚 をの まとして 扶養す る T 年の 
子 ホを も 含む。 勿論 いづれ も ユダヤ 巧のを であつ ては ならない。 

桃 巧— 一】 ぉキ ち 巧 歷 I 上 
ち 80 ホ滿 一 〇% を 六％ 四％ 


五、 000 ホ滿 


〇% 


八％ 
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巧％ 


I 


五、 000 丄 〇、 08 

1 〇、 80 — I お、 08 

一 五、 0001 二 五、 000 
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五 〇、 000 が 上 


M 亥 

I 五％ 

二 〇% 

二 五％ 

ミ ーー%% 


一 〇% 
一二％ 
一 五％ 
一八％ 
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八％ 

ーニ％ 

一四％ 
I 八％ 


.六％ 
八％ 
18 
一二％ 
一 五％ 


最後に、 納税 義務 者の 消費が 歷 年度に がて 一 萬 マルクを 超え 且つ 右消费 額が 總 所得の 少く とも 半額を 超 ゆる 場合は 
所得 稅は 特にち 消 费に對 して 課稅 される 親 おがを り、 過大 消費者に 對 する 特別 四 用意が 巧 はれて ゐ るが、 右 所を の最 
小 限 一 萬 マルクの 消黃 薇に ついても 亦兒壺 輕隙規 をに 該當 する モホ 若く はを の 他の 從屬 者を】 人に かき 二 千 マルク づ 
、之を 遞增 せし むる 規定が あり、 衆跋關 係に 對 する 瓶 慮は 到れり 盡 せりの 觀を 星して ゐ る。 


二、 婚姻 助成 稅 


ナチ スの政 權掌棍 後 間もなく、 ニニ ニ 年 S 月 十八 目が の 『贈 政、 經妍 巧び 司法 關な吸 諸 お 別に 關 する 大統領 命令』 第 
四覃第 一條は 所謂 獨身觀 を獨身 者の 所得 觀に闢 する 附加稅 (所得 桃の 巧 分の 丈と して® 集ず る旨規 をして ゐ るが、 
上褐 '磊觸 助成な』 の 制を に 際しを の 施行 时撇 として 說 おされを 「齡齡 恥 恥 恥」 巧 he ぉ an を 星を はち 獨身 稅を廢 止の 
上 逆め て設 {化されを 新獨身 撫で、 旣述の 如く. 二 一四 年の 所得 视 なおに 伴 ひ 右 財源が 所得 视收 入より ま辨 せらる、 に 到る 
に 及び 之 も 巧び 廢 止された ものであるが、 をの 制 姐の 趣旨と 巧を とは 所得 稅 改正に より 1 時效果 的に 踏 製せられ たと 

いつて よい。 


右 r 婚姻 助巧稅 」 s 象と さを 獨身 をと 寡 得 祝 法 壁を 養に がける 收 入を 有 3 身を (未婚 養び その 婚姻 
に 於て 丢を舉 げざ こ 死 離別 董 で、 但し (ィ) 所得 藝所 衰お囊 除を まけて ゐる 未婚 婦人ち (こ 離別せ る 妻 
おくは 贷」 き 妾 富に 對」 其 Q8Q 少く と美み Q 1 を 致 消」 てゐ— ち 碧觀を 賦課 甘ら る、 場合 忆が ては) 
所得 祝の 輕滅 、又 (所得 稅を 賦課せられ ざる 者の 場合 にがては〕 免犹 質金额 引上げの 規 をの 適用を をけ てゐ るを は 除 
ホされ た。 ' 

S を义は 受領者 (巧 巧 金 セ 五 マルク 未滿の 者を 除く〕 に對 する 婚姻 助巧稅 々率は 毎 巧 月 貸金が におし ホの々 く 

マルクな と マルク 塞 - ド > 1 

七 五— 一 五 〇 ちみの 一一 
一 五 0—ー ニ 00 百み の 一一 一 

一二 001 五 00 百み の 四 一 
五 00 百み の 五 • ■ 

又、 賦課 所得 稅納 が義叛 をに 對 する 婚姻 助成 稅 々率は、 お 耍經を その他を 莲 引きを る 年純收 入に 對し 夫々 ホの かく 

’ であつ を。 

ブルクな 上 マルク ホ S - r ) - 

七 五 0—一、 三 00 巧みの 二 
一、 一一 一 0011 一 一、 一 〇〇 百み の 一二 、 

ご 一、 100 — 五、 五 00 百み の 四 - 
ち 五 001 . 百み の 五 • ■ 

. 一二、 財度稅 及び 巧續稅 まの 改正 


共に 一九 一一 一四 年 十 巧 十六 日 公布の 改正 法律に より， 初めて 夕少の 人口 政策 的ち 慮を 拂 はる、 に 到つ を もので、 が產稅 
にがいて は舊 財産 稱が 一一 萬 マルクを 起 ゆるが 產を 有つ をに 對し 、その 未婚者を ると 旣婚 をを ると を 間は ず 一律 そのを 
額に 對し課 祝して ゐを ものを 改め、 先 づ一萬 マみ クを なて 免税 おとなし、 繼賴 的に 同棲し 居る 妻を 有つ 者に 對 しては 
之に 一 萬 マルクを 遲ち 更にが の 世 帶に廊 する ホ 下 年の 子女 (繼モ ホ、 養子ち 養育 子女な び をれ 等の 子孫を 含む) 
のを 一子に が 更にを 一 萬 マルクを 遞增 せし むる に 到つ を。 (尙 、右子 ホが 職業 敎育 中の 場合は 申請に よかち 年齢 削 化を 
滿 一一 十四 歲 まで 延長す。〕 义 、被 課税 者が 滿 六十 歲な 上の 場合 等 にがては 猶ほ一 萬 マルクを 遞增サ しむる 規定 も ある。 
槐 率は 毎年 千を の 五。 

相續 おに 化ても 從來の 一律を 槐點五 千 マルク (之を 起 ゆる 場合は を 額へ 課祗) を' 改め、 (ィ〕 配 隅を 若く ほ 子女 (養 
モホ、 繼子女を含み、 あ生子女の場合は母よりの巧緻〇^をには無條件に、 父よりの巧績の場合には父たることの認 
知 あるを 條件 として 之を 含む) への 巧緻の 場合は 一二 萬 マルクを なて 免晚點 とし、 之を 超 ゆる 場合は 其 超過額へ 課税、 
(り〕 右子 女 (附 帶規 おは 前に 同じ) ので 孫の 場合は 免 稅點一 萬 マルク、 同じく 超過額への 課槐 、(ハ) 父母、 祖父母、 
繼 父母、 兄 あ 姉ち 婿、 娘、 質 姑 等の 場合は 免 お 點は二 千 マルク、 之を 超 ゆる 場合は を 額へ 課 祝 (但し 巧 額は 超過額 
の 牛 額は 巧〕、 (二) をの 他の 巧锁 者の 場合 にがては 免 巧 酷' 五 〇〇 マルク、 同じく を おへの 課稅 となる に 到つた。 有 酷 偶 
を 及び 巧 子を 族に 對 する 恩典は をし いが、 綺ほモ ホ披に 依る 累進 滅槐 の規を 打は をんで ゐ ない。 なほ、 遺 產相淺 が 夫 
婦の瞄 で 巧 はれる 場合には 右 夫婦の 産み セる 子女 (若 < ば 法が 上 之に 代る もの、 巧び それらので 巧、 或は 夫婦の 共に 
認知せ るを 子 ホ) の现 なする 限りを 全免 稅 となる 旨の 規をも ある。 且つ 右子 ホ 若く はモ 巧は 赃娠 中で もよ < •义世 お 
大戰义 は ナチ ス岡爭 に 因る 死亡 おで あつても よい ことにな つてを り、 ま 巧の 巧截 とその が 産の 相 城と に對 する 配忠の 


六 o 


跡を 錯は しめる。 


第 八 章 賴逸麗 巧 お 創出 政策、 特に 『世襲 農地法』 の 制 鬼 


健全なる 農民 睛の 一を 量を 確が する ことが 國家 民族 保を の 爲に不 巧 缺の粟 件で ある ことは 政治的に も 乃至は 經裤的 
にも 論を おを ざると ころで あるが、 人口 政 巧 的 見地より 之を 巧る も亦緊 喫の 要 事で をる といつ てよ い。 殊に ナチ スの 
農 巧 人口 保護 助成 巧、 所謂 「獨逸 農民 曆が出 ほが」 のが 静を爲 す 『化 興 農地法』 の 制を のかき は ナチ ス獨 巧の 巧が 觀 
的 背 貴の 上に 立つ ものと いつて よく、 國巧的 見地から する 戰時食 滞 自給の 問 腫 や 乃至は 農村 人口の 高 出産率 だけが を 
の 目的の 化て ピ はない。 農民 こそ 民族の 血と 生命との 源が であり， 獨逸 民族の 質の お 導 者たち は 嘗て もそぅ であつ を 
如 < 今後 も ホ 健を なる 獨逸農 巧 曆の供 巧す ると ころで なければ ならない とい ふの が ナチ スの 農民 保 誰 助成 策に 獨特の 
陰 戰を與 へる をの 思想 的 背 貴と いつて よい。 をのを 馨 により ヒット ラ— から 妊. 化されて 無ぶ の 野人から 一 願 農を 及び 
を糧 大臣の 要 位に 拔擢 されを とい ふヮ ルター •ダレに 指緯 されて ゐる こと も ナチ ス 農民 政策の 特色を いよ {明らか 
にす る もので、 ダレの 所謂 「血と 王からの 新 貴族」 創は 政策が 假令 なほ 未來の 理想に 過ぎない としても、 『世與 農地法』 
の 制を の 如き 少く とも か-- る理 あの 脚光の 中で こを 初めて 巧 現される に 到つ を ものと いふ こと もで きよぅかと あ ふ。 
前大戰 後に 見る 獨逸 農民 曆の 慘狀 がか、 る 巧 おの おがと か、 る 制 ほの 質 現と をい よ< 切 巧なる ものと しを 審淸 fc つ 
いては 槪說 する 迄 も あるまい。 


農業を はの 助成 


農業 移住、 所謂 ジー ドルン クの助 ホは 前 ホ 耽 直後に 商 まる もので 一九 一九 年の 『獨 逸幽 移住 法』 Reich をを 一己 口ので 
的 ese なをの 他 之に 繼被 する 關係諸 法令は ナチ ス を場 後に めても みみのを 廢を 加へ て その ま、 施 巧され てゐる もので ぁ 
るが、 ナチ ス 登場は 前にが ける 農業 おを ほ 巧の 宵 情は ± 地への 要 ホを 滿 足せし むる を 巧 一とし 共 磨に 移住 せらるべき 
人間き 身に ついては 何ら 考愈 する 所がな かつた とい ふ 缺點が あり、 そのが 績に もさして 見るべき もの、 なかつ を こと 
は 特に 大量 移住の 要請され を お 部满境 地方に がて 獨 逸は 波 蘭 その他の 隣接 國 、リトアニアの 如き 一小國 にさへ あると 
いム をの 統計 數 字が 之を 物語つて ゐ る。 

ナチ ス 治下に 入る に 巧んで 早く 一九 111111 年 七 巧 十の 日に 公 ホを 巧を 『獨逸 農民 脉 削' 出 ノ爲ノ をが 』 oesetN N ミ zeu — 
呈 d 旨 的' deutsch さ Bauern さ 3 m はを 國的 規模に かける 獨逸 農巧脖 の-新しき 造が が國 をの 緊忿課 趣 セる ことを 鮮明 
し、 從來驚 働 大臣の 所管に 屬サる 移住 事業を 農 策 及びを 猫 大巧の 所管 事 巧と する に 到つ をち その後を 巧の 闕係 謗規 
則は 移住を の 選擇に 際し 移住者の 血統 及び 性格に 關 する 嬰 件を 加へ てを り， 移住 ぞ をる 爲 には 充分なる 農耕 能力を も 
つものを ると 同時に 又 健全なる 遺 傅 質と 獨逸 又は 之と 同系 血統を 有つ 巧で ある ことが-嬰 請を れてゐ る。 ± 地の 平和を 
害する 怖れ ある 特殊性 格 者 も 亦 右 移住を たるのを 格がない。 妻 帶を义 はが 姻を にあつ ては その 妻 乃至 妻を るべき をに 
於ても ホ 右 諸を 件は 充足され ねばならない。 

この 農業 移住は 政 巧の 保障す る 一 補の 移を 替闽 をして 移 巧 用地の 調 盤 その他の 事務を 巧は しめる もので、' I 九吉 一二 
年は 降 I 一一 化 年末までに 用 愈され たる 王 地の 總面 被は 約 六十 一二 萬 五 千へ クタ— ルに 巧んで をり、 がが 巧 輿を 戶 おは 一一な • 
一千 餘戶 、その 總面琐 め 一二 十 巧 が セ 千へ クタ I ルと なつて ゐる 。一二 一二 年の 政蠻が 後を 對 照して おにを しい ものは ザを 
にも 姑ら れ るかく 一 戶當り 平均 搜 地面 巧の 格段に 巧 加 せる ことで、 一九 一一 一九 年 巧が 化 あの 平均 裝 化；！ 额は ニニ •五へ 

ご 


\ 


クタ I ルと なつて ゐ る。 
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，(備考：} -九 111 丸 年度は 速報 的 数字に して 资 際は 更に 增 加の 普。 

尙 、この 農業 移住には 义 「隣披 者 移を Anl を ミ iedlun 的と 稱 して ± 地の 小農 家の 農她增 加を も助戍 して ゐ るが、 
年な 降 一二 九 年末までに 右 農地 增 加の 總か數 は 七萬餘 件、 總 面積 十一 一一 离九 干餘へ クター ルに 巧んで ゐ る。 

二、 『世髮 農地 ま』 の 制 巧 

ナチ ス 農民 政策 中 最も 特色を り、 所謂 「獨逸 農民 暦创出 運動」 の おを を爲す ものが 一九 一二 一二 年 九 巧 二十 九日に 公布 
(TS 針 削 ) を 見を 『世 巧 農地法』 巧 sichserbho な esetz でぁる ことは 上述の かくで、 血統の 正しい 獨逸 農民を 獨 逸の 


、ぷを 垄 J る を だ 


I 


± 地へ 結びつける と共に この 世 興 農地を 資本 主旌的 投機の 對 象と 噫す ことを 禁止 L'、 將來 永く 獨逸 民族の 血と 生命の 
質の 源泉と して 保護し ようとす るの が 本 法制を の 根本 趣旨と いつて よく、 世澳 農地の 巧 賴に巧 穂 祝の 免除を 巧 ふと 共 
に 農地の 巧 被に ついては .一般の 相锁 法とは 別種の 獨特の 巧 €規 を 設けて ゐ る。 農 巧を 王 地へ お祕 する ことは 或る 意 
味で 封建的 社を 事情の なおと いつても よいが、 自由と 解かの 美名の 下で 幾夕の 農民を ちが 目ら の 意志に 反して 也なら 
ず も 祖先 傳來の ± 地から 引き離され ざるを 得な かつを かを ちへ るなら ば、 本 法制を の眞 義を窥 ふに 足らう。 本 法 胃 頭 
に 本 法制を の 趣旨と して 明記 せらる、 所の 大意を 描， ぐれば ホの かくで’ 本 法の 內容 のか 略を 槪觀 する には 充分で あら'/ 
うと 思 ふ。 . 

「政 巧 〈獨 逸古來 户巧馈 彻涅ノ 保障 ノ下 一一 獨 '逸民 族 ノ血ノ 源を タル 農民 摄ヲ 維持 セン コト ヲ 庶幾 ス。 

農地 ハ、 永ク ー族 ノ相 組が 靡 トシ テ 自由 ナル 農民 ノ キー ー止 マラン ガ爲 二、 ソノ 過剰 負 償 卜巧锁 一ー ヨル 細分 ト ヨリ 
保護 サレザ ルべ カラ ズ。 

又、 可及的 均等 二查國 一一 配々 サレ タル タ數ノ 生活カ アル中 小農 地ハ國 民及ビ 國家ノ 保を ノ爲ノ 最善 ノ保請 ナルボ 
故 一一、 費 家 所有地 ノ 健を ナル 配分 ヲ 助が スル ヲ 耍ス。 I 

化 ノ故二 政府 ハな 下 巧 グル 所ノ 法律 ヲ巧足 セリ。 木法ノ 根本 思想 ヲ巧 グレ バホノ かシ。 

ソノ 大 ィサみ ク トモ 鹽耕 生活 一一 化 リ而シ テを 髙 一二 五へ クター ル迄ノ 農業 又 〈林業 巧ノ 所有地 ボ 農民 タル 能カ ア 
ルを 一一 厨 スル トキ 之 ヲ世巧 農地 田 r 昏を トス。 

化が 鹰地ノ 所有を ヲ瘦巧 wauer 卜 稱ス。 

度 お タリ 巧 ルを (獨 逸闽 民ニシ テ、 獨逸又 (之 卜同巧 血統 ヲ有 チ且ツ 品行 ホ 正ノを タラ ザルべ カラ ズ。 

ホ 111 


ホ 四 

世與 農地 (み 割 セラ ル、 コト ナク 相掛人 二相 强セ ラル、 モノ トス。 

共同 巧娩人 ノ權利 (農民 ノ爾餘 ノが產 一ー ツィ テ ノミ之 ヲ認ム 。巧が 人 タリ 得 ザル 子孫 (農地 ノカ ニ巧惩 スル 巧ノ 
職業 敎育 あび 嫁入 仕度 ヲきケ 、白 ラノ青 化 一依 ラ ズシテ 困 銷二陷 レ ル 場を (故鄕 へ 逃避 スル。 トヲホ サル、 モ ノト 

ス。 • 

相級權 〈遺言 一ー ヨリ 除か 力 至 制限 セラ. ル、 コト ヲ得 ズ。 

世 敷 農地 ハ 原則 トシ テ 他人 二 譲渡 スル ヲ得 ズ义負 倩ヲを ハシム ルヲ 得ズ 。 J 
右 世 製 農地た るべき 農地 規模の 最 か^にい ム 農耕 生 巧に 化る とは ホ 場 及び 一般 經巧 巧の 情勢から 獨 立して 一家を 挟 
養し 其の 農地を 維持す るに 足る 程度を いひ、 最大限 一二 五へ クタ I ルの 規 をは その 地方の 地質 又は 氣 候が 特に 之を 超 
ゆる ことを 必要と する 時、 乃至は 當該 農地が 不可分の 一 團を爲 し 過去ち 五十 年 來當該 農家の 所を 地で ぁつを 場合の 如 
きに ぁつては 例 ル 的 超過を 認められる。 をの 化 特に 獨逸巧 族のを 體的 福祉に 對し 巧績顯 著なる をの 場を， 巧 至は をの 
地ち にがて 例へ ば 藝術的 力 至 文化史 的 意 おの 高い 建築を なせる かき 家 巧に して 所を の 捜 地面 積を なて しては 充 をの 經 
濟 的を 礎を 確保し 得ざる を 等に 對 しても ホ 同じ。 なほ 農林 業 用地の か、 葡萄園、 野菜が 若く は 巧樹凶 もせ 興 農地 セる 
ことを 得、 をの 規 をは 概ね 前に 準ずる。 

世 製 農地は 農民 自身の 自作す る もので なければ ならない が、 一時的に 一部を 小作 甘 じめ る ことは 不可能で ない。 右 
± 地 をの ものの 化、 法律上 この 化 輿 農^に 附廚 する ものと しては 耕作 巧の 牛 •遵 具な び 家具の か、' 獲 地に 關 する 諸 お 
錄 、ホ赃 の 家系 圖 おぶ 象 像 等の 記を おで ぁるが' 践地閒 なのな 險 及びを のま 拂濟の 掛金 等 も ホ 之に 附屬 する。 一見ず 
替の感 を 抱かし める この 厘 煩* なる が おに も 『化 お 農地法』 なる もの、 獨特の 使命を お 像す るに ホみ だが、 この 梅 巧 


被 間 狸に ついて 級議 をる 場合は 特に 本 法 巧を の 「巧錢 裁判所」 による ことにな つて ゐ る。 . 

r 農民」 Bauer なる 言葉は 上述の 如く 本 法 制定な 降 專ら本 「化 巧 農地」 所有を に對 しての み 使用 せらる、 こと、 な 
り、 をの 他の 農林 業 用地 巧 あ 者に 對 しては； Landw ミなる 脊 莱が當 てらる、 こと、 なつを。 政 巧の 諸 統計に 於け る 巧 
語 も ホ 之に 準じて 改正 せらる、 こと、 なる。 いは ピ r 農民」 とい ふ 言葉に 古代 ダルマン 農民に 囘 顧され る 稼な 特別の 
巧 容と光 おとを を おせしめよぅ とする ものと もい へよぅ。 右 「農民」 をる をの 巧 格 嬰 件の 1 つと して 舉 げられ てゐる 
化統規 をの 特に やかまし いのも 之に 卽應 する 嬰 請で ある わけで， 「獨逸 又 ハ之卜 同系 血統 ノを j との おを はを の 父方 及 
び 巧 方の 兩祖 ホに めて ユダヤ 若く はお 色 人種の 化を おぜ ざる ことを 謂 ひ、 なつを の 有無は 一八 00 年 一巧 一日 現在に 
まで 遇る とい ふ 徹底した ものである 。「農 巧を るの 能力」 とは 摧 地を 巧 則 正しく 經踩 する 能力 Q 謂 ひで、 巧歸 による 
を煉 さの 不足と いふ ことは それだけでは 巧を の 農 巧を るの 能力の 降 蕾と なること はない。 右 能力の 缺け るに 到つ を 場 
を 若 < は 農民が ま' 拂 能力を るに おらず を 償の お 巧 巧 炼を化 巧せ ざるに 到つ た 場合は 相 お 裁判 巧は が モ换お 指導を の ホ 
請に より 世碟 農地の 利用を 永く 又は 一時的に 巧の 配偶を ち 配偶者 t き 場を はがが 人た るべき をに まねろ いひ 镇へ 
れば化 興 農地の 經營は 當に完 をなる 能力を をよ つて 巧 はるべし との 立て前で ある わけで ある。 

本 法の 中 也と もい ふべき 相满 順位に ついて 法文 0 明記す る 所は ホの 如くで， 一 殺の 相絲 法規と 較べて 極めてち 色を 
り’ 且つ 搜化巧 お 巧の 侧 人的な ホに よつ ておち せらる、 固 ホ も 亦 極めてが い。 

一、 農地 巧 贈を のな， なの 死亡し 居る 場を はがに そのな あびな のな 
二， 巧 地を お 巧の 父 

一二、 搜地巧 贈 巧の 化 お、 兄弟 巧 t しおる 巧を は 巧のを 及びな のを ‘ 


四、 農地 遺贈 あの 娘、 娘の 死亡し 居る 場合は 其の 息 及び 息の 息 - 
ち 農地 遺贈を の 姉妹、 姉妹 死亡し 居る 場合は 共の 息 及びな の 息 
六， 農地 遺贈 者の 女子 子孫に してと 巧 第 四號該 おを な 化のを。 

ち 相 被 順位の 適用に 當り 農民を る 能力な きをは 勿論 相潑 人を るを 得ス この場合は 其を 旣に死 t し 居る ものと 見做 
して 之に 繼ぐ 該當 をを 相賴 人と する。 まを 同一 順位 巧に がける 先 後を 最 年長を 巧續 法に よる か最 年少者 巧績 法に よる 
かは 當該 地方の W 巧に よる ことにな つて ゐ るが、 一を の惯 行なき 場合は 後を 卽ち最 年少を 巧錢 によると 規 をされ てを 
り、 息子の 場を には ホモ 巧德 となる ことになる 等 本巧攒 法規 中 殊に 異色 ある おで あるち 恐らく 農民を して 可及的を 
がく 農業に 從事サ しめよぅ との 趣旨と 解釋 すべきで あらぅ。 夕產獎 励と' いふ 意味で 時に 問題と する 人 もないで はない 
ち さしを る 意味は 認め難いと 思ち その他 先妻の ち 異腹の 兄妹、 お生兒 等に ついても 詳細な 規をボ ある 夕 養子 
を巧緯 人と して 認めざる こふ 纔 S 瓣 f 巧 競籍 て) も お 色を— をで' ま寞 法に ょり 世襲 農 苦 なれ 
る當 時に 息 若く は 息 S の墅 ざり し 場を 舜踞 謀試豁 、に I 靡け 辕茲 舒譜 な) には 第一 囘 の— の 場合 

に 限り 第 四 順位 (卽ち 農地 遺贈を の 娘 若は そのな 及び 息の 息〕 を 第二 及び 第ー ニ 順位に 優 化せし むとの 規を もを るぺ 右. 
法規に も 見る かく 相 観 人の かを には 原則として 農地 遺贈を の 自由意志を 許されな いわけで あるが， 但しを 種 事情に 適 
應サ しむる 爲の 一を の 例ホ規 をは 巧 おされて をり、 例へ ば 第一 順位 巧に をつて 孰れの 息子を 相 類 人と なすべき かにつ 
いては、 特に 本 法 發巧當 時 當該地 ホに 白 由 かちの 把 巧が 巧 はれて ゐを 場合 乃至は 相續 裁判所の 同意す る 重大なる 理由 
の ある 場合には 農地 遺贈を による 巧烦 人の 巧を が 許されて ゐる 。その他 公生の 息 あび 息の 息の ない 場合の 父親のを 生 
子息に よる 相 城、 第二 あび 第吉 順位に 對 する 第 脚 順位の 巧 化、 第二 順位は 降に 於け る 一順 化 巧の ホ 後 若く は數 順位の 


が 躍 等に ついても 同様 だが、 がし 之ら にめ ては 化て 相 練 裁判所の 同意を 耍 する ことにな つて ゐ る。) 尙 、所を の 巧領人 
が旣に 他の 世與 農地の 所有を/ である 場合は、 當 人を 旣に 死亡し 居る ぎと 妊 做して ホの 誌當 者に 巧績 せられる ことにな 
るが、 但し お 人の 希望に よつては 當該 農地の 相锁乂 となる ことができ’ 當 人の 之までの 農地は ホ 位該當 者が 之を 相隨 
する 權 利を もつ こと、. なる。 

巧锁 せらるべき 世 興 農地が 產の 分割を 許さ i . る ことは 旣述 のか < で、 農地 遺贈 著は 遺言に より 相 壊を 除か 若 < は 刷 
限す る 自由を もを ない。 逝 言の 巧 力は 單に 農地 經營 にが 關 係なる 附帶が 産、 例へは 上 巧 記念品 類の かきものに 對 して 
ち 乃至は 農地のを 俊を 滤 むを 得ず 農地に 所 嵐せ ざる 財産に よつて お 却せ しむる 場合に 配られて ゐ る。 (この 褲遺ま 口の 
なレ巧り^|3!;^^は當然巧械人の背をふべきものとなる。)右を債償却の後なほを度地に所屬ホざる財產にお剰あるときは- 
相 街 人を 除く お 巧相綻 人ら の 分ち する 所と なる わけで、 巧鑽 人は ち剩餘 額が 農地の 純 收益價 値 額を 超 ゆる 場合の ホは 
右 農地に 所 風せ ざるが 産を 嬰 求す るを 許されない。 

巧锁 心たり 得ざる モ 巧の 化範 農地に がける 碟ホ妾 期間は T 年まで ご、 をの 間み 身分 巧應な 職策敎 育を 受け， 特に ホ 
でに めて はお 入 仕 おを して 赏 ひ、 將巧困 筋 せる 場合に 故鄕へ 逃避し 得る ことは 上 巧の かくで あるが、 農地 遺贈 おの 配 
偶を は 自を自 々のが. 虛 により 生活し 得ざる 場合 生涯 農地に めて 扶養せられ る。 が 之ら の 事項に つき 霞の 生ぜる 場を 
は巧规 裁判 巧の！？！： 化に おろ' ら當巧 撰 地が その 値を なる 經巧的 生活力を 破壞せ ざらん ことを 趣旨と して 栽を せられ 
る ことにぶ る。 化與强 化の 保を と存 独と が 一切に ホ 化つ 範 應の對 あとなる わけで ある。 

世巧搜 地は 原則として 之を 他人に 認 渡す るを 得ず 又を 俊を なかしむ るを 得ざる ものであるが、 或大 をる 理由に より 
をの 必が あるときは 同じく 巧 锁独巧 所の 許可を がする。 特に 世 製 度 地の 巧 化に がする 差 押へ について は 特別の 巧 逆 お 


I 


をが あり、 サ製遵 巧 も その 農 產物も 原則として 差 押 へらる、 ことがない。 公の 負 償に よる 場合の 農産物に 對 する 差 押 
へは 例 かおが 併し この場合 にがても 農 おおびを の 家族の ホ 期收穫 期までの 生活を 不可能なら しむる 程度に なぶを 得 
ず， 且つ 右 差が への 執 巧に 當 つては (をの 金額 一 五 0 マルクを 超 ゆる 限り) 俄椎 をは ーヶ巧 前に その 野を 地 お 農民 お 
導を に報吿 甘ねば ならない。 この 期間 中に 右 地极農 おお 導を は 右 俊 務を獨 逸 圃食糖 幽へ轉 おせしめる ことが でを、 を 
食獨阁 がち 債務 ま彿の 後代つて 償 樵 者と して 取り立てを 行 ふこと になる。 耍么 ，事情す 4 無視し を强制 執行に よる 農地 
破滅の 緩衝 裝置 セる ことを 目的と しを ものと いつて よい。 

ち相锁 裁判所 A ミみ en 的 eric 吉 とはを 州のを 請を 區に 設置され てゐる もので、 農民の 相稱お 省に 巧 解 ある 判 ま 
をち とし 他に 二人の 農民 (指を による〕 より 構 おせられて をり、 かにを 州に 化 製 農地 載稱所 Erbhof 的 巧 icht . を， 更 
に 中央に 獨逸國 が 襲 農地 裁判所す ichs 巧 bhof 的 ericht を 匿き が議裁 ホの 萬を を 期して ゐ る、 

は 上 『世奧 農地法』 の實 施に よる 該當 「世 避 農地」 の數を 一九 一二 八 年 六 巧 末 現在に 化る と (オ スト マルク 及び ズデ 
— テン 地方 その他を 除を 黯 領域 巧に めて) \ 
農地 數 六 八 四、 九九 セ 
總 面積 一 五、 五六 一、 八 セ ーニへ クター ル 
- 農地 ザ 均 面積 さ ミ ーへ クター ルと なつて をり、 を敕 字は-九 一一 ー ミ 年 (前 謎が は) C 巧 時の 自作農 地 經當數 A 四 
ち 01 一八の セ 八 •四％、 其の 總面秘 一七、 一面 四、 五八 0 へ クタ I ルの 八 八 .1 二％ に當る ことになる。 

又、 一九 一二 九 年 五月 十 屯 日び 國勢 調を による 農業 お 營規が 別 農を 數の速 扱 結果 (舊お 域 巧) を 一二 己年の 國調お ホと 
が おしてみ ると ホ 表の かくで 中農 經營 のを あの 跡は 碰め てを しい。 ’ 


經 t 用始， I 丸 111 か 年 經營數 - 完言库 との 比較 
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*1 ホ 111111 年度は 〇 •五-へ クター ルな 上-へ クター ル ホ 曲の 集計 数な り。 

ちを 中 0 •五— 一へ クタ I ル經巧 あの 著 巧は 調査ち 法の 改善に ょる 單に數 字の 上 だけの もので 之を 除けば、 一 0 乃至 
二 〇〇 へ クター ルの 中農 經を おのを おが 認められ、 特に 一 〇—二〇 へ クタ I ルに を も 商い。 な 之、 1110 へ クタ I 
ルと 二 00 へ クター ルは 上の 經替規 校に がいて 共に 經徑數 の 減少を 見せて ゐ る。 右の 結 巧は まとして ジ ー ドルン クの 
巧 動に ょる ものであるが、 「世 驳繫 地」 がか、 る 中農 的經な 規が鹰 家の 中 おを 爲 して ゐる ことは いん 迄 もない。 


ち 



一二、 『農村 人口 助成を』 の 公 巧 ，-， 

ナチ スの 農が 對 巧は 積極的な 農業 移住の 助成と 共に 义旣存 農村 人口の 保 誰 保全の 爲 にも 種々 のモ 巧を 施して をり、 
特に 一九 一二 八 年 セ 巧 セ 日 公布の 『農村 人口 助 巧 令』 V 巧 弓 dnung Nur F '穿 derun 的 der ：Laiidb ミを kerung はを の最' 
も 完備せ る ものと いへ よぅ。 ナチ スの 所謂 「游 働範 園」 政策が 專ら 法律に よる 盛業 勞慟 力の 强制的 かお 持と 造 巧と を 
目的と して ゐ るのに 對 し、 本 令は 一般 農 巧 人口に 對 する 種々 の 恩典 供與 による 人口 政策 的效 巧を ねらつ てれる もので、 
その igig ； にが 赋斯 かお 靴が^ 齡 少 かがが について は 旣述の 如くで あるが、. ちの ル 農が 人口に 對 する 住宅 整備 貸 か 金の 
巧 かの 制度 やか もが 赋み齡 お 巧 かの 制度の かき も 木 令の 制を せる 所で、 殊に 從來の 農 巧 あ 助 尸 口を 至 一を のかき モ巧 
と對 比し 本 令の 制を する 巧が 農村の 新婚 夫婦 又は 家族への 保護を 眼目と して ゐる點 に その 人口 政策 的 意義を 贾視 すべ 
きものと いへ よぅ 

をを 整 ffi 貧 付を 因 弓 ioh さコ ちを ユを さとは 一九 11-1 八 年 七 巧 一日な 降に 結婚せ る 農村 人口 所廚 者に して々 < とも 夫 
婦の 一方 最近 五ケ 年間 中斷 する ことなしに 農業を、' 林業を 巧 至は 農村 手工業 者と して 活勧 甘る をで あり、 且つ 今後 も 
右 活動を 繼賴 する 意向を' 有つ をで ある 場合に をが せられる もので、 巧 付 金額は を 最近 五ケ 年間の 巧を の 活動が 夫婦 双 
ホに よつて 巧 はれて ゐを 者の 場合に めて は 八 〇〇 マルク、 夫婦め ー ホのを 場合に めでは 其の 半額の の 〇〇 マルク、 

巧 かおは 紙 抓みで あり、 が 於を なて 交が せられる。 木 貸付金を 付の 爲の 前提 嬰 件と しては 夫妻 共に 獨逸义 は 之と 同種 
化統の 獨逸國 民で あり、 共に 公 巧た る 么臀橄 を 所有し、 且つを の 行動は 誠、 む獨逸 民族 及び 國 家に 奉仕 せんこと を 望み 
又 奉仕し 得る 者と 認 をす るに 足る をで をる ことが 耍 求され てゐ る。 本 貸付を にも 返巧敏 おの 免除 規 をが あり、 夫婦の 


舅が 結婚 後も演 5 W 豎 Q 活動を 覆す 5 愛 aK 於 了を ケ年 Q 後 K は 五 OQ ; v ま 後は ーヶ定 苦を 一〇 

0 マルクの 返讲 免除と なり、 夫婦の 一方の みの 場合 にがては 免除 額は 右の 半 巧 ご 一 五 0 マルク あび 五 0 マルク) となつ 
てゐ る。 夫婦の 双ち とも 所を の 活動を み 棄 せる 時の 本 貸 かを の 返 巧 率は 每巧 貸が 線 額の 百 分の 一ー ー〇 お、 本 貸付金の か 
は上搞 「婚姻 貸 かを 及 ひ 兒童扶 巧を の 爲の國 庫 特別が 源」 により、 國 庫は 之が 爲に每 年 五 千 萬 マルクを 右 特別 財源へ 
繰 入れる ことにな つて ゐ る。 

をを 整備 キ當を Einrichtun 的資 usch 臣 SZO 交付の 制度は 特に 農村 券 働を 及び 農村 手工業を の 保護を 目的と せる もの 
で •一丸 S 四 年 一月 一日な 降に 結婚せ る 農村 人口 所 厨を にして ゆく とも 夫婦の I モ 最近 五ケ 年間 中斷 する ことなしに 
齊か巧 働を 又は 農村 手工業を として 活動せ る 者で あり 且つ 今後 も 右 活動を 繼續 する 意向の 者を る 場合に 交 かせら を、 
ところの 手當 金で あり、 巧が 金額は 夫婦の 双ち 所を の從 業を なる 場合は 四 〇〇 マルク、 夫婦の I ホの みの 場合は 二 〇 
0 マルク 更に 其 後弓緻 いて 五ケ 年間 その 活動を 繼踐 せる 場合に めて は 更に 右隔 別により 夫々 四 〇〇 マルク 及び 二 〇 

〇 マルク 掌 2 が 現金を なて 冀 せられろ 言は i 去 Q 業 S す富勞 金で を 5 と慧囊 § する 助 巧を を 
るな 味を もつ てゐる わけで ある。 本手 當を 巧が の 前提 巧 件は 前に 同じ。 交付 も 同じく 當 人の 申請に よる。 

右の か 『農村 人口 助 巧 令 J は 農村 勞 働を 住を を 建設せ る 農林 業 地所 有を に 對し右 建築費に 比例す る 所得 お低滅 策の 
如きを もとつて ゐ るが、 をは 人口 政策の ~ 部と いはんよりも 寧ろ 巧 働 配置 政策の 一部を る 意義の 方が 强い かも 知れな 
い をれ は あ も あれな 上 說く所 心 諸 ホ 策は、 農が 人口. 助 巧が 如何に 現下の 獨 逸に とつて 差し迫つ を 焦眉の 問 狸で ある 
力を お 像せ しむる に 充分 だが、 而 かも 現下の 忿 に對處 した 之 等 農村 保全の 諸 ホ 巧は 同時に ナチ スちお 人口 政 巧 中 その 
魚圖 すると ころを も 遠大な 思 お 的 巧赏の 下に 巧 はれて ゐる といつ てよ いと 思 ふ。 


第 九 章 大都市 疎開と 小ジ I ドルン クの 助成 

獨逸新 農民 暦 造 お 運動と をの 精神を 同じく する ものは 大都巿 疎開の 運動で、 この 大都巿 疎開 運動と 表 裹一體 をな す 
ともい ふべき ものが 所謂 小ジ— ドルン ク巧 leinsiedlun 的の 助成で ある。 卽ち 工業の 立地 移動に よる 都巿 分散に 伴 ひ、 
をの 移動 人口に 巧び 過 まの 逊 ちを 繰り おさせない 爲に 之に 僅かながら でも ± 地への 結合を 取 戻させよぅ とする のが 巧 
謂小ジ I ドルン クの 眼目で、 その 點 一般の ジー ドルン ク卽ち 農業 移住と 目的 姑に 性質を 異にして ゐ る。 

小ジ I ドルン クの 助成 も ナチ スの 政權掌 揺は 前から 巧 はれて ゐを ものでは をる が、 之は 寧ら 失業者に 對 する 福利 施 
設 をる 傾向を 夕 分に 包 藏 し’ ナチ ス 治下に かて 見る かき 人口 政 巧 的 觀點の 濃厚なる ものでは なかつ た。 ナチ ス 治下に 
巧 巧され る小ジ ー ドルン クは 人間を、 或は 更に 適切には 寧ろ 家族を、 巧び 夕少の 農作 や 家畜 飼育に 足る ところの 主 地 
と 結びつける ことによ つてを の 人間的 生命を 蘇を せし むる を お 目と し、 兼ねてを の 副業 的 ± 地 利用の 收益 により 家族 
の 生計を 補を せし むる のみならず 又 その 生活を 一般の 經濟 がの 變 動に 對 して 夕少 ともをを せし むぶ ことを ねらつ てゐ 
る。 就業の 不定な 综働 をが 現在 特に 小ジ I ドルン ク の主對 象と されて ゐ るの もを の爲 で， 巧 ホの モ 法は 國 唐の 保證引 
まけに よつて ゐ るが、 地方自治 健は 黨 住宅 局面に 獨逸 游働戰 線と 協働して 小 移住者の 日常の 保護に 當 るの みならず 副 
業 經營の 啓蒙 お 導にまで も盡 力して ゐ る。 民族 人口 政 巧は なにが てを の 規模 にがては 所謂 「固 ± 計 霊」 的稱 想の 主體 
となた をの 具體 的なる 芭样 にがては 個々 の 国民 生を 指導にまで も 及ぶ といつ てよ いが'. 本 摘 おは 單に 問題の 所在を 
示す ホな て滿 足せねば ならない、 は 上 





i , 失業 緩和 法 第五 章 ( I 九 一一 一一 I 幸-一 〈月 一日 公 巧〕 

第五 草 婚姻 ノ 助成 

國家 ハは 下 巧 ダル 所ノ諸 規則 M 隨ヒ 婚姻 ヲ巧 戍ス、 

婚姻 賞 か 金 

第 一條 

獨逸國 民 一ー シテ本 法 ノ發效 後 婚姻 セント スル モノ 〈申請 ニ ヨリ 最高 一千 ラィ ヒス マルク ノ額 ヲ陋を トス ル婚 
姻 貸付金 ヲ 交付 セ‘ ラル、 コト ヲ 得。 婚姻 貸付金 ノ巧 か 二對 スル お 請 ハ お姻二 先立 チ テ 之 ヲ爲ス コト ヲ 得。 金額 ノ供 
與ハ 婚姻 ノ後 初メテ 1}；： (ル。 婚姻 貸付金 ノ巧 付ヲ 許可 七 ラル、 爲ノ 前提 (ホノ かシ、 

: ^ 妻 タルべ キ者ハ ー九 S 1 年 六月 一日 ヨリ ー九 sll 一年 五月 一二 一日 マデノ 期間 巧-一め テ少ク トモ 六ケ巧 間 國巧二 
於 テ 被 屬傭關 係 ニア リタ ル 者 ナル コト、 

い戶籍 役場 二 婚約 ノ屆出 アル n 卜 、且ツ 妻 タルべ キをハ 被 雇傭者 トシ テノ 活動 ヲ遲 クト 'モ 婚姻 ノ戍 立卜 同時 一一 
な棄 スル コト 若ク 〈申請 時二旣 一| 放棄 シ居ル コト、 

い 妻 タルべ キをハ 夫 タルべ キ を ガ所巧 悅を所 {化 ノ 意味 二め ケル 收入每 巧 こ I 五 ラィ ヒス マルクな 上ヲ取 巧シ居 
リ且ッ 婚姻 貸付金 ノ完濟 セラ レ ザル 限リ巧 ビ被厢 傭を トシ テノ 活動 ヲ爲サ ，、ル 可キ コト。 


七 四 

一一 目上 ノ 親族 ノ 家事 又 〈ぎ 業 一一め ケル 從業 ハ之ヲ 前項 (ィ) ノ意巧 一一が ケル 被 雇 俯 關係卜 看做 サ * 、ル モノ トス。 

一一 1 婚姻 貸付金 ノ 交が 二對 スル 申請 〈夫 タルべ キをノ 居住地 若クハ 常時 滞在地 ノ 巿町材 一一 對シ 之ヲ爲 スべシ 。巿 
叫 巧 申請 ヲ 成就 セ シメ ント スル トキ ハ 之ヲ更 一一 巧 管 槐務局 一一 囘付ス 。稅緣 局を ガ 最後 的み をヲ 爲ス。 

烟 婚姻 貸付金 ハ 夫-一 對シテ 典へ ラル。 夫婦 財産 ヲ別 ニス ル 場合 ハ 婚姻 貸せ 金 ハ 夫婦 ノ 双方 一一 對シを ソノ 半額 ヲ 

與へ ラル、 モノ トス。 ♦ 

第一 一條 

T 婚姻 貸付金 ハ 無利子 トス。 婚姻 貸が 金 ハ 毎ち 最初 ノ 貸付金 額ノ 百々 ノー宛 ヲ夫ノ 所得 稅ヲ 徵收 スル 稅務局 こ 
お濟 スべキ モノ トス。 每巧ノ 返 濟額ハ 毎ち 十日 マ デニ 么ヲ奶 入 スべキ モノ トス。 お 巧 義務 (婚姻 貸が 金ノ か 與ノ後 
一 I 來 タル 曆年四 半年 季卜共 一一 初 マル。 

婚姻 貸が 金 ノ返濟 二對シ 夫婦 ハ 共同 債務者 トシ テ ー體ヲ 爲ス。 

一二 お 巧 額ノ徵 收-一 (獨逸 國徵稚 法ノ諸 規則 ヲ 適用 スル モノ トス。 

第ミ條 

婚姻 貸付金 ノ供與 (需要 充足 おヲは テ之ヲ 巧フ 。需要 充足 券 ハ 之 ヲなテ 家具 及ビ 家庭用品 ヲ本券 收受ノ 用意 アル 
店舖 一一が テ 取得 スルー ー役 立ツ モノ トス。 店 舖ノ收 ま セル 需要 充足 券 ハ 巧務局 一ー ヨリ 現金 二 引換へ ラル ル モノ トス。 

婚姻 助 巧 お \ 

第四條 ■ 


第- 條ノ規 を 一一 依 u か 與セ ラル ル 婚姻 貸付金 ノ總額 ハ 婚姻 助成 税 一ー ヨリ 之 ヲま辨 スル モノ トス。 本 稅ハ巧 得 穂を 
所定 ノ 意味 一一が ケル 收入ヲ 取得 スル 凡 テ ノ挪身 者二對 シ課槐 セラ ル。 收入ノ 種別 ニ ヨリ 婚姻 助成 稅 (賃金 及 ビ® 

あ 得者ノ 婚姻 巧 巧稅卜 賦課 所得 稅 納付者 ノ 婚姻 巧巧稅 トー ー之 ヲ をッ。 

巧 五條 . 

一 な ニィ フ獨 みを トハ 未婚を 卜及ビ 巧 離別を 一ー シテ ソノ 婚姻 一一 子女 ヲ擧ゲ ザ リシ ぞヲ 謂フ。 

じ 婚姻 助 巧稅ヲ 免除 セラ ルルを ホノ かシ、 - 
1， 所得 祝 法 第五 十一 一條、 第五 十六 條 第一 一項 あ ビ第セ 十條一 一依 リ兒意 控除 ヲを クル ホ婚ノ 婦人、 

1 1、 離別 セル 妻 若 クハ貧 シキ 父义ハ 巧-一 對シ ー年な 來 ソノ 收入 ノ少ク トモ 六 分ノー ヲ费巧 スルを-一' シテ之 ガ爲ソ 
ノ者 . 

い 所得 稅ヲ 賦課 セラ ルル 者 ナル トキ 〈最近 ノ課稅 二み テ 所得 稅法 第五 十六 條 一一 依リ を 除ヲ受 ケタ ル 者 
い 所得 稅ヲ 賦課 セラ レ ザルを ナル トキ (所得 巧 法 第 セ 十 五條 第一 號一 I 依 リ免槐 資金 額 ノ引擧 ゲヲま ケタ ル 
を。 

だ 所得税 法 第五 十六 條 (ィ ご依リ 許可 セラ ルル 女中 こ對 スル 控除 及ビ 所得 稅法 第五 十六 條 第二 項 一 I まキ 許可 セ • 
ラル ル獨身 巧で 二が ケル 家拔 控除 ノ 存在 ハ 婚姻 助 巧 槐ヲ課 スルー ー巧 ダ トナ 心 コト ナキ モノ トス。 

. 賃金 及擇給 お得 者ノ 婚姻 助が お 


賃金あ ビ^お得を ノ 婚姻巧戍稅 ハ 無條件的所得槐納付茜務を 一ー シ テ 且 ツ 巧得税法第六 十九條乃至を八 十 二條 ノ 
規を 一一 依 リ塔貸 稅ヲ課 セラ ルル 所ノ獨 身を 一一 對シ 之ヲ課 スル モノ トス。 

第セ條 

貸を 及ビ #1^ 取得を ノ 婚姻 助巧稅 算をノ 基礎 ハ-九 一二 一二 年 セ 月 一日な 降 一一 取得 セラ ルル 所得税 法 第 ご I 十六 條 
第) 項 所を ノ勞慟 賃金 トス。 

じ 前項 所を ノ發働 賃をト ハ純 券 働賃を ヲ謂フ 。所得 巧 法 第 七十 條 第二 及ビ第 S 項 赶二第 七十 五條 所載 ノ券 賃稅 
免除 額 ハ 賃金 及ビ 俸給 取得を ノ 婚姻 助成 稅ノ 算出 一一 當ツテ ハ純 勞働 賃金 ヨリ 之 ヲ差シ 引カ ザル モノ トス。 . 

に 農地 荒 慶二對 スル 賠償金、 巧夫ノ 退職 手當金 ソノ 他 一般 二 遇 職ノ爲 一一 ま拂ハ ルル 手 當金ハ 之ヲ第 一項 及ビ第 
二項ノ 意味 一一 か ヶル 资働 賃金 卜 看做 サ ザル モノ トス。 I 
第八條 

賃金あビ^|1:^取得をノ婚姻助巧稅ハ懲働貸金巧おセ五ライセ マルク-一達セザルトキハ之ヲ課セラルルコトナ 

シ〇 

じ 賃金 及ビ雲 取得を ノ 婚姻 巧 巧 稅ハ第 七 條 第一 及 ビを萄 所載 ノ收 入ガ滿 ーヶ月 分 トシ テ 典へ ラル ル トキ ホ 
ノ率ヲ な テ之ヲ 課ス、 

セ 五 ライ ヒス マルクな 上 一 五 0 ライ ヒス マルク ホ 滿ノ勞 働 貧 金 一一 掛シテ ハ 百分ノ ニ、 

一 五 〇 ライ ヒス マルクな 上 II 一 00 ライ ヒス マルク 未 滿ノ勞 働 貧 金 II 對シテ ハ 百 分 ノー ーー、 

一二 00 ライ ヒス マルクな 上 五 〇〇 ライ ヒス マルク 未 滿ノ巧 働 貸金 一一 對シテ ハ 百分ノ 四、 


五 〇〇 ライ ヒス マルクな 上ノ勞 働貨を 一一 對シテ (再を ノ 五。 

だ I 囘限 リノ 賃金を— 收入ハ 右 收入ガ 賃金き あ 得を 二 入手 セラ ルル 賃金 ま拂 期間 こ 之ヲか ミル' モ 

ノト ス〇 

第九條 ， 

-1 貸金 及ビ 俸給 取得を ノ 婚姻 助が 税ハ貸 余 支 ハ 俸給 ノ ー部 抑留 ノホ 法-ー ヨリ 之 ヲ徵 收ス。 

じ履馨 〈貸金 又 ハ 8 ノま藝 一一 貸靈ビ 俸給 取得を ノ靈 助巧税 ヲ智シ 抑留 サレ タル 金額 ヲ祝瓷 一一 別 

だ 魔 傭を ハ 貸を 巧ヒ禱 取得を ノ 婚姻 巧 巧稅ノ 抑留 及 ビ奶入 ヲ國家 一一 對シ 保證 スル モ ノトう 
咽 貸金 及— 給 取得を ノ 婚姻 助 巧稅 一ー シーア 賃蔓ハ f ノ I 部藝 一-ヨリ 徵收シ 能 ハ ザル トキ ハ囊晒 課ノモ 
法-ー ヨリ 被 雇傭者 ヨリ 之 ヲ徵收 スル モノ トス。 

第十條 . 

第 六 條乃裏 九條 二ず 徴收七 ラレ タル 貸 賣ビ驚 取得を ノ 婚姻 助襄 ('返却 サル ごよ シ。 

賦課 所得 お納 か 者ゾ 婚姻 助ぶ お 

第 十 一條 

賦裸 所得 稅納 かを ノ婚駕 ホ 秘ハ無 條件的 所得 溝 付 薄を ニシ テ且ツ 賦課 所得税 ヲぉ付 スル 所ノ獨 みを 一一 對シ 


第 十一 一條 - 
^ 賦課 所得 稅 納付者 ノ 婚姻 助巧稅 巧を ノ 基礎 ハ综賃 槐ヲ課 セラ レ ザ リシ 諸々 ノ神收 入 トス。 右 純 收入ノ 總額ヨ 
リ 控除 セラ ルル モノ ハタ ダ 必要 經黃 、負債 利子、 地代を ビ繼續 的負擔 (所得 稅法第 十 五條 第一 巧 第一 號巧ビ 第 S 號) 
ノミ トス、 但シ其 等 ハ純 收入ノ 査定 一一 際 シ旣二 控除 セラ レ タル モノ ニ 非 ボル ヲ耍 K。 其 他 ノま出 及 ビ免巧 所得 額 ハ 
控除 セラ ルル ヲ得ズ 。婚姻 助ホ稅 ノ徵收 一一 當ツテ ハ 常 _ 一 婚姻 巧巧稅 ノ徵收 セラ ルル 課視 期間、 第一 囘ハ磨 年 一九 一二 
S 年 一一 完了 スル 課 稍 期間 一一が ケル 賦課 所得 稚ノ 査をヲ を トス ル モノ トス。 

二 前項 一一 依 リ算巧 セラ ルル 純 收入額 ハ 1 00 ライ ヒス マルク ヲ單位 トシ テ 共 ノ端數 ヲ繰上 グル モノ トス。 

第 十ー ニ條 

^ 賦課 所得 お納 が 者ノ 婚姻 助成 稅ハ第 十一 一條 所定 ノ姊收 入 二 對シホ ノ率ヲ な テ之ヲ 課ス， 

セ 五 〇 ライ ヒス マルクな 上 一、 I 一一 00 ライ ヒス マルク 未滿 一一 對シテ (百 分ノ ニ、 

一、 11100 ライ ヒス マルクな 上 I 二、 一 〇〇 ライ ヒス マルク 未滿 一一 對シテ ハ 百を ノ I 一一、 

一二、 一 〇〇 ライ ヒス マルクな 上 五、 五 〇〇 ライ ヒス マルク 未滿二 對シテ 〈百 分ノ 四、 

五、 五 00 ライ ヒス マルクな 上-一 對シテ 〈百 分ノ 五。 

づ 賦課 巧得犹 納付者 ノ 婚姻 助 ホ 枕 〈暦年 一九 S1I 一年 二 完了 スル 課槐 期間 一一 對シテ 〈單 二其ノ .巧 分ノ 五十 ノミ微 

化 セラ ルル モノ トス。 - 

第 十四 條 

婚姻 助成 既ハ 所得 稅卜 同時 二 賦課 セラ ルル モノ トス。 


诞が這 お® s 巧 转あ卜 US .お 一一 お 剖が 4 ミ乂乂 tr ノ t つ. 



第 十 五條 

賦課 所得 满 納付者 ノ 婚姻 助 巧 稅ハ前 规ヲな テ 所得 巧 前納 ノ 期日， 第 I 同 ( I ホ S11 一年 九ち 10 日 一一 徵收 セラ 
ル。 前納 額 ノ尊巧 ハ 最近-一 賦課 セラ レ タル 婚姻 助 巧 槐額ヲ 基 トス。 四 半 年季 每ノ前 柄 ハ 第 十 S 條第 I 巧-一依 リ 賦課 
セラ レ タル 最近 年度 年額 ノ四 分ノー トス。 所得 稅法第 九十 セ條 、第 ホ 十八 條’第 九十 九條 第一 項及ビ 第百條 第一. 項 
ノ諸 規定 ハ 之ヲな 一一 準用 スル モノ トス。 

'じ 未 ご 囘モ婚 蟹が 稅ノ 賦課 セラ レ ザル トキ. 《婚讀 ホ 祝ノを 刖納お 〈本 豐旣 ，一存を セル モノ ト望 セル 
場を 第 十二 條及ビ 第 十一 一 一條 一一 依リ 最近 ノ 所得 秘 賦課 卜 同時 一 忌 課 セテ ルべ カ リシ 金額 ノ四分 ノー トス。 

第 十六 條 ， 

一 課 骄期閒 一一 對シ 確を サレ タル お 課 所得 親 納付を ノ解網 巧巧稅 一一 對 シーア (常费 期間 ミ 行 こ タル 前納 婉ヲは テ 
勘を セラ ルル モノ トス。 懲働貨 金 ノ-部 抑留 ノホ法 一ー ヨリ 徵化 セラ レ タル 婚姻 助巧稅 一一め テ ハカ カル 勘を ヲ巧 フコ 
トナ シ 。前納 額ガ 婚姻 助 巧 稅ノお 課 額 I 一達 セ ザル トキ ハ 婚姻 助巧稅 ホを 書ノ吿 知は 後 I ヶ月み 內 一一 殘铺巧 付 ヲ行フ 
べキ モノ トス。 前納 ノ總 額ニシ テ若シ 賦課 所得 稍 巧 付を ノ 婚姻 助 巧 祝 ホを 額 ヲ超ユ ル トキ ハ ソノ 差額 ハみ 定ノ 疑フ 
へ カラ ザル モノ トナ ル ヤ否ヤ 直 チ ニ 返却 セラ ルル モノ トス。 

共通 ノ諸規 を 

第 十セ條 

本 法諸規 を-一 謂フ收 入、 巧 得 及ビ純 所得 卜 〈勞 贷視ノ 抑留な ビ 所得 觀ノ 賦課 ノ爲二 施を セラ ルべ キ所ノ 金額 ヲ謂 、 

セ か 


フ 。之 二が テ 行 ハレ タル 巧定ハ 婚姻 助が 稅二對 シテモ お ま カ ヲモ ツ モノ トス。 

第 十八 條 - 
が姻 助成 稅 〈所得 稅ノ 算定 一一が テモ を 除 セラ ルル コト ナキ モノ トス。 

第 十九 條 

婚姻 助成 班 ハ 敎會税 (財政 補償 法 第二 十條 第一 項) ノ 算定 基準 タルコ トナ キ モノ トス。 

終 まめ 諸規ま 

第二 十條 

一九二 八 年 セ さ 111 百を 布ノ 所得 稅法 中き I ホ 改正 巧 律 第一 節ノ 所得 稅 割引 ノ企 テこ關 スル 諸 規定 < 1 九 I 一一 I こ 年 
セち r 日は 降 〈巧 得稅法 一一 依 リま族 控除 ノ 許可 セラ ルル 納稅 畿務 者-一 對シテ ノミ適 巧 セラ ル。 獨 身を ノ 所得 祝 一一 對 
スル お饰晚 (一九 一二 一二 年 一二ち 一八 日が ノ 姑ち 經 濟及ビ 司法 關係ノ 諸 規則-一 闘 スル 大統領 命令 第 四 章 第 一條) トシ 
テ 所得 槐ノ 百々 ノ十ヲ 引 上 ゲタ ル モノ ハ ー九 二 年 七 巧 一白な 降 ハ 之ヲ慶 止ス。 

第二 十 一條 

一 婚姻 助成 祗ノ 稅收額 〈化 テ國家 一一 歸厨ス 。一九 I 一一 一一 一年 一一 一巧 一八 日付 命令 第 四 章 第 十一 一條 ヲ 改正 シ右 命令 こ規 
定セ ラレ タル 發貸 税稅 收額ノ 百分ノ 七 ハ ー丸 互 一二 年 七月】 日な 降 ハ 最早 特ニホ 立 チ テ 之 ヲ國家 一一 歸屬セ シメ ザル モ 
ノ トス。 右 規則 ノ 第一 一項 一 一規を セラ レ タル 算を及 ビ桶償 ハ 勞賃晚 二 就ィテ ハ之ヲ 適用 セ ザル モノ トス。 

一一 婚姻 助 巧稅ノ 祝收額 ニシテ ー九 一二 一二 會計 年度 一一 四千 萬 ラィ ヒス マルク ヲ 、ソノ 後 ノ會計 年度-一が テ ハを 年 六 


姬姻贷 せ 
をノ巧 か 
を 止 


巧が をが 


干 萬 ライヒ スマ‘ ル クヲ超 ユル 場合 ハ コノ 超過額 ハ 之 ヲ大藏 大臣 ノ管 a スル 國家ノ 特別が 源卜 爲スコ トトう 

じ 婚姻 貸付金を 付二關 スル 施行 令 

こ 化 一二 一二 年 六月 一 10 日を が') 

一九 一二 II 军六さ 貝 丢ノ 失業 緩和 法を ハ 章-一基 キ 第五 章 ノ 婚姻 貸が 金ノ巧 か二關 スル 部す 施行 ノ晉 すか 
ク巧 ム， 

ま 第 I 僚 第-項- 1 開シ 

第 一條 

婚姻 貸付金 ハホノ を號ノ I 一一 該當 スルト キ之ヲ 交せ セズ、 

W 婚姻 ご 九 一二 晕 六月 一言な 前 二 巧 ハレ タ呈ノ ナルトち 
'い 夫婦 ノ ーち 公 巧 タル ノ名臀 椎ヲ有 タザ ル トキ、 

^ 夫婦 ノー ホソノ 政治的 志向 ヨリ 見 テ ソノを 常 二 週退ナ ク養國 を二 對シ 奉仕 スルを 卜認メ 難て キ、 

夫婦 ノーホ 逝傳的 ナルが 神 的 乃至 蠢 的憲ヲ 有 シ ソノ 婿 姻 〈民族 共同 體ノ利 猛二反 マト 思考 七 ラル ルト 

キ， 

杯 夫婦 ノ ー方 ミ 翼ノ前 廊义ハ 世評 ヨリ 見 テ 常羹綺 2 付を' 塞ノ義 铭ヲ趙 巧シ錐 シト認 メラ ルル トキ。 

第 I 一條 ■ 

A - 


提爲を 巧 
ノ交棚 
薪が 贷 
前 か 


貸付金 ノ 金額 〈同 身み ノ 夫婦 ガ 家庭 ヲ有 ツー ー際 シ を 地方 ノ事淸 二隨ヒ 家具 あビ 家庭用品 (第 十 俺) ノ 購入 一一 费 消' 

スル ヲ常 トス ル 金額' 一ー ヨリ 之 ヲ巧定 スル モノ トス。 貨 が 金額 ハ 常-一一 00 ラィ ヒス マルク ヲな テを 割 シ得ル モノ タ 
ルべ ク且ツ rooo ライ ヒス マルク ヲ超ユ ル コト ヲ得 ズ。 

、 第一 I 一條 

T 妻 タルべ キを ガー 九 一二 一年 六 巧 一日 ヨリ I 九 一ー ニニ 年 五 巧 ill 1 日 マデノ 期間 內二 少ク トモ 六ケ 巧國內 一一が テ 被 
履 赌關係 一ー アリ タリ トノ 事寶 (雇傭者 ノ證明 書 ニ ヨリ 之 ヲ立證 スべシ 。右 證巧書 ハ 雇傭を ガ妻 タルべ キをノ 目上 ノ 
親族 (第 四條〕 一ー アブ ザル コト ヲ兼ネ 請 スル ヲ耍ス 。證巧 書 ハ 附表 様式 第一 號ニヨ ル。 被 雇 化 者 トシ テノ從 業こ閱 
スル 報吿 二蘇義 T ル トキ ハ 疾病 金 廣ノ證 巧 書 ヲ兼ネ 提出 セ シムル コト ヲ 得。 を 證巧書 ハ 疾病 金 廣ヨリ 無 お ニ テ 交付 

セラ ル 0 ' 

つ戶籍 役場へ ノ 婚約 ノ屆出 アル 旨 ノ證巧 一一 就 テ ハ 申請 用紙 (様式き 一號) 所ち ノ 個所 一一 記入 サレ タル 夫婦 タル 
べキ をな ホ ノ說巧 ヲなテ 足 ル。 

ーゴ 妻 タルべ キをガ 申請 時 = 於 テ旣二 巧 雇傭者 タル 活動 ヲな棄 シ居ル 旨 ノ證巧 モ同樣 二 申請 巧が 所を ノ 個所 こ 記 
入 サレ タル 妻 タルべ キをノ 說巧ヲ な テ お ル。 

即妻 タルべ キを 申請 時 一一が テ 猶ホ被 雇慷者 タル 活動 ヲ 放棄 シ居ラ ザ リシ 場合 二が テ ハ、 妻 タルべ キぞハ ソノ 活 
動 ヲ遲ク トモ 婚姻 巧立卜 同時 二 か 棄 スル 旨 申請 巧 械所巧 ノ 個所 一一 說巧 スル ヲ耍ス 。コノ 場を 一一が テ ハ 貸 か金ノ 受取 
リ (第 六條〕 一一 際シ被 雇傭者 タル ノ 活動 ヲ 婚姻 ヲ 顧慮 ノ 上故棄 セル 旨ノ 最後 ノ 雇傭を ノ請巧 書 ヲ税賴 局 (稅務 局 金 
庫) 一一 提巧 スル ヲ要 スル モノ トス。 • 


康) 二 提出 スル ヲ要 スル モノ- 




申請 ノ提 
起 卜其ノ 
输討 


化 法 第 i 第 I 項 (ハ ごヨル 義族ノ 誓約 ハ 申請 提起 (樣 まき 一號) 一一 際シ之 ヲ行フ モノ トス。 

法 第- 條 第二 項 II 關シ 


をを 


. 第四條 

妻 タルべ キをノ 養父 巧及ビ 繼父话 〈之ヲ 目上 ノ 親族 (父 设及ビ 祖父 舟〕 卜 見做 スモ ノト ス 


ま 第- 條第 一二 項- 1 關シ 


第 五條 、 

婚姻 貸付金 ノ交か 一一 掛 スル 申請 (樣ま 第二 號二依 ル 巧が 一一 依リ 之ヲ爲 スべシ 。用， 紙 ハ 婚約 ノ屆出 一 I 際 シ戶籍 
役場 ヨリ 無料 一ー テ 交 か セラ ル。 申請を トシ テ 夫婦 タルべ キ を双モ トモ 之 一一 署名 スル ヲ耍 ス。 

じ 申請 ハ 夫 タルべ キをノ 申請 時-一が ケル 居を 巧 文 ハ 常時 滞在地 ノ 巿町材 一一 對シ之 ヲ爲ス モノ トス。 巿 町村 巧ノ 
如何 ナル 役場 ガ 婚姻 貸付を 交付 二 勤 スル 申請 ノを理 ヲ爲ス ヤハ巿 町村 廳之ヲ ホ定シ 且ツ吿 示ス。 

だ 巿町材 〈提起 サレ タル 申請 ノ夫 々こ 付キ 婚姻 得を 交付 ノ爲ノ 諸 前提 ボホ景 レ 居 ル ヤをヤ ’特ユ ホ 施を 
窮 一條 ノ蹇 スル 禁止 理由 ナ牛ヤ 否 ヤヲ 横討ス 。驗討 ノ結養 付を ヲを 付シ得 ザル コド明 カトナ" タル トキ 〈ホが 
村 磯 ハ 串 請 ヲ馨シ 且ツ 夫 タルべ キ巧ヲ 通 ジ兩串 請を 二馨ノ 理由 ヲ 明示 スル コ トナ' ご乏 ヲ寡ス べ牛モ ノト 
ス巿 町村 ノ 拒否み？ 掛 シーア ハ 上訴 スル ヲ得ズ 。檢討 ノ結お 貸が をノ 交が ガ 推薦 セーフ レ 得 星 ノナ ル コト 要卜 
ナリ タル トキ ハ巿町 35 ハを か 七 ラルべ キ 貸付金 猫二爵 スル 鑑臺を 共 三 畜請ヲ 軍 雲 ガお夕 夫 雪を ノま 


所 トシ テ ソノ 申請書 一一 記載 セル 地ノ 所管 稅務局 一一 囘付 スル モノ トス。 

刚 申請-ー シテ旣 一一 巧 咕村ノ 拒否 シ タルモ ノー ー アラ ザル 跟リ前 巧 所載 ノ晚務 局ハ兩 申請を 二 婚姻 貸付金 ヲ 巧かス 
ベ キヤ 否 ヤ巧ビ ソノ 金額 ニッキ テ 最後 的 巧を ヲ爲ス 。稅銘 局 (ソノ 巧を 夕夫 タルべ キまヲ 通ジ兩 申請者 二様 ま 第ー ニ 
號ノ 巧を 書 ヲなテ 通吿ス 。夫婦 ボ ソノ 申請 一一 當リが 鹿ヲ別 ユシテ 生活 セント スル 旨報吿 セル モノ ナル トキ ハ 祝務局 
ノ巧お ハ 夫婦 タルべ キモ ノノ 夫々 二 對シ様 ま 第 四 號ノホ {化 書 ヲはテ 之 ヲ通吿 スル モノ トス。 

ま 第-傑 第 四 巧 二關シ 

赃姻 貸は 第六條 . 

をノ 巧せ 一 

一 婚姻 貸 か 金 ノ供巧 ハ 貸が 金 巧 か ノ ホを 證ヲ 下かシ タル 祝 務局ノ 金唐么 ヲ巧フ 。婚姻 ノ 成立 セル 後 直 チー ー夫 ハ 
右 金庫 一一が テ 婚姻 請 巧書ヲ 提出 シ且ッ 稅務局 下が ノ化 定證 (様 ま 第一 一 霜) ヲ 提示 シテ貸 か金ヲ 受取 ル モノ トス。 妻 
一ー シテ 若シ 申請 時 一一 摘 ホ 被 雇傭を タル 活動 ヲか棄 シ居ラ ザ リシ モノ ナル トキ (右 ノか更 M ソノを 被 雇飽を タル ノ活 
動ヲ 婚姻 ヲ 考慮 ノ 上か棄 セル 旨ノ 景後ノ 雇傭を ノ證 巧書ヲ 提出 スル ヲ耍ス 。夫婦が 產ヲ別 一ー スル 場合 一一が テ ハ 夫婦 
'ノ巧 モー I 下 か サレ タル ホ 定書ヲ 提示 スル ヲ喪ス (様式 第 四號) 。右ニ ヨリ テノミ 夫婦 ノ 双方 ハ詳可 セラ レ タル 貸付を 
ノ 半額 ヲ 夫々 受取 リ得ル モノ トス。 

二 所要 ノ 婚姻 證明書 ハ戶籍 役場 ヨリ 無料 一ー テ 下付 セラ レ且ッ 「婚姻 貸付金 ノ 受領 一一 對シ テノミ 有が」 ナル 但書 
ヲ 記入 セラ ル。 右 化 書 アル 證巧幫 ハを 婚姻 一一 付キ 唯一 同 ノミ且 ッ最モ 簡略 ナル 書 ま ヲはテ 下せ セラ ルル モノ トス。 

- 一一 婚姻 貸付金 ノ 受領 二 對シテ ハ 悅铭局 下付 ノ あを 書 一一 用意 ナレ アル 切取り 部み ノ 受領 證ヲ 提おス 。お務 局金康 


をモ 

女 


ノ 

出 


留お者 居領貸 
濟二 、をせ 
额ヨ 屬ノ金 
抑 ル 傩蹲受 


ハ 裹を書 ノ切取 y 部分 ヲホ籌 m y 切 離 シ雲書 ノ壽二 胃ノ 返 濟 金額 ド 第一 囘ノ返 嘉日 トヲ更 シさヲ 貸 
せ 金 受領者 二 返却 ス。 

ま 第二 俺 第-項 二關シ 

、第 七 お 

婚姻 貸 か 金ヲ叢 リタ ル壽 〈本 實か金 ヲ完濟 スル 迄ノ傾 住所 ノ靈每 二 婚姻 貸付金 S 萝 納入 ス ''ヘキを 
務 局-一 對シ直 チー ー ソノ 旨 通- 吿 スル ヲ 要ス。 

じ 税炼局 ハ 夫 ノ履馨 ヲシテ 晉ノ '塞 額ヲ 賃金 义ハ 俸給 ま 沸 ノ際磬 七シ呈 ヲ祝務 局-一 納付 セ シムル コト 
ヲ得徵 祝 規巧第 S ち 六十 九條 ハを ヲ城 II 準 ぉス。 • 

第 八條‘ ’ 

^ 婚姻 二め テ モホ聖 セル トキ ハち 子女 一人 毎-一 最初 ノ貨付 金額 ノ 百を ノ基宛 ソノ 返 濟ヲ露 セラ ル。 モホ 

ノ璧時 一一 寫金ノ 未 囊額霸 ノ貨付 金額 ノ寡ノ 基 3 。 駭 J 卜：單 一一 疆ノ お？ 露 心 ラ 心ルモ ノト 

y 子女 ノ田產 襲篡ハ 申請 ニ ヨリ 婚姻 貸 か 金ノ返 おヲ 十 ニケ 月間 停止 スご トヲ 許可 スル コト ヲ 得。 

た モホノ 出産-扇 ごアハ 槐‘餘 局二戶 轄 役場 ノ證 明書ヲ 提出 スル ヲ耍 ス。 

ま 第 II 一條 二閱シ - 


蓝巧 ぉち- 第九條 

を T 需要 巧せ お ハ 様式を 五號ニ ヨリ ー 0 あ ビー 〇〇 ライ ヒス マルク ノ 金額 ヲな テ發巧 セラ ル。 

づ需 お充化 券 〈發巧 稚炼局 ノ認印 アル 場合 ニノ ミを カ ヲ有ス 。露 巧ナキ 需要 充足 券 ハ 無な トス。 

司 需要 充足 券 ハ之ヲ 他人 一一 譲が スル ヲ得ズ 。本 券 ハ 巧 舖= 於 テま拂 一一 巧 用 セラ ルルー 去 立 チ裹面 所定 ノ箇巧 一一 
貸付金を 領をノ 姓を、 住 地 及 住所 ヲ インク 义ハ インク 鉛筆 ヲなテ 記入 スル ヲ要ス 。貸 か 金を 領者ノ 姓名、 住 地 あ 住 
巧ノ 記入 十 牛需耍 充足 券 (店舗 (之ヲ 受取 ル 3 トヲ 得- ス。 为吏 需要 充足 券 (稅銘 局 岳錄局 金庫： 亦之ヲ 現金 

二弓撫 フル コト ナシ。 

刚法 第一 一 一條 所を ノ店鋪 トハ單 二 公 闢ノ販 賣店ノ ミナ ラズ 公開 ノ販賣 ヲ爲サ ザル 指 物 師及ビ 手工業 經營ヲ 謂フ。 
ぶ 喪失 サレ タル 需嬰充 お 難 二 對シテ ハ 代替 韓ヲ再 ビ體巧 セ ザル モノ トス。 

家庭用品 第十條 

讓庭巧 品 卜-ハ 家具 及ビ 被服 ヲ瞧キ 、一家 ノ 整備 二 必要 ナル 凡テノ 物品 ヲ謂 フ。 

巧 舖ノ許 第ご條 

巧 7^ 需要 充囊牧 受ノ用 李 ル店舖 〈ソノ 旨巿 & 村 廳二臺 スル ヲ耍ス 。藉 ナル 店鋪二 需耍室 難ノ收 覺ヲ許 
可スべ 5 ハが 町村 g 之 ヲ窒ス 。指 物 師をビ ソノ 他ノ 手工業 經 嚮ハ奠 的-一 許可 セラ ルル モノ トス。 許可 ヲ得夕 
ル 店舖ハ 看が 又 ハ 禍示販 ニ ヨリ 見易 キ 場所 ニ ソノ 旨廣吿 スル ヲ耍ス 。看が 又 ハ 城 示 おハ巿 町が 廳ヨリ 支給 セラ ルル 
モノ トス。 

づ 巧 町村 廳ハ 稅務局 一一 對シ ー九 一二 一二 年 八 巧】 日 マ デニ ソノ 所管 晴域巧 一-アル 許可 店 舖ノ表 ヲ囘化 スべシ 。ソノ 


巧 需巧足 
を ノ換貨 


後ノ 許可 ハ ソノ 都度 之 ヲ稅務 局 一一 申吿 スル モノ トス。 

だ 店 舖ハ收 ま セル 需要 充足を ノ襄面 所を ノ 個所 一一 需要 充足を ノ潰格 二相 當 スルを 具义ハ 家庭 巧品ヲ 本を 襄面三 
ソノ 姓名 及 住所 ヲ 記入 セルを 二販寶 セル 旨證巧 スル ヲ耍 ス。 

第 十一 一條 

.一 店舖 〈需要 室を ヲ 現金-一 引換 フル コト ヲ曼。 但シ雙 サレ タル 商品 ノ憤 格ガ需 雲足を ノ全價 値 ヲ充夕 

サ ザル トキ 〈ー ライ ヒス マルク ヲ超ェ ザル プとン ニ ヒ貨ヲ な テ ま拂ヒ ヲ爲ス コト ヲ 得。 

じ店舖 ノ收受 セル 需要 充足を ハ當該 店舖ノ 取引 稅徵收 一一 當ル稅 務局ノ 金 鹿-ー ヨリ' テノミ 現金 一一 引換へ ラル ルモ 

ノ トス、 


だ 婚姻 貸げ 金み 父げ 二關 スル 第二み 施行 令 


( I 九 一ー ニニ 年 セ 月 二 六日を お) 


一九 |二 一二 年 六月 一日な 巧ノ 失業 鞭 和 法 第 六 章 二基キ 第五 章 ノ婿姻 貸付金 ノ 交付 二關 スル 部分 ヲ 補足 シ次 ノ如ク を 


第 一條 

婚姻 巧 か 金 (妻 タルべ キをノ 最小ち ケちノ 被 瞩傭闕 係 ガ完を 一一 或 〈 I 部を 一九二 八 年 六ち 一日 ヨリ-九 一 こ 一年 五 
さ S 日 マ デノ 期間 內二 存窒ル 場合 二が テモ亦 交付 セラ ルル モノ トス。 但シを ハ ケ巧ノ お 鹿 化關係 二を 一八 年 
六 巧-日は 前- 1 跨 ル ヲ得ズ 。- 



婚姻 贷付金 ハ 婚姻 ガ ー九 一一 一二 年 六 巧 一日 ヨリ ー九 一二 一一 一年 六 巧 一二 日 マデノ 期間 巧 二 巧立シ 、妻ガ 現在 猶ホ 少ク トモ 
六ケ巧 二 及ブ被 雇傭 閒係 一一 有リ 、且ツ を 被 雇傭 關係ガ 申請 サレ タル 婚姻 貸 か 金 ノ供與 一一 先立 チ 放棄 セラ ルル 場合 一一 
が テモ亦 巧が セラ ルル モノ トス。 

* 第一 一 一條 ■ • - 

第 一條 乃至 第二 條ノ 適用 ハ ー丸 一ー ニニ 年 セ 巧 二百 公布 ノ 婚姻 巧 巧 法二掛 スル 說明中 こ 記載 セラ ルル ソノ 他 ノー 切 
ノ諸 前提 ヲ滿足 スル モノ ナル コト ヲ條件 トス。. 

第四條 

婚姻 貸付金 ハ 夫婦 ノー 方 申請 時 一一 傳染病 力 至 ソノ 他ノ 生命 ヲ 危殆 ナラ シムル 疾患 二 患 レ ル 時 ハ 六 父が セラ レ ザル モ 
ノト ス〇 

第 五條 

T 夫婦 ノ孰 レ. 一一が テモ ソノ 婚姻 ガ 民族 共同 體ノ 利益 二 反 スト 思ち セ シム ルガ か キ遺傳 的 ナル 精神的 乃至 身體的 
疾患 ナキ旨 ノ事實 ハ、 夫婦 ノ孰 レニ かテモ 申請 時 二 傳染病 乃至 ハ ソノ 他ノ 生命 ヲ危胎 ナラ シムル 疾患 ナキ旨 ノ事寶 
卜共 一一 官吏 ダル 醫師或 (第一 一項 一ー ヨリ 之 二 代 ルべ キ醫師 ノ診斷 書 一ー ヨリ 立證 スル ヲ耍 ス。 - 

TT 州 政 巧 ハ 枪診强 一一 診 斷寶ノ 發巧ヲ を 吏 タル 醫師ノ 化 一一 巿町材 公吏 タル 醫師 一一 委託 スル コト ヲ 得。 

动 瑜敦垃 一一 診 斷書ノ 發巧ハ 夫婦 ノ 居住地 若クハ 常時 滞 お 地 ノ喷醫 义ハ么 二 代 ルべ キ醫師 一ー ヨリ テ 行 ハル。 横彭 
垃 一一 診 斷書ノ 發巧ハ 夫婦 一一 對シ無 巧 トス。 


烟を卿 ノ官醫 一ー ヨル檢 診远一 一彰 謝 書發巧 ノ费用 〈を 州 二 於 テ之ヲ 負嬉ス 。巿 町村 公醫 一ー ヨル 檢參お 二 該斷 書發 
行ノ 費用 ハ 巿町巧 (巿 町村 聯合) 之ヲ負 獲ス。 

第 ホ 像 ‘ 

本 令 < 1 丸 111111 年 六ち 一一 一日 ヨリ 巧 カヲ發 生ス。 . 

個 婚姻 贷が 金を げ二關 スル 第二 一み 施行 令 こを ニニ 年 八ち 一二 百を ぉ〕 

一丸 量 年 六ち 一日 蓋ノ 失業 緩和 法 第 六 章- 1 蒙 第五 章 ノ 婚姻 貸付金 ノ 赛-晶 マル 部み ヲ 補せ シホノ かク定 

ム、 

第 一條 

婚姻 貸付金 ハ ホ ノを號 二該當 スル 場合 一一が テ モ亦巧 付 セラ ルル モノ トス、 

い 婚姻 ご 九 II 一二 年 六ち 一日 ヨリー 九 一二 一二 年 六 さ 百 こアノ 期間 巧 二 巧 立 セル モノー ーシテ ソノ 妻 一を 一八 年 六 
月' 一日 ヨリ I 九 I 二 一二 年 五ち I ニー 日 マデノ 巧間內 二少ク トモ 六 ヶ月 画 巧 一一が テ 被 雇傭 闢係 一ー アリ タルを ナレト 

キ、 > 

い 囊ハ妻 タルべ キを ノ彼禱 闕巧力 目上 ノ 親族 ノ靡义 ハ 麵二於 ヶル 雲 一 一存 セ シモノ _ ー シテ襄 雇傭 關 
係 ノな棄 ノ結巧 他 ノ勞働 カノ 代位 セラ レシ コト ガ立證 セラ ル L トキ。 


前條ノ 適用 ハ-九 己ー ニ 年 セち 五日 公布 ノ 婚姻 巧 成 法三關 スル 說巧並 二 一九 三 一吉 年 八 巧 ニニ 日 公ホノ 右二 對 スル 補 
足 (獨 逸國 公報 及ビプ 0 シア 國 公報 一九 111111 年 八ち 二 六日 付 第一 九九 號) 中-一記 載 セラ ルル ソノ 他ノ化 テノ諸 前提 
ヲ滿足 スル モノ ナル コト ヲ條件 トス。 

第二 一條 

大藤 大臣 (一九 一二 一一 一年 六月 一日 公布 ノ 失業 緩和 法、 一九 一二 一二 年 六ち 二 0 日及ビ 七ち 二 六日 公布 ノ 婚姻 貸付金 交付 
二關 スル 兩 施行 令垃 一一 本 令-一巧 記 サレ ア ル 所ノ諸 前提 ノ化 テノ 充足 セラ レ ザル 場合 一一が テち 婚姻 貸付金 ノ供典 二 
ヨリ 失業 緩 か法ノ 目的 ガ達 セラ レ且 ツカ カル 婚姻 貸付を 交付 ノ財 艰ガ 婚姻 助 ホ 稍 税收額 ヨリ 支 辨シ得 ル 場合 一一が テ 
ハ 例 ホ 的-一 婚姻 貸 か 金 ヲ巧付 スル コト ヲ 得。 

第 四が - 
大藏 大臣 (前 條ニヨ ル 權能ヲ 州 稅錄局 巧 ビ稅緣 局 一一 委託 スル コト ヲ 得。 

第 五條 

本 令 (一九 一二 一一 一年 六 巧 一二 日 ヨリ 巧 カヲ發 生ス。 

敢 婚姻 貸 か 金 交が 二關 スル 第 四 次 施行 令 (一里 宣年三 さちを ち 

一九 互 一二 年 六月 一日を 布ノ 失業 緩和 法 第 六 章 一一を キ 第五 章 ノ 婚姻 貸付金を せ二關 スル 部分 ノ 施行 二 關シホ ノかク 


一九 一一 呈年 セち 壬 ハ 日な す 婚藝付 金 寫二關 スル 第ニ ホ 施行 令 第 一條 雲 第一 一展 及 ごを 羣各 
二十 二日 公布 ノ 婚姻 貸付金 交付 一一 關 スル 第 S ホ 施行 令 第 I 條ノ (ィ) ヲ瘡 止ス。 

じ 一九 一一 一二 年 六 巧 一日 ヨリ ー九 一二 吉年 六ち す マ デノ 期間 巧 一| 婚姻 セル 申請を、 若 クハ賽 〈妻 タルべ キをノ 
最小 六ケ 巧ノ被 雇傭 關係ガ 売を-一 乃至 ハ-部分 I 九 二八 年 六 巧 ~ 日 ヨリー 九 I こ I 年 五 丹 一 こ I 日 マデノ 期間 內 一ー アル 
申請を-ー シ テ、 一九二 一三 一年 一二ち 一 0 日 マ デニ 所管 ノ 市町 巧廳 一一 申請 ヲ爲シ タルを ハ猶ホ 婚姻 貸付金 ヲ交 か セラ ル 
ル コト ヲ 得。 

第二 條 

一九 署牵 六旦 一〇 日 公布 ノ 婚姻ち がを 交付 こ關 スル 施 巧 令 第 九條第 I 項ヲホ ノかク 改ム、 

「需要 充足 券 〈 一 0> 110、 五 〇及ビ ー 〇〇 ライ ヒス マルク ノ 金額 ヲなテ 様式 第五 號二依 リ發行 セラ ル 0」 

第一 I 一條 

婚姻 貸付金 ヲ 取得 セ シムル 目的 ヲなテ 役所 あビ 役場 ヨリ發 行 セラ ルル 請 巧 書類 (凡 テ 無料 ニ テ 下が セラ ルル モノ 

トス 0 

第四條 

婚姻 貸付金 ノ 需要 充足を 〈之 ヲ差押 フル コト ヲ得 ズ。 

第 五條 

本令ノ 第一 條及ビ 第一 一條 (一九 一ーニ 韋 一二ち 二日 my 第一 一康 及ビ 第四條 二九量 年 六皇日 3" 努ヲ靈 


ス 


T 当'-.' ，'こ 1 ， 遭 古兵' |_ ミー - ち 4 重 項を* y 

• 九 二 


丄ハ 婚姻 助成 法 中 改正 法律 (一を 一面き 一月 一天 日を き 

獨逸國 政 巧 〈ホノ 法律 ヲ 制を シな 一一 之ヲ 公布 ス、 

第一 節 
が 一條 

婚姻 助成 法 (一九 一一 111 一年 六ち 一日 公布 失業 緩和 法 第五 章〕 第 一條 第一 項ノ (ハ) ヲホ ノかク 改ム、 

「ハ 妻 又 ハ 妻 タルべ キ者 (夫 又 〈夫 タルべ キ者ガ 失業 手當巧 か二關 スル 親を ノをム ル 意味-一が ケル 要 あ 謹者夕 
ラ ズ且ツ 婚姻 貸が 金 ノ完濟 セラ レ ザル 限リ被 雇傭者 トシ テ ノを動 ヲ爲サ ザル 可キ コト。」 

第二 條 ‘ 

前條 〈婚姻 貸付金 交が 一一 對 スル 申請 ガ本法 發效な 前 一一 提起 サレ タルモ ノナ ル限リ 適用 セラ ルル コト ナシ。 

第二 節 

婚姻 助 ホ 法 (一九 一二 己年 六ち-日 公布 失業 緩和 法 第五 章) 第二 十 一條 第一 一項 ヲホ ノかク 改ム、 
n 1 婚姻 助成 税ノ 稅收額 ニシテ ー九 一二 一二 年會計 年度-一 一千 二百 萬 ライ ヒス マルク ヲ 、ソノ 後 ノ會計 年を 二め テ 



(备年 一千 五ち 萬 ラィ ヒス マルク ヲ堅ル 場合 〈，コノ 超過額 ハ 之 ヲ大藏 大臣 ノ 管理 スル 國まノ 特別が？ 爲 
第ー ニ 節 

本 法 ハ ー九 一一 一四 年 一二ち 一二 一日 ヨリな カヲ發 生ス。 

化 婚姻 助成 法 中 第二次 改正 法律 ( I 九 S 丑年 I 巧 二 四日を 布。 

獨遮國 政府 ハ次ノ 法律 ヲ 制定 シ城 二を ヲ 公布 ス、 

第一 節. 

第 一條 

I 九 一一 面 年 言 二八 日 公巧ノ 婚姻 助が 法 中 改正 霉ノ形 一一が ケル I 九 一二 一二 年 言 一日 公布 ノ 失業 緩和 法 雲 章 
(婚姻 ノ助 ごさ ヲホノ かク改 A ’ ' 

一、 第一 條ヲホ ノかク 改ム、 

戸 獨逸國 民 ハ 申請 一ー ヨリ 最髙 一千 ラィ ヒス マルク ノ額ヲ 限度 トス ル 婚姻 貸付金 ヲ交か セラ ルル コト ヲ得 。婚 
細 貸付を ノ 交付，！ 對 K ル 串 請 <戶 獲 場へ ノ 婚約 ノ屆 旧ノ後 婚姻 i 姜 テを ヲ爲 三トヲ 得。 金額 ノ糞ハ 婿 


姻ノ後 初 メテ巧 (ル。 婚姻 貸せ おノ 交せ ヲ 許可 セラ ルル 爲ノ 前提 (ホノ かシ' 

妻 タルべ キ者ハ 申請 ニ ホ 立ツ最 をーケ 年中 少ク トモ 化ケ 巧國內 二が テ 被 曜傭關 係 ニア リタ ルを ナル コ 

卜、 

V 妻 タルべ キを ハ、 其を ソノ 被 雇傭を トシ テノ 活動 ヲ 申請 時 二猶ホ 放棄 シ居ラ ザ リシ 場合 二が テ ハ 婚姻 貸 
付 金 ノを領 -1 先立 チ テ之ヲ なま スル コト、 

T 妻 タルべ キをハ 夫 タルべ キをガ 失業 手當 巧が 規則 所を ノ 意味-一 か ケル 耍 救護を タラ ズ且ツ 婚姻 貸付金 ノ 
完巧 セラ レ ザル 限リ被 雇慷を トシ テノ 活動 ヲ爲サ ザル 可キ コト。 

づ 目上 ノ 親族 ノ 家事 又 (事業 一一が ケル 從業ハ 右 從業ノ 放棄 ノ 結果 他 ノ勞働 カ ガ繼徵 的 一兵 位 セラ レ 居 ル 場合 
一ー ノミ 之ヲ 第一 巧 (ィ) ノ 意味-一が ケル 被 雇傭を 活動 卜 看做 ス コト トス。 

ゴ 婚姻 貸が 金ノ 巧が 一一 對 スル 申請 ハ 夫 タルべ キ者ノ 居住地 若クハ 常時 滞在地 ノ巿 町村 一一 對シ之 ヲ爲ス べシ。 
右巿 町村 〈申請 ガ凡 テノ諸 前提 ヲ 充足 スル 場合 之ヲ 所管 稅務局 一-罔せ ス 。稅緣 局之ガ 最後 的み をヲ 爲ス。 

邮 婚姻 貸付金 ハ 夫二對 シテ與 へ-フル。 夫婦 お 產ヲ別 一ー スル 場合 二が テ ハ 婚姻 貸付金 〈夫婦 ノ双 モー ー教 シをソ 
•ノ 半額 ヲ 巧へ ラル。」 

二、 第一 一 一條 二更 ニ ホ ノ第四 命題 ヲ 補足 ス。 

「需要 充足 お ハ之ヲ 他人-一 譲渡 スル ヲ得ズ 且ツ貸 か 金 受領者 一一が テモ ホ巧舖 一一が テ モ之ヲ 差 押 フル コト ヲ得 ズ。」 

第一 一條 ■ 

本節 (一九 一二 五 年 一巧 一日 ヨリな カヲ發 生ス。 - 


t 




第一 一節 

第. 一條 ‘ 

一を 一面 年 一言 二八 日 公布 ノ 婚姻 助 ホ 法 中 改正 法律 ノ 形-一め ヶル ー九 言 牵六巧 I 日 公布 ノ 失業 緩和 法 第五 章 
(お 姻ノ助 巧) 第二 十- 條 第二 巧ヲホ ノかク 改ム、 

「卜 婚姻 助 巧既ノ 悅收顔 一ー シテ ー九 一二 I 一 牵及ビ ーを 面 年會計 年度 こが テを 年 一千一 音 萬 ラィ ヒス マルク ヲ超 
ユル金 お ハ 之 ヲ大藏 大臣 ノ 管理 スル 國家ノ お 別 財源 卜爲ス コト トス。 一九： 一一 冗 年 一巧は 降 ハ 所得 稅ノ國 庫 收入分 
ョリを 巧 一千 二百 五十 萬 ラィヒ スマ ル 久ヲみ 離 シ之ヲ 特別が 源 一一 躁入レ ル コト トス 0」 

第二 侮 

第 一條 〈一九 一一 面を 言 一一 一一 曰 ヨリな カヲ 發生ス 。同時 一一 一を 一面き 写 一八 日 公夕 婚姻 巧 巧 法 中 改正 法律 第 

二 節 ハ 巧 カ ヲ失フ モノ トス。 

八婚炯 貸付金 交が 二關 スル 第五 次 施 巧を こか 一一 H ハ 年 i 言 一 西日を を 


-九己 111 年 六月 一日 公ホノ 失業 緩和 法 第 六 草 二基キ 第五 章ノ 婚姻 貸 化金ノ 交付 二關 スル 部み ノ 施行 一一 關シ ホノか 
ク をム. 


一九 一二 一二 年 一二 さ 百 公ホノ 婚姻 貧が 金 巧 か 一一 關 スル 第 四 ホ 施行 令 第ー ニ 條ヲホ ノ如ク 改ム、 
r 第一 一 一條 

保健 局 ニ ヨリ テ 巧 ハル ル 夫婦 タルべ キを兩 乂ノ構 診 卜診斷 書 ノ發行 一ー ハ 十 ラィ ヒス マルク ノ 料金 ヲ徵お 
スル コト ヲ 得。 

ニ ソノ 他 ノ證巧 書類 ニシテ 役所 あビ 役場 ヨリ 婚姻 貫か 金ヲ 取得 セ シムル 目的 ヲはテ 下が セ 引 ルル モノ ハ 無 
料 トス。 I 

一二 第一 項 所を ノ 料金 ハ 婚姻 貸 か金ノ 交付 セラ レ タル 場合 ニノ ミ徵收 セラ ルル モノ トス。 を 料金 (需要 充足 
を ノ供典 二際シ 所を 稅務局 金庫 之ヲ 差引ク モノ トス。」 

第二 條 ■ 

一 本 令 第 一條 ハ ー九 一二 六 年 四 巧 一日. ヨリ 巧カヲ 發生ス 。但シ 申請 ノ旣 一一 一九二 一六 年 四ち 一日は 前 一一 爲 サレ タル 
モノー ー就 テ 〈料金 ハ徽收 セラ ルル コト ナキ モノ トス。 

1.1 一九 一二 晕七巧 二 六日 公布 ノ 婚姻 貸せ 金 交付 一一 關 スル 第ニ ホ 施行 令 第五 集顯 第二 命題 及 ビ第四 項 ハ ー九 
一一 一六 年 四ち 一日な 降な カヲ 失フ。 

佩 婚姻 貨付金 交げ 二關 スル 第 六 次 施行 令 三 九 S 六 年 七月 二八 日を 布) 

一九 sill 年 六月 一日 公布 ノ 失業 緩和 法 第 六 章 一一. 基キ 第五 章 ノ婿姻 貸付金 交付 二關 スル 部分 ノ 施行 二 關シ次 ノ如ク 


をム ’’ 

第 一條 • ’ 

大藏 大臣 ハ 貸付金 償錄を タル 夫婦 ノ夫ガ 失業 手當 交付 規則 巧を ノ意巧 一一め ケル 要 お 叢者卜 看做 シ^ザル 場合 こが 
テモ ソノ 妻ガ被 雇傭者 トシ テノ 活動 ヲ爲ス コト ヲ例化 的 一一 許可 スル 權能ヲ 有ス。 

, 第一 一條 

大藏 大臣 ハ前條 所定 ノ權能 ヲ州稅 務局及 ビ稅銳 局 一一 委託 スル コト ヲ 得。 . 
第一 一 一條 

本 令 〈一九 |一 一六 年 セ さ 一八 日 ヨリ 效 カヲ發 生ス。 

\ 

什婚她 助成 法 中 第一 一一み 改正 法律 (I を ミ 年 一一ち 二日を 巧 

獨逸圃 政府 〈ホノ 法を ヲ 制を シな 一一 之ヲ公 ホス、 

第 一節 

一九 量 年 昇 二腎 萬ノ 婚姻 助 達 中 萃卖差 法律 ノ 形-一が ケルーを 一ニ ニ 年 六月 ~ 日 公ホノ 囊籍囊 

冗を (婚姻 ノ助 巧〕 ヲホ ノかク 改ム、 

「第 一條 

九モ 





九 八 

" P 獨を國 民 (中 請 一ー ヨリ 最高 一 干 ライ ヒス マルク ノ額ヲ 眼 度 トス ル 婚姻 貸が 金 ヲ巧付 セラ ルル コト ヲ得於 ホ 
寫金ノ 交付 二對 スル 中 請 ハ戶獲 場へ ノ おめ ノ屆 出ノ後 婚姻 一ー ホ ま テ 之 ヲ爲ス コト ヲ 得。 金額 ノ糞 〈婚姻 ノ 
後 初 メテ巧 ハル。 婚姻 巧 付金ノ 巧せ ハ 妻 タルべ キ者ガ ホ 請 一ー ホ 立ツ最 驾ーケ 年中 少ク トモを 巧國 巧-が テ 波 履 傭 
關な 一ー アリ タルを ナル コト ヲ ソノ 前おト ナス。 

づ目 上ノ 親族 ノ 家事 又 ハ 事業 一一が ケル 從業 ハを 從業ノ 放棄 ノ結巧 他 ノ勞働 カ ガ繼锁 的 二 巧 位 セラ レ タル 場合 こ 
あテノ ミ之ヲ 第一' 巧ノ 意味 二が ケル 巧 働 關係卜 看做 ス コト トス。 

ゴ 婚姻 貸 か 金 ノ巧付 一一 對 スル 申請 ハ 夫 タルべ キをノ 居住地 若クハ 常時 滞在地 ノ巿 町村 一一 對シ 之ヲ爲 スべシ 。右 
巿 町村 ハ 申請 ガ凡 テノ諸 前提 ヲ充せ スル 場合 之ヲ 所管 巧 錄局二 囘付ス 。稅務 局之ボ 最後 的 巧を ヲ爲 ス。 

邮 婚姻 貸付金 ハ 夫-一 對 シテ與 ヘラ ル。 夫婦が 產ヲ別 ニス ル 場合 ハ 婚姻 貸付金 ハ 夫婦 ノ巧 ホー ー 對シを ソノ 半額 ヲ 
與へ ラル。 

第二 條 

づ 婚姻 貸付金 ハ 無利子 トス。 婚姻 貸付を (毎 丹最 一初ノ 貸が 金額 ノ百分 ノー 宛 ヲ夫ノ 所得 槐徵收 二 當ル稅 欽局こ 
返濟 スべキ モノ トス。 每巧ノ 返 巧 额ハ晉 十五 日 マ デニ 之 ヲ奶入 スべキ モノ トス。 返 巧 義務 (婚姻 貸が を ノ糞ノ 
後こ來 タル 腐 年 四 半 年季 卜巧一 r 初 マル。 

fj 妻 = シ テ若シ 婚姻 貸付金 ノ 受領 後 モ 現在 ノ塔 働闢係 ヲ繼锁 スル 場を 或 ハ 婚姻 貸せ 金ノ完 巧な 前 一一 巧ビ 勞働關 
系 一又 ル 場合-を テハ每 巧ノ '返 巧 額 ハさヲ 百す 一二 一一 髙ム ルモ ノトう 荷 メラ レ タル 返尚额 (琶游 働ヲ初 メタル 
巧 ヨリを ヲ巧入 スべキ モノ トス。 妻 = シ テ若シ 婚姻 貸付金を 領後モ 現在 ノ巧 慟關係 ヲ繼錢 スル 場合 ハ 高 メラ レ タル 


あお 額 ハ 第一 項 所載 ノ 時期 ヨリ 之 ヲま拂 フべキ モノ トス。 右 返 濟率ノ 强化ハ 妻 ノーケ 巧 ノ從業 日數ガ 巧勞働 日ノ半 
數 一一 滿 タザ リシ 場合 二が テ ハ 之ヲ巧 〈ザル モノ トス。 夫婦 〈所管 稅緣局 一一 對シ妻 ノ從業 繼續或 ハち 從業二 闢シ遲 退 
ナク 報吿ヲ 爲ス義 錄ヲ有 ス。 

に大藏 大臣 ハ行 政 手段 ニ ヨリ 特定 ノ 前提 ノ下 一一が テ 右高 メラ レ タル あ 巧額ノ 徵收ヲ 免除 セ シムル コト ヲ 得。 

徊 婚姻 巧 付 金 ノ返濟 二對シ 夫婦 ハ 共同 債镑を トシ テ ー體ヲ ナス。 

はお 濟额ノ 徵收二 對シテ ハ徵槐 規則 ノ諸 規ちヲ 適用 ス。 

第. 一一 一條 

婚姻 貸が 金ノ か 與 〈需要 充足 券 ヲなテ 之ヲ巧 フ 。需要 充足を ハ 之 ヲなテ 家具 及ビ 家庭 巧 品 ヲ本综 お受ノ 許可 ヲ得 
タル 巧舖 一一 か テ 取得 スルー ー役 立 ツモ ノト K 。 店舖 ノ收受 セル 需要 巧 足 券 ハ 税緣局 一ー ヨリ 現金 一一 引換へ ラル ルモ ノト 
ス 。本 券 ハ 之 ヲ他乂 一一 譲渡 スル ヲ得ズ 又 貸せ 金 受領を 二が テ モ亦店 鋪 = が テ モさヲ 差 押 フル コト ヲ 得ズ」 

第一 一節 

本 法' < 1 九 一ニ セ 年 一 0 巧-日 ヨリ 巧 カヲ發 生ス。 

十一 婚炯贷 が 金 交 化二關 スル 第 セ 次 施行を こを ミ 年 凹ち 一日を ち 

一九 sill 年 六月 一日 公布 ノ 失業 緩和 法 第 六 章-一基 キ 第五 章 ノ 婚姻 巧 かを 巧 か 一一 關 スル 部み ノ 施行 二 關シホ ノかク 

九九 


-马— り J バ 〜、. 

巧 


一 - 、、 - J-1 ■.■ 巧、 ..’ r、 -awwls 
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第 一條 - 
婿姻 貸付金 ノ 需要 充足 券 (獨 逸檐 人事 業 協會ノ 獨逸國 母ノ學 ：^ .ノ 授業 巧 トシ テ モ之ヲ 使 巧 シ得ル モノ トス。 

第一 一條 

前條 所載 ノ學 校ヲ シテ特 一一 婚姻 貸 か 金ノ 需要 充足 紫 ヲ化受 セ シムル 特殊 認可 ハ巿町 巧之ヲ 爲スヲ 得ズ。 

第 S 條 • 

一九 己一' 一一 年 六 巧 一一〇 日 公布 ノ 婚姻 貸付 二關 スル 施行 令 第 十 一條 第一 一一 項ぶ ビ第 十二 條第 一項 ハな 一一 之ヲ 準巧ス 。獨 
逸國巧 ノ學校 ノ收受 セル 需要 充足を ハ當 該校ノ 存在 スル 地方 ノ 税務 局 金庫 二が テノミ 現金 一一 引換へ ラル モノ トス。 
第四條 

本 令 ハ ー丸 一一 一七 年 四月 一巧 ヨリ 效カ ヲ發 生ス。 

当 失業 緩 巧 法 中 改正 法律 〔拔 寧〕 (一を 二八 年 四月 一日を 巧 


第一 一條 ■ 

一九 I 一一 II 一年 六ち 一日 公巧ノ 失業 緩和を 第五 章き 一十 一條き 吾 こを キお巧 セラ レ 大蔵大臣 一ー ヨリ 管理 セラ ルル 巧 
ノ國を ノ特則 財源 (一九 S セ 年 一 0 巧 一日な 降之ヲ 「婚姻 貸付金 あ ビお童 扶助 金ノ爲 ノ國庫 特別が 源」 卜改 稱ス。 
右 特別が 源 一ー ハ ー九 一一 一七 會計 年度な 降 所得 晚ノ國 鹿 收入分 ヨリ 毎年 二 億 ライ ヒス マルク ヲ繰リ 入 ルル モノ トス。 


虐農 村人 a か 成 令 〔抜萃：} (一九 一一 一八 年 置 言を 布〕 

第一章 

農村 人ロ ニ對 スル 婚姻 貧 付 金 

第 一條 

'户 婚姻 貸が 金 ノ繁額 ハ 農村 人が 二屬 スル f 對 シーア ハ、 夫婦 ノーち 婚姻-一 畫 チ少ク トモ 五ケ 年間 中斷 スル 
コト ナシ ーー 農、 襄 一一め テ 义< 農？ H 業者 トシ テ 霧 七 ルを； よ、 少ク ト奚婦 ノー ホ蹇動 ヲ繼續 スル 限 
リ 最大 十ケ 年間 申請 |ー ヨリ 無利子 一ー テ綺豫 セラ ル。 ， 

じ 本 法 ノ發資 前二寫 サレ タル 婚姻 貸が 金 一一 於 テ ハ 右 擬豫二 九 一二 八 年 八月 一日な 前 一一 納入 セラ レタ巧 
額 一一 及バ ザルす ノ トス'。 ？ 

だ夫磬 シ其ノ •一 妾銜豫 巧關十 ケ年ノ 間中 斷スこ トナ ご 農、 囊 一一が テ 又 ハ 農村 手工業を トシ テ 活動 セ 
ル^ト ヲ立證 スル is 姻 質が 金、 第二 項ノ 場合 二を こ 其 ノ讀ノ 返 濟ハ震 七 ラル； ノ トス。 

個 十ケ年 ノ擬豫 期間 中 夫婦 ノ孰 レノ 去モ農 、林業 一一を ア义 〈養 手工業を トシ テ 活動 セ ザル 場合 ノ生 ジタ ル 
トキ ハ ホノ 5 " 婚姻 得 金 〈音 百 分 ノー 宛、 S ガ 2 闘な 一； ル？ (賣百 分 ノーニ 望 ヲ—ス ベ キ モ / 


10 二 

菊二條 

返 濟猶祿 期 學罢ノ 生い タルド： 一九 量 年 六月 110 日 公布 ノ 婚姻 貸付金 巧 か二閱 スル 施 巧 令 第 八 條ヲ之 二 
適用 ス。 

•第 四 章 - 

ま 一、 二 及 一二 章-一 對 スル 共通 ゾ諸 規則 

•第 十 一條 

本 法 所を ノ農 巧手 工業 者卜 (ソノ 生計 ヲ農材 地 ホ こが テ瞥ム 手工業 者ヲ 謂フ。 

第 十二 條 

巧 働 奉 住义ハ 兵役 藉務 一ー ヨリ 生 ジタ ル 農 > 林業 一一が ケル 又 〈農 巧手 工業を トシ テノ 活動 ノ中斷 〈之ヲ 考慮 セ ザル 
モノ トス。 ソノ 他ノ ー時的 中斷 、特 一一 病 氣或ハ 生業 不能 5 こ 時 的中 斷ノ .場合 モホ 同ジ。 

第 六 章 
第 十 五條 

本 令 ハ ー九 一一 一八 年 セち 一日 ヨリ 巧 カヲ發 生ス。 


な 婚姻 貸 化 金 及兒黃 扶助 金ノ爲 ノ國犀 特別 化 源 繰 入 高 

引上ゲ ノ爲ノ 法律 こ 空 一九 年 八月 I 日を を 
獨逸國 政府 〈ホノ 法律 ヲ豐， y 普之ヲ 公す、 

一九 一二 八 年 四月 一日 蓋 ノそ業 緩 襄塞正 法律 第一 疲 ヲ董シ 婚姻 貨 か 金 及 ビ兒養 助 金 ノ爲ノ 國家ノ 特別 才 
源 トシこ 九 一二 九會計 年を ノ ，初 メな降 所得 祝 中 圃庫收 入 分 ヨリ 羣二億 幸 萬 ライ ヒス マルク ヲ之 一一 梁リ 交ルモ 



附錄 二、 多ず 家族 兒童 扶助 金 制度に 關 ずる 諸を 令 (附表 様式を 省略) 



多モ 家族へ ノ兒康 扶助 金 交げ を (一九二 一 五 年 化 月 I 五日な 巧〕 

一九 己一 一一 年 六月 一日 公布 ノ 失業 緩和 法 第 六 章 一一を キな 一ー ホ ノかク 巧 ム、 

第 一條 

夕子 家族 ハ ー丸 一二 五 年 一巧 二 四日 公布 ノ 婚姻 助 ホ 法 中 第二次 改正 法律 第二 節 第 一條 一一 依 リぉ巧 サレ タル 婚姻 貨か 
金ノ爲 ノ國庸 特別が 源 ノ费金 ヨリ 申請 一ー ヨリ ー同 限 リノ 兒意 扶助を ヲ 交が セラ ルル コト ヲ 得。 

第一 一條 

本令ノ 施行 一一 對 スル 諸 規定 〈大藏 大臣 之ヲ布 吿ス。 

第一 一 一條 

本 令 ハ ー九 一二 五 年 一 0 月 一日 ヨリ 巧 カヲ發 生ス。 

じ多モ 家族へ ノ兒童 扶助 金 交げ 令 施行規則 (一九 一二 笠 年 九ち 一男 日を 巧】 

一九 一二 五 年 九 巧 一 五日な 布 ノタモ 家族へ ノ兒童 扶助を 交 か 令を 疲 一一を キな一 I ホ ノかク をム、 

第 一條 

兒童 扶助 金 (ホー ー お グル 諸 前提 ノ下 一一 交付 セラ ルル コト ヲ 得、 
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一、 家族 ハ 父母 ノ世帶 一一 屬 スル 滿 十六 歲ホ滿 ノモホ 四 人な 上 ヲ含ム モノ ナル ヲ耍 ス。 

二、 父せ ハ-九 一二 五 年 九月 一 五日を 布ノ 獨逸國 公民 法 所を ノ意 ホー ーめ ケル 獨逸國 公民 タル 要ス。 

己、 父母 ノ前 歷あビ 世評 ハ 異議 ノ餘 地ナキ モノ ナル ヲ耍 ス。 

四、 父せ 及 ビモホ (遺 傅 的 ナル 精神的 巧 至 i 的 疾患 ヲ有セ ザル モノ ナル ヲ要 ス。 

五、 子女 扶養者 ノ 现在ノ 所得 關係 ハ世帶 ノ適當 ナル 整備 = 必要 ナル 物品 ヲ自ラ 調整 シ雜 キ狀態 ニア ル ヲ耍ス 。‘ 

. 第一 一條. . 

T 繼 父母 あ ビ繼モ 女 ハさヲ 父母 及ビ モホト 看做 ス コト トス。 - 

n 兒童 扶助 金 ガ繼父 义ハ繼 母 一一を か セラ ルル 場合 (第 一條き 磊 所載 ノ 前提 ヲ 充足 スル 爲一 _ 必'要ナルホお件ハ 
ソノ 父 舟 二が テモホ 存在 スル モノ 若クハ 存在 セ シモノ ナル ヲ要 ス。 

ゴ本 施行規則 第 一條 第四號 巧載ノ 前提 ハ 繼父话 一一が テ乂 存在 スル ヲ耍 セズ。 

■ 第一 一 一條 

T 本 施行規則 第 一條 第一 號 一一 該當 スル 子女を 一人 二對シ 最高 百 ライ ヒス マルク ヲ 限度 トシ テ兒童 扶助 金 ハ 交付 
セラ ルル コト ヲ 得。 一 家族 二 對シ交 か セラ ルル 兒童 扶助 金ノ 最高 お ハ ー千 ライ ヒス マルク トス。 

づ话童 扶助 金 交付 ノ後二 出生 セル 子 ホ ニ 對シテ ハ ー千 ライ ヒス マルク ノ最 髙額ノ ホダ 達 セラ レ ザル 限リ 兒童扶 
助 金 ハ ソノ 都度 百 ライヒ スマ' ルクな 內ノ額 二が テ 追加 巧せ セラ ルル コト ヲ 得。 

第四條 

兒童 扶助 金 巧が 二對 スル 申請 ノ 提起 (子女 ノ 法定代理人 又 〈兩親 中 事寶上 モホノ 扶養 一一 當ル者 之 ヲ爲ス を 格ヲ有 


ツモ ノト K 。 . 

第 五條 

兒意 扶助 金 交が 二對 スル 申請 (申請者 ノ 申請 時 一一が ケル 居住地 若クハ 常時 滯お 地ノ巿 町材二 對シ之 ヲ爲ス べシ。 
巿 町が 內 一一が ケル 所管 ノ 役場 ハ 市町が 廳么ヲ ホ定シ 且ッ吿 示ス。 

第六條 

申請 ハ 様式 第一 號一 一巧 ル 用紙 一ー ヨリ 之ヲ爲 スべシ 。巧 紙 ハ 巿町巧 ヨリ 無料 ニ テ 下が セラ ル。 

じ 申請 ニ ハ 子女 ノ 出生 諮 書及ビ 父せ 垃 一一 祖父せ ノ 婚姻 證書ヲ 添附 スル ヲ耍 ス。 

だ 第 一條 第圆號 所載 ノ藍ガ 存在 スル 旨 ノ事實 ハ 所管 保健 局 ノ霞書 ヲなテ 之 ヲ立證 スル ヲ耍 ス。 ’ 

第 七 條 

巿 町村 〈ソノを 巧 セルを 申請 一一 就 キ巧童 扶助 金 交が ノ爲ノ 諸 前提 ガ 充足 サレ 居 ルヤ否 ヤヲ 播討 スル モノ トス。 檢 
討 ノ結巧 本 施 巧 規ぶ第 一條 第一 號 乃至 第四號 所載 ノ 前提 ノ 化テガ 充足 サレザ ル コト 巧 I で カトナ リタ ル トキ ハ巿 町村 
(申請 ヲ 拒否 シ且ッ 右 拒否 ノ音ヲ 其 ノ蓄ヲ 明示 K こよ シニ串 請 者 二吿知 スル ヲ耍ス 。横 討ノ結 巧蠢行 規則 
第 一條 第一 號 乃至 第四號 所載 ノ諸 前提 ノ 充足 セラ ルル コト 巧 ラ カトナ リタ ル トキ 〈巿 町せ ハ 本 施行規則 第 I 條第百 
お 所載 ノ 前提 モ亦 充足 サレ 居 ルヤ否 ヤー I 關 スル 鑑定 意見 卜お一 一巧. か セラ ルべ キ话童 扶助 金ノ額 一一 關 スル 提議 トヲ添 
へ テ 申請 ヲ更- 一 申請を ノ 居住地 若クハ 滞在地 ノ巧管 稍 お 局 二囘付 スル モノ トス。 

第八條 

巧 お 巧 ハ ホ 町 巧 ヨリ 囘付 サレ タル 申請 二就キ あを ヲ爲 K 。 稅 終局 ハ ソノみ をヲを 請を 二、 且ッ巧 意 扶助 金 ヲ認許 


スル 場合 一一が テ 〈様 ま 第二 號二依 ル ホを 蓄ニョ リ通吿 スル モノ トス。 

第九條 ' • 

大感 大臣 ハ 本 施 一打 規則 第 一條 巧載ノ 凡テノ 諸が 提ノ 充足 セラ レ ザル 場を 二が テ モ巧童 扶助 金 ヲ何か 的 二 交が スル 
コト ヲ得〇 

第十條 

兒童 扶助 金 ノ供與 ハ 兒童扶 巧 金 交が ノ みを 書ヲ 下が シ タル 稅 務局ノ 金庫を ヲ巧フ 。申請を ハち 金庫 二め テ 稚お局 
ョリ下がサレタルか定書 (樣ま第二號〕 ヲ提示シ受領證卜引換へ 二兒ま扶助金ヲ受領^^ル コトヲ得。 

第 十 一條 

1 ■兒童 扶助 金 ハ 樣ま第 兰號二 依 ル需耍 充足 券ヲな テ供與 セラ ル。 

づ兒童 扶助 金 ノ需耍 巧 足 券 ハ 十及ビ 五十 ライ ヒス マルク ノ 金額 ヲな テ發巧 セラ ル。 本 券 ハ 發巧稅 務局ノ 認巧ア 
ル 場合 ニノ ミ 巧 カヲ有 スル モノ トス。 

ゴ兒童 扶助 金ノ 需要 充足 券 ハ之ヲ 他人 = 譲渡 スル ヲ 得ズ义 扶助 金 受領を 二が テ モ店舖 二が テ モ之ヲ 差 押 フル コ 
トヲ 得ズ。 

第 十一 一條 - 

T 巧 童 扶助 金ノ 需要 充足 券 ハ本緣 收受ノ 用意 アリ 且ツ ソノ 許可 ヲ有 スル 巧舖 二め テを 具、 家庭用品な ビ 下着類 
ヲ 購入 スルー ー役 立ツ モノ トス。 本が ハ 店舗 一一め テ ま拂二 使用 セラ ルルー ー先 立 チ ソノ 蛮 面 所定 ノ 箇所 一一 扶助 金 受領者 
ノ 姓名 あビ 住巧ヲ インク 义ハ インク 鉛筆 ヲなテ 記入 スル ヲ耍ス 。扶助 金を 領者ノ 姓を 住所 ノ 記入 ナキ 需要 充足 券 ハ 


巧 鋪ハ之 55 ルヲ許 サズ。* カル 雲 充足 5 霧 局 (視 終局 金庫) f 現金 一一 引換へ ザル モノ トス。 

じが ホ サレ タル 需要 充せ券 一一 對シテ ハ ソノ 代替を ヲ巧 か セ ザル モノ トス。 

第 十吉條 

家屬品 ナル 巧 語ノ囊 、店 舖ノ 許可 巷兒が 扶助 金ノ 霎產？ 對 スル 現金 引 あ： 關 スル 事項 二 就 テ 
< I 九 量 寞さ 10 日 公布 ノ 婚姻 貸付を 交付 一晶 スル 施行 令 第 九 條第四 項及ビ 第十條 乃至 第 十一 涙ヲ なこ霄 

じ 店 舖二掛 スル 婚姻 貸付金 ノ雲室 養まノ 許可 〈ソノ こ 义兒患 養 金 ノ需雲 あ 養まノ 許可 卜 看做 ス 

第 十四 條 

兒 童 喬金ヲ '取得 セ シムル 畐ヲな テ 役要ビ 役場 ヨリ 下付 セ-フル ル證巧 書類 ハ 無料-ー テ ま 給 セラ ルル モノ 

じ 保健 局こヨ ル檢該 (無料 トス。 

第 十 五條 

本 施行規則 ハ】 九 一二 五 年 一 0 巧】 日 ヨリ 效 カヲ發 生ス。 

だ多モ 家族へ ノ兒蘆 扶助 金 交付を 中 改正を (一空 I 六 年 一言 I 面 基 叟 

1 C 九 


一九 一二 一二 年 六ち 一日 公布 ノ 失業 総和 巧 第 六 章 一 i キ兹- 一次 ノかク をム， 

第 一條 1 
一 か 量 年 九 巧 一音を 布ノ拿 家族へ ノ兒賽 助 金 交付 令 第 一條 中 こ囘限 リノ」 ノ 字句 ヲ背ル 

■第一 一條 

本 令 ハ ー九 一一 一六 年 四 巧 一日 ヨリが カヲ發 生ス。 

- - 

吼多モ 家族へ ノ兒童 扶助 金 交げ 令 第 S み 施行規則 

こ 九 一吉 (年 二百 一面 曰を 巧〕 

♦ 

一を 云 年 ホち 一 五日を 布ノ タ子 家族へ ノ兒童 扶助 金 巧が 令を 擾 こを キ兹こ 次ノ如 クちム 
第. 一條 

7" 繼銷 的兒憲 扶助を' ハな 下-一巧 グル 所ノ諸 前提 ノ下 一一 交付 セラ ルル コト ヲ 得、’ 

一、 家族 (滿 十六 歲未滿 ノ妄五 人を ヲ含直 ノナ ルヲ耍 X 。 を 子女 ノ子巧 ふ、 擎女挈 女及ビ 養育 モ 
女垃 一； レ 等 ノモ孫 モ亦么 ヲちノ 意味 二が ケル 子す 看雙 モノ トス。. 

1 1、 父母 (一九 量 年 者 一音 公 夕獨蠢 公 養 所定 ノ 意味 二め ケル 獨議貪 交； ヲ 耍ス。 

一二、 父母 ノ 前歴 あビ 世評 〈異議 ノ餘 地ナキ モノ ナル ヲ耍 ス。 

四、 モ襄壽 ハ 養 愛 ハ 疾病 露へ ノタ 義務 アル 蠢二馨 スルを 乃至 〈蠢 不能 ノが態 二 陷レル 當時二 於 
テ カ、 ル 活動 二 從事シ 居 リタ ル 者 ナル コト ヲ耍 ス。 ‘ 


五、 モホ 扶養を ノ巧賃 を ハ ー八 五 ラィ ヒス マルク ヲ超 H ザル ヲ要 ス。 

じ 失業 手 當ヲま クルを ハを ヲ第 一項 第四號 所載 ノを卜 同視 スル コ トトぇ。 

にお 病あビ 分娩 手當 、養を、 災氧及 ビ猶夫 年ち 巧發 年金 赴 二 失業 及ビ 恐慌 手當 ハを ァ之ヲ 第 I 項 第五 號ノ意 
味 一一が ケル 巧 賃金 卜 看做 ス モノ トス。 

烟モホ 扶養を 前曆 年度 一一が テ 券 賃祝ヲ 課 セラ レ ザ リシ 牧入ヲ 得 タル ノ故 一一 所得 稅法第 四十 六條 '第 .1 項 第二 號 一一 
依リ 賦課 巧 得稅ヲ 賦課 セラ ルべ キカ 至 ハ 賦課 セラ レ タルを ナル トキ (、ソノを ノ巧貨 金 一一ち 收みノ 十二み ノー ヲ加 
へ タル 額ガ 第一 巧 第五 號 所載 ノ額ヲ おユル トキ 纔纔的 畳 里 扶助 金 ハ 交せ セラ レ ザル モノ トス、 但 シモ ホ 扶養を 一 I シ 
テを 收入ノ 停止 セル コト ヲ立證 スル 場合 ハ此ノ 限り I ー アラ ズ。 • 

第二 條 

を ま、 國巧 軍兵 i あビ ー九 一二 四 年 一一 一月 一二 二日を 布ノ 公務を 働 制を 法 所定 ノ 意味 一一が ケル 公共 ノ 事務 及ビ 事業 一 ~從 
事シ兒 宏手當 又ハ兒 を 割 增俸ヲ ま クル 共 他ノを ハ繼續 的兒童 扶助 金ヲ 巧せ セラ レ ザル モノ トス。 

第一 一 一條 

! 繼 父母 (さヲ 父母 卜 同視 K 。 

じ繼锁 的兒お 扶助 金ガ 繼父义 (繼母 一妄か セラ ルル 場合 ハ 第 一條 第一 項き I 號 巧載ノ 前提 ヲ 充足 スル 爲ノ ホ條 
件 ハ ソノ 父母 一一が テモ亦 存在 スル モノ 乃至 存在 セル モノ ナル ヲ要 ス。 

第四條 

霸的兒 を 扶助 金ハ滿 王ハ歲 未滿ノ 第五 子な 降 ノをま 本 施行規則 第 I 條第 I 巧 第 I 號 ご對シ 交付 セラ ル。 


滿 十六 歲 ホ滿ノ 最初 ノ 巧 モー ー 對シテ ハ繼数 的迈宽 扶助を ハタ' が セラ レ ザル モノ トス。 

ff 繼練 的兒寅 扶助 金 ハ 第一 項 ノ規を 一ー ヨリ 扶助 金ヲ受 クル 資格 アル モ ホを 一人 二對シ 毎月 十 ライ ヒス マルク ト 
ス 。を 扶助 金 ハ 毎 巧ち ノ初 メー-前 巧み ヲ 巧が セラ ルル モノ トス。 

ゴ繼锁 的兒童 扶助 金 (其ノ 第一 囘ノ巧 付 ヲーホ =1 六 年 六 巧 二對シ 、ソノ 後 二が テ ハ 第一 囘ノ 交が ヲ本 施行規則 
第 一條 第一 項 所載 ノ諸 前提 ノ發生 セル さ 一 對シ巧 ハル。 其ノ 最後 ノ巧付 ハ 本 施行規則 第 一條 第一 項 所載 ノ諸 前提 ノ 

喪 ハレ タルち 一一 對シ巧 ハル ル モノ トス。. 

邮 子女 ノ更二 出生 セル 場合 一一が テ ハ繼轴 的兒童 扶助を ハを 子二對 シみノ 第一 囘ノ巧 付 ヲ出產 T a タルち 二掛シ 
巧 (ルル モノ トス。 

第 五條 

繼續的 お 宽扶巧 金 交付 二對 スル 申請 ハ 父母 又へ 繼 父母 中 事實上 子女 ノ 扶養 二當 ルを 之 ヲ爲ス 資格 ヲ有 ツモ ノト 

ス。 . 

第六條 

繼淺 的兒宽 扶助 お 巧せ-一 對 スル 申請 〈申請者 ソ 申請 時 二が ケル 居住地 若クハ 常時 滞在地 ノ稅お 局 二 對シ么 ヲ爲ス 

べキ モノ トス。 ， 

第セ條 

T 申請 ハ 様 ま 第一 號ニヨ ル 用紙 二依リ 之ヲ爲 スべシ 。用紙 ハ 巧炼局 ヨリ お 料 一ー テ 下付 セラ ルル モノ トス。 

TT 申請 一ー ハモ 女ノ 出生 請 書 及 ビ其ノ 父母を = 耐 父母 ノあ姻 證書ヲ 添附 スべシ 。子女 ノ 明細 出生 證書 〈之 ヲ父巧 


をノ 記載 セラ ルル 略式 出生 静書义 ハ 所 巧 事項 ノ 記載 アル 家 巧 表ヲは テ替フ コト ヲ得 。申請者 旣二所 耍ノ諸 身み 證 
巧書ノ 提示 ノ 下-一一 九 一二 五 年 九 巧 二 六日 公 ホ ノタモ 家族へ ノ兒ま 扶助 金 巧 付 令 施行規則 二 依 ルー 囘吸 リノ 兒童扶 巧 
金 ノ赛ヲ 串請シ タルを ナルト： 串 請-一際、 ご囘限 y ノ兒 童 義金 巧が 二對 スル 中 請 二 添附 サレ タル 諸 證書ヲ 指 

示 スル ヲな テせ ル モノ トス。 

第 八 お 

稅炼局 (中 請 二對シ 囊ヲ爲 K 。 お務 局 〈ソノ 薑ヲ串 請を-一、 早 V 繼綾 的兒童 扶助 金 ヲ認許 スル 場合 (様式 第 

二 號二依 ルみ 定書ニ ヨリ 通吿 スル モノ トス。 》 

第 ■九條 

一 乂身ノ 婦人-一 對シテ ハ其ノ 扶養 スべ キ滿王 C ； 歲未滿 ノ子ホ 五 人 未滿ノ 場を 一一が テ モ州稅 務局套 目 ハ 例 化 的-一 繼 
總的兒 童 扶巧金 ヲ巧付 スル コト ヲ 得。 

第十條 

繼锁覽 雲助 金 〈串 請を ボ養 金ノま 給サ交 キちノ I 日- 是薑： 望； 地方 ノ霧局 ノ蠢之 ヲま給 

ス〇 

第 十 I 條 

佚 蝴霎雲 ハ 霧 年 ノ初メ ニ 所管 霧 局-一 對 シ其ノ 所得 覆ヲ 明示 スル 義游ヲ 有ス。 

じ 扶助 金 ま領を 〈本 施 巧 お 巧を 一條 第 I 項 第四號 巧載ノ 前提 ノ巧 (レ タルト キ义ハ 其ノ巧 貸金 ガ蠢行 規則 第 
-條 第一 お 第五 號 所載 ノがヲ 超 エタ ル トキ ハ 直 チ， 二之ヲ 所管 稚お局 二申吿 スルを 镑ヲ 有ス。 


二 四 

ゴ妾扶 雪ノ巧 賞金 妾雙霸 第一 囊 一項 雲 齋載 ノ觀ヲ 超； 疑 每ル主 〈稅驚 (繼 顯的臺 

扶助 金ノ 支給 二 隙 シ其ノ 護子 女扶壽 ヲシテ 其ノ巧 賃金 額 ヲ立請 七 シムル コト ヲ得ル モノ トス 
第 十一 一條 

扶助 金 受雲ハ 每磨年 ノ初メ i 施行規則 第 i 第一 項 第一 號二警 スル 妾 SX ル葉ノ 生計 證巧 書ヲ誓 
槐務局 一 一涅 付 スル 義務 ヲ有ス 。本 施行 規贴第 一條 第一 項 第一 號 一一 該當 スル 子女 ノ中奮 セル モノ アル トキ (扶助 金 
受領者 ハち 死亡 ノ翌巧 末 マ デニ ソノ 旨 所管 稅務局 二報吿 スル ヲ耍 ス。 

第 十 S 條 

T 扶助 金 受領を ハ ソノ 住所 ノ變更 每二遲 遣ナク ソノ 旨ソ レを 繼續 的兒童 扶助 金ノ 支給 一一 當 リシ 稅銘局 一一 報吿ス 
ル 藉務ヲ 有ス。 

n 扶助 金を 領者ノ 住所 ノ變更 一ー ヨリ 他稅 簇局ノ 所を 一一 變更 セル トキ ハ 前 所管 稅務局 ハ 關係里 蠢ヲ他 ノ稅銘 局- _ 
同が スべキ モノ トス。 * 

第 十の 條 ’ 

T 繼緻 的薑養 金ノま 給-一 對 スル 請ポ權 (之ヲ 他人 二 護 スル ヲ曼 。蔓ヲ 差す ル コト ヲ曼 
づ繼観 的兒童 扶助 金 〈之ヲ 失業 手當 、恐慌 手當 、福 趾手當 、ソノ 他 コレ i スル モノー ー通 贷 スル ヲ許 サズ。 

第 十 五條 

繼横的 兒童扶 巧金ヲ 取得 セ シムル 目的 ヲ U テ 役 巧义ハ 役場 ヨリ 下 化 セラ ルル 證巧 書類 ハ 無料 一ー テ ま 給ぶ ラル ルモ 
ノト ス〇 


第 十六 條 

本 施行 規则 〈一九 一 云 ハ 年 四月 一日 ヨリ 巧 カ ヲ發生 ス。 

化多モ 家族へ ノ兒壺 扶助 金 交げ を 第 四み 施行規則 

こ 九 S 六 年 六 巧 I 〇 日を 巧) 

ーゴ ーニ 羣 九月 一 五患夕 多モ 案糜へ ノ兒童 扶助 金 交が 令 第二 條二基 S 二次 ノ如ク をム、 

第)， 節 
第 一條 

一を 一 云 年 九月 一^日 公 ホノ拿 震へ ノ薑 養を 盏令第 一條 一一 依リを メー フレタ ル 財源 ヨリ 每會計 年度 大蔵 
大臣 ノ？ 品 ノ塞ヲ 震 トシ テ薑霸 受小移 藍ノ疆 資金 ノ ~ 部 一一 臺； 爲ノ S 謗 金 (ジ I ドレ 

ン クノ爲 ノ兒壺 扶助 金) トシ テ 交 か セラ ルル コト ヲ 得。 

第二 條 

シ—ト シク ノ爲ノ 薑扶巧 金 ハ ソノを ノ 居住地 若クハ 常時 滞在地 ヲ誓 スル 獨逸巧 働 戰線縣 住宅 局 ノムロ 格 證ヲ 
有 チ且ッ ー丸 量 年 九 さ I 六日 公布 ノ拿 震へ ノ薑 扶助 金寫令 施行規則 一一 依 ルー 囘限 リノ 兒養望 夕かノ 
爲ノ諸 前 掘 ヲ充曼 ル所ノ 移住 候補を 一一 對シ をが 七 ラル 呈ノ トス。 

第ー ニ お 


ジ— ドルン クノ爲 ノ兒唐 扶助ぶ ノ 最高 额ハ ー家 族 當リ匹 百 ライ ヒス マルク トス。 一九二 置 年 九 さ 一音 公 タタ 
子 震へ ノ薑 扶助 お 交付 楚 規則 奮 ノー囘 限 リノ •兒養 助 金 ノー 家族 當 。霞 額 (ジ 1 ドルン タノ 爲ノ话 養 

助 金 ヲ含ミ ー千 ライ ヒス マルク ヲ超ユ ル ヲ許サ ザル モノ トス。 

第四條 

ジ— ドルンぅ 爲ノ墨 扶助 金窝 -一對 スル 申請 ハ ー九 一一 互 年 九 巧 二 六日な 布 ノタモ 家族へ ノ墨 扶助 金 巧が 施 
巧 規則 所を ノ樣ま 第二 號疆ニ ヨリ 么ヲ爲 スべシ 。申請書 一ー ハジ 1 ドルン クノ爲 ノ兒童 扶助 金 トシ テ 欲 スル 所ノ金 
額ヲ 記入 スル ヲ耍 ス。 

第， 五條 . 
叫ジ— ドルン クノ爲 ノ墨養 金 〈靑 色ノ S 字 ヲ擦印 セラ レ タル 墨 謗金ノ 需要 室 券 ヲなテ 供與七 ラル。 
右 i 耍董券 ハ 室 十 ライ ヒス マルク ノ額ヲ な テ發巧 セラ ル。 本を ハ 小 移住 地 ノ疆を 金 トシ ー アジ— ドルン ク營團 

一一 對シ使 消 セラ レ 得 ル モノ トス。 . ' 
づジ— ドル ミ營吗 ノ收受 セル 需耍充 化 游 〈右す ドルン ク 營幽ボ 事業 乃至 事務 ヲ巧フ 地 モノ 所管 稅銘局 金庫 
一ー ヨリ テノミ 現金 二引换 ヘラ ルル モノ トス。 本 券 ノ 提出 二 際シテ 〈移住 地 認許證 义ハ其 ノ認證 腾本ヲ を附ス ヘキ モ 

ノト ス〇 

第六條 ’ 

申請 ノ 提起 及ビ瑜 討， 其ノを 化、 需要 充足 券ノ供 巧及ビ 現金 引換へ 垃一 _ 無 お 下付 規を 一一 關シテ ハーを 量 年 九ち 
二 六日 公 巧ノ拿 家族へ ノ兒童 扶助 金 巧 付 令 施行規則 第匹條 乃至 第十條 、第 十一 雲 二 項 第二 命 趣 巧ビ璧 ち 第 


十一 疲 第一 響 I 乃至 證 命題 及ビ璧 項、 第 十四 條 、巧 ビ本蓉 規則を 覇ノ 堂が ケル 第 十二 條ヲ？ 適ぶ 
第 こ 節 

I 九 量 年 著 一一 六日 萬ノ拿 震へ ノ薑義 貪 蒋令碧 規則 《之ヲ ホノか i う 

1 、 第 十二 條ヲ次 ノ如ク 改ム、 

兒童 扶助 金^ 需霎囊 ハ 木涂收 受ノ晏 アリ 且ツ ソノ 許可 ヲ有 スル 店舖 二め テを ち蠢 用品？ 下着 
類ヲ 購入 スご役 ま モノ トス。 本 券 ハ 店？ を アま拂 二 使用 セラ ルル-童 チ ソノ 壽磬ノ 箇所 二義窒 
領をノ 碧？ 住所 ヲ インク 又 ハ インク 擊ヲな テ 記入 スル ヲ耍ス 。扶助 金 受囊ノ 姓を 住所 ノ 記入 ナキ 8 充 
足 券 ハ店舖 S ヲ收受 スル ヲ許 サズ。 カ カル 雪 畫 5 稚務局 (祝銘 局 會) 之ヲ 現金 = 引換へ ザル モノ ト 

じ 暑 扶助を ヲ認許 K ル稅驚 〈串 請 一ー ヨリ 露查券 5 テ摔乳 巧， ノち 山羊 或 ハ羊ヲ 所管 ノ地质 農 量 日 
馨すノ 都度 指寞 ルす 盤 羣ヨ リ赂入 スル コト ヲ努 的— スル コト ヲ 得。 第一 巧ノぎ i 第 四— ' 

にが 失 サレ タル 需要 充お然 二 對シ .テ ハ ソノ 代替 祭ヲ 交付 セ ザル モノ トス。 

二、 第 十 S 條ヲ次 ノ如ク 改ム、 

片本碧 規則 第 十二 條第 一項 第 I 命 趣 所を ノ 家具 ト ハ^ 薑 及ビ臺 巧臺內 肇場ヲ 含ム) ノ 整備 こ 必要 ナル 


i. ■ 


二八 

巧 用を 具 ノミヲ 謂フ。 ' — 。 
n 蠢 S 則 第 十二 條第 一項 第一 命 趙雲ノ 家庭用品. トハ尙 易 ナル 世帶ノ 整備 二 i ナル 物品 ノ、 、、ヲ 謂フ 

Si 蠢巧霸第十二條第一 巧第一命超靈ノ下讓トハ絹ヲタ分二をマザル下蠢ノミヲ謂フ。 綿あビ木綿 
等ノ 靴下な ビ K ボンな 二 下靈ビ K ボン 用ノ 布地 (之ヲ 下讓卜 看做 スモ ノトろ 
刚 店舖ノ 專及ビ i 謗— 耍查 勞ノ雲 引换へ 二？ ル 囊二就 テ (一空 二 幸 六を 一 〇 基 ホノ婚 
姻 r 窦付 i レ/碧 令 第九德 翼 及ビ季 五十 一展— 碧ろ 店舖二 5 ル 婚姻 得 金ノ需 耍充 

足 養受ノ 許可 〈當該 巧舖ガ 第一 巧窒 第一 一勇 巧 載 ノかキ 物品 ヲ販寶 スル モノ ナル トキ (ソノ マ、 兒養助 金 
ノ 需耍蹇 お蔓ノ 許可 トシ S 力 7 至ノ トス。」 

第ー ニ 節 

本 施行規則 (一九 一吉 ハ 年 セ 巧 一日ぅ リ巧 カヲ發 生ス。 

巧多モ 家族へ ノ兒蛮 扶助 金 交付 令 第五 次 妃行規 ぉ 

f (一を 云 ハ 年を 二 0 日を 巧〕 


を 丢年着 一 五日 公布 ノ拿 家族へ ノ兒童 扶助を 女 付 令 第一 一條 is ニ ホ ノかク をム、 

第 一條 

九 一吉 ハ 年 一音 一面 基 布 i 霎 5 ノ墨養 金 赛令窒 录雙轟 第 i 第一 S 嘉ヲ 次/か クな 


「五、 第 I 號 一一 該當 スル モホ五 人 ヲ超エ ザルを 族ノ 場合 二が テ (モか 扶養者 ノ巧貧 金 ハ I 八 五 ライ ヒス マルク ヲ超 
エ ザル ヲ要 ス。」 - 

第二が 

一丸 一一 一六 年 言 二 四日を 布 ノタモ 家族へ ノ兒童 扶助 金 交付 令 雪 录施行 規則 第四條 第一 項ヲホ ノかク 改ム。 

「の 繼簿 的兒童 扶助 金 C 滿 十六 歲 未滿ノ 第五 子は 降ノ をモ采 施行規則 第- 條第 I 巧き 變 一一 對シ 巧が セラ 
.ル。 滿 十六 歲 ホ滿ノ 最初 ノ四 モー I 對ごア ハ繼馈 的兒童 扶助 金； 荐セ ラレ ザル モノ トス。 本 施行規則 第 一條 
第一 頌 第一 號 一一 該當 K ル子 窒人ヲ 超 ユル 震ノ 扶養 義銘 をノ巧 賃金 每巧 I 空 ライ ヒス マルク ヲ超 ユル ト 
キ (一八 五 ライ ヒス マルク ヲ每巧 超ユル 額を 滿 I 0 ライ ヒス マルク 每 一一 一子々 ノ兒を 扶助 金ヲ 停止 スル モノ 

トス。」 * 

第ー ニ條 

本 施行規則 〈一九 吉六年 セ 巧 一日 ョリな ヵヲ發 生ス。 

化多モ 家族へ ノ兒童 扶助 金 交が 令 第 六み 施行規則 

, ( I 九 S わ 年 八 巧 一二 一日な 布) 

-丸 一吉 ハ 年 =1 さ 面 日 公布 ノ タ子を 族へ ノ兒 を 扶助 金を 化 令 中 改正 令ノお 一一が ケルーを 二 五 年 九月 I 五日を 布ノ 
夕子 家族へ ノ '巧 お 扶助 金 巧 付 令を 一條-一基 キ な-ー ホ ノ如ク をム、 


前ノ巧 ノー 
提爲 金兒囘 
ノ交ま 限 
諮が 扶リ 


二 一〇 

を 一章 

-囘限 リノ お 童 巧 助を 

第 一條 I 

T 夕子 家族 ヲシテ ソノ 世帶ヲ 適當二 整備 セ シメ ンガ譯 一一は 下 描 グル 巧ノ諸 前提 ノ下 一二 同 限 リノ 兒童 扶助 金 ハ 
交付 セラ ル、 

I 、 家族 (滿 十六 歲未 滿ノ丟 、繼丢 又 ハ 養子 畜 人は 上 ヲ含ム モノ ナル ヲ 要ろ 子ち 繼 子女 及 ビ養 モホノ 
子孫 面 一一 養育 子女 あビ ソノ モ孫モ ホ、 家族 扶養を ガ右ノ 者 二對シ 所得 稅法ノ 諸 規則 二 依 ル兒童 控除 巧 至 ハ 所得 
祝 輕減ヲ 受クべ 牛 モノ ナル 場合 一一が テ (、を ヲ 上ノ囊 一一が ケル モホ ト蠢ス コト トス。 但シ 第一 命題 所を ノ 
子女 タル 爲ニハ ホ 養 義務 者 ハみ ク トモ 部分的 一ー モ右 モ女ノ 扶養 义ハ敎 育 一 _ 事 實上盡 カス ル モノ ナル ヲ耍 スル モ 
ノト ス〇 

I I、 父 面 ハ 獨逸义 ハ之卜 同種 化 統ノ獨 逸國民 タル ヲ耍ス 。ダンチヒ 巿民ニ シテ獨 逸國內 一ー ソノ 居住地 若ク 〈常時 
滞在地 ヲ有ッ を 〈之 ヲ獨 逸國お トシ テ 取极フ コト トス。 

一一 r 父母 (公民 タル 名 擧權ヲ 有 チ且ッ ソノ 行動 ヨリ 見 テ 誠也獨 逸民 族 及 ビ國ま 二 奉仕 セン コト ヲ欲シ 又 奉仕 シ得 
ルを 卜 認定 シ得 ルを ナル ヲ耍 ス。 

四、 父せ ノ前 歷、# 評 及ビ— 的 行動 〈扶助 金ガ 家族 ノ經 叢態ノ 改善-一 使 消 セラ ル呈 ノト 期待 セ シムル ニ足 

ル モノ ナル ヲ要 ス。 


班 ノンジ 
盗兒 ク 1 

茜ノド 

扶爲ル 


五 蒙族 ニ ハ 子女ノ助成ボ遺傅，擧的理由ョ ロ見テ望 マ シ タフ ズ ト思考セ シ ム ルボ如キ何ラ ノ重大ナ ル，健康上ノ^ 
惑 ノなセ ザル コト ヲ耍 ス。 、 

广モ女 扶養者 ノ 現在 ノ 所得 及ヒお 庵闢係 〈世帶 ノ適當 ナル 整備 二必耍 ナル 物品 ヲ目ラ 調整 シ難 キ狀態 ニア ル 者 
ナル ヲ要 ス。 

じ 繼父毋 、養父母 巧ビ 養育 父母 ハ 之ヲぶ 巧卜 看做 スヴト .トス。 

に 一间眼 リノ 兒童 扶助 金-ー シテ繼 父母、 養父母 又 ハ 養育 父母 二 交が セラ ルル トキ ハ 第一 項 第二 號 所載 ノ 前提 ハ 
罢ノ 父？ か i ホ 存在 K 呈ノ若 夕 〈存在 ミ： 文ヲ 5。 第 I S 壽 所載 ノ藝 S 父ち 變曼 

ハ 養育 父母 一一が テ ハ 存在 スル ヲ耍 セズ。 

晒 父母 ノ ーち 死 離別 ノ結囊 族 巧 二 居 ラ ザル トキ 〈ソノを-一就 ィテハ 單~ 一 第 I S 二 乃至 第 蓋 所載 ノ諸藝 

ノミ 存在 スル ヲ耍 スル モノ トス。 

化 第一 項 第二 號 乃至 第五 號 所載 ノ .諸 前提 ハモ ホノ 非を 法的 父 二を アモ 亦、 ソノ 父 タルコ ふ 明確 一一 確を セラ レ 

得 ル トキ ハ、 存在 スル モノ 若クハ 存在 セ シモノ ナル ヲ耍 ス。 

第. 二條 ■ 

第 一條 所載 ノ諸 前提 ヲ ホせ スル 所 ノタモ 家族 f ン テは 下 巧 クル 場合 ノーニ 該當 スル トキ ニ囘限 リノ 兒童扶 巧 b • 
ハマ タ 移住 ノ目的 ノ爲ノ 兒を扶 巧 金 (ジ 1 ドルン クノ爲 ノ兒童 扶助を〕 トシ テ 巧せ セラ ル こトヲ 得、 卽 チモ 女 夫 

ィ國鹿 巧 付 お 文 國斯做 雷 ョリ 助が か 11^ ルべ' わ乃を 恥を- ^ んルお い；；^ 八ノ 移住 宾補 ホ义 ハが 住を 

. . ，こ， ィ 

/ 


裔助 ノー 
額 金兒囘 
ノま限 
最扶 y 



二三 

トシ テ靈國 及ビプ 。玉ン 州 勞樊臣 ノ雲磬 二を 年 許可 七 ラぃ タル S 達 ミ メラぃ タル 者 ニ シー 言 
ツジ 1 ドル ミノ？ 臺露金 ヲ季條 第二 養 ビ第環 $ ノ日 的 ノ？ ぅ爲 一一 塞卜 ；者 ナル 旨ノ 

ジ ー ドルン ク强 國ノ證 巧書ヲ 提出 セル 場合、 义ハ 

。、其 ノを 4 が一 一が たみい. いこ 方靈 画を ご ィミ 州 露 畜ノ辜 お？ S 助成* ラル ル 乃至 . 

助 ホセ ラレ タルモ ノニシ テ且ツ T ドルン クノ 爲ノ墨 扶助 金ヲ 第十條 第二 項 及ビ 第ー ー奇 所載 ノ島ノ 孰 レヵ 
ノ爲 一一 必要 トス ル 旨ノ壽 官曼 (之 ヨリ ソノ 權能 ヲ委讓 サレ タル 官廳 (認可を 廳ブ 證—ヲ 提出 セル 場合、 

ハ、 其 ノ者ノ 蕾ハ繫 費齡町 二關 スル 獨蠢を ごィ セン 2 糧 放ビ囊 大臣 ノ布 吿規を ノ醫巧 4 
テ 農 セラ ルル カ— 成 セラ レタ呈 ノー ーシテ 号？ ドル ミノ 爲ノ i 義金 ヲ季蠢 一 毒 及ビ望 項 
所載 ノ島ノ 孰； ノ爲 = '薑； ル 者 十 ル旨ノ 所管す ドル ルン タ 官 廳ノ電 書ヲ 提出 七 ル 場合 又 ハ 

こ、' 敷 寡擊 文數蔓 S がぃ r 晋黃夢 占ぶ. を 爹己も 一ー シーァ ソノ 響 こを 一室 一貢 
一 0 基 夕讓？ S 奮 蓋 二 農餐— を？ 馨ノ爲 ノ薑囊 ノ聖的 助成 二 5 置 ケ年計 

霊 養長ノ 命令 第一 一章 島 二關ス ル特磬 を-一依 U 助成 七 ラル ル 乃 需巧七 ラレ タル モノ ニ シーア 且ツ ’ T ドル 
ンぅ 爲ノ兒 童 扶助 金ヲ 第十條 第一 吾及ビ 第一 一項 所載 ノ夏ノ 孰 レ ヵノ 爲 = 塞 主 ル 者 ナル 言ノ馨 ノ管區 

官 廳ノ證 巧書ヲ 提出 セル 場合。 

第二 一條 

T 第 一條 第一— 一 號二該 賞 ル 畫ノ拿 一一 對 シ最髙 一' を ラィヒ； ルクヲ 限度； ご囘限 リノ— 扶助 


申請 提起 


ザ 町村- 1 
が ケル 申 
满ノ檢 討 
ぷビ おお 


金ヲ 交付 シ得呈 ノト r< 。一家 族 II 巧が 七 ラル ル ー同 限" ノ 兒を扶 か金ノ 最高 額. ニ トライ ヒス マルク ト う’ 

じ兒壺 扶助 金 巧 かな 後一-出生 セル 子女 ノ を 子-一 對シテ ハ兒ま 扶助 金 ハ猶ホ I 千 ライ ヒス マルク ノ最 高額 ノ充夕 
サレザ ル 限 リ更ニ ソノ 都 巧 最高 一 百 ライヒ スマ ルタ 限ぶ トシ テ 交が セラ ルル コト ヲ 得。 

第四條 

^ 一同 限 リノ 兒童 扶助 金 交が 二對ス 蛋請ノ 提起 ハモ 女ノ 法を 代理人 义ハ 父话惡 父ち 養父母 又 ハ 養育 父 受 
中 事實上 モ女ノ 扶養 一一 當ル者 之 ヲ爲ス 窗格ヲ 有 スル モノ トス。 < 

じ 一囘限 リノ 兒童 扶助 金 巧 付 一一 對 スル 申請 ハ 申請 資格を II ヨ a 申請者 ノ 申請 時 二が ケル 居を 地若ク (常時 滞在 
地ノ巿 町村 一一 對シ樣 ま 第一 號ノ巧 紙 二依リ をヲ爲 スべシ 。巿 町が 內 一一め ケル 所管 ノ 役場 一ー ツイ テ ハ 巿町材 廳をヲ ホ 
を シ且ツ 吿示ス 。申請 用 お ハ 巿町材 ヨリ 無料 一ー テ 下 か セラ ルル モノ トス。 

だ 申請-一 〈モ ホノ璧 馨及ビ 右妾ノ 父夏ビ 祖舊ノ 婚姻 說書ヲ 添付 スべシ 。子女 ノ 明細 璧馨 ハを ヲ 
父母を ノ記戦 セラ ルル 略式 出生 證义 〈所 嬰 事項 ノ 記載 アル ま 巧表ヲ はテ替 フル コト ヲ 得。 

徊第 一條 第一 巧 第互號 所載 ノ 前提 ノ 存在 スル 旨 ノ事實 〈所を 保健 局 ノ證巧 書 ヲなテ 立 べキ モノ トス。 

化 第 一條 第一 巧を j 號义ビ 第五 號巧 載ノ諸 前提 ノ 存在 スル 置 ノ立證 ニ シテ旣 ニナ ナス 黨ノ 役曼ハ 役場 二 斑 ラ 
セラ タル モノ' ナルト： 右 役所 又 ハ 役場 ノ ソノ 3 量 ミル 請 巧 書ヲな テせ ル モノ トス。 

輿近條 

^巿 町村 ハ ソノ 受现 セルを 申請-ー ツキ 巧 I 條 所を ノ兒巧 扶助 金を か ノ爲ノ 諸 前 描ガ存 ホス ルヤを ヤ-ー ツキ 檢計 
スべキ モノ トス。 瑜討ノ 結 巧 第 一條 第一 票一號 乃至 畫號 所載 ノ諸 前提ぶ テボ 存在 セ ザル コト 明 ラ カトナ" 


タル トキ (巿 町材ハ 申請 ヲ 拒否 シ且ツ ち 拒否 ノ旨ヲ 申請者 こ對シ ソノ 理ぁヲ 巧 示 スル コト ナ シー ー吿知 スル ヲ耍ス 
巿 町村 申請 ヲ 拒否 シタルト 牛 ハ 申請を ハ 巧 管稅錄 局 ノ 化を プ串請 スル コト ヲ 得。 右 申請 (稅緣 局 一一 對シ之 ヲ爲ス ベ 
シ 。コノ 場合 一一 於 テハ巿 町村 ハ槐 偽局ノ 要請-ー ヨリ ー件 書類 ヲ稅炼 局 一局 付 スル ヲ耍 スル モノ トス。 

づ檢討 ノ結巧 第 一條 第一 項 第一 號 乃至 第五 號 所載 ノ諸 前提 ノ塞 スル コト 巧 ラ カトナ" タルト： 巿町材 (第 
1 條第 I 項 第六號 所載 ノ 前提 モホ 充足 サレ 居 ル ヤ否ヤ ーー 關 スル 鑑を 意見 卜 面-一 交が セラ ルべ キ兒童 扶助 金額 一一 關ス 

ル 提議 トヲ 添へ 5 請書ヲ 申請を ノ 居住地 若ク (滞在地 ノ馨稅 驚 二囘付 スル モノ トス。. 

ホ 請 二が 第六條 - 

こかを ぶ務 局ハ巿 町が ヨリ 囘附 サレ タち請 二' ソキを 疋ヲ ナス。 ち 槐務局 ハ ソノ ホを ヲ申 請を. 一一、 且ツち 意 扶助 金認許 

ノ 場合 ハ樣ま 第二 號一 一依 ル かを 書 ニ ヨリ 通吿 スル モノ トス。 

一同 限リ 第七條 / 

大藏 大臣 ハ 第 一條 所載 ノ諸 前提 ノ凡 テノ 存在 セ ザル 場合 一一が テ モ例ホ 的 一一 一同 限 リノ 兒童 扶助 金ヲ巧 か スル コト 

か 奠せヲ 得。 又 自宅 ヲ建テ 乃至 〈建 テント 欲シ乍 ラを 一條 所載 ノ諸請 明書ヲ 提出 シ得 ザル 申請者 一一 對シテ モ亦ジ I ドルン 

クノ爲 ノ兒童 巧 助 金 ヲ巧付 スル コト ヲ 得。 な 上 ノ權能 〈大藏 大臣 之ヲ 上級 稅務局 長官 又 ハ 稅務局 一一を 譲 スル コト ヲ 

得 ル モノ トス。 

一 囘限リ 第八條 . 

批線 一同 お リノ 兒童 扶助 金 ノ供與 ハ兒^ 扶助を を付ノ を藝ヲ 下が シ タル 稅族 局 ノ 金庫 之ヲ 弓。 申請を ハ 右 金庫 二 

巧 か テ 稅銘奇 ヨリ 下せ サレ タル かを 書ヲ 提示 シ且ツ 受領 證卜 .引換へ 二兒童 扶助 金ヲ 受領 スル コト ヲ 得。 


巧 童 扶助 
をノ 需要 
充巧夕 


需要 充足 
タノ 使 巧 


巧九條 

1 麗 リノ 兒童蠢 を 〈亮童 扶助 金ノ需 雲足 券」 ヲ なテ冀 セラ ル、 本 涂ハ樣 臺二號 _ 一ず、 ジ 1 ド 
ル^ク ノ爲ノ 墨 扶助 金 トシ テ認許 サレ タル 場を ハ樣ま 第西號 (需要 ホ お营ご 依 ル。 

じ兒童 扶助を ノ 需要— を臟 充足 管ヲ をム) ハー 0 及 ビ五〇 ラィ ヒス マルク ノ額 ヲなテ發 行 セラ ル。 本 
煞ハ發 巧 槪鱗局 ノ認印 アル 場合 ニノ ミ效カ ヲ有ツ モノ トス。 

第十條 

^兒童 養金ノ 11 要 充足 缘 (Ig 嬰董勞 收まノ 許可 アル 店鋪 二め テ 家具' 家庭用品 及 ビ下讀 ヲ礎ク レ __ 役 

立ツ モノ トス。 右 所を ノ 意味 ヲ詳カ ニス レバ ホノ かシ、 

を 具 トハ寢 室ぶ ビ臺 所臺內 炊事場 ヲを ム) ノ 整備-一 養 ナル 實巧品 ノミヲ 謂ヒ、 . 

家庭 巧 品トハ 簡易 ナル 世帶ノ 整備-一 必要 ナル 物品 ノミヲ 謂ヒ、 

下讓卜 < 木 絹ヲ— 二 含 マ ザル 下 雲ノミ ヲ謂フ 。靴下？ ズボン 拉二下 讀及ビ ズボン 巧 ノホ地 ハ をヲ 右 

じ需嬰 充足 f ハ右ノ かな 下 描 グル 所ノ島 二さヲ 使用 スこ トヲ 得、 

いお ンキ クン トルンク 尧二條 (ィ夏 ビ (口)〕 义 (蠢 桑二堡 ホ】) 义ハ毫 (第 こ條 (こ) ノ經響 

金ノ ー部 トシ テホ當 ノ爲、 ご. 

い 兒賽助 金ノ需 霎囊 收受ノ 許可 アル 建築—、 建築 奇材 等ノ 供— 义ハ 手工 馨-ー ョル算 堂 巧 働 
黨ノ途 N ルト； 馨ノ ホジ— ドルン タ、 蠢 交毫ノ 居閒义 〈作業場 ノ巧築 若 夕 〈建物 又 〈 S 二 附 


換ノ要 許券需 
へ 現 充可收 要 
金 足 'を充 
ま 券霜ノ 足 


三 六 

風 セ シメ ラル ル 作業 設離 ノを教 ノ爲' 

ぺ 申請者 ノ從 策-一' 蓄 ナル 機械 及 ビ寶ヲ 兒養助 金 ノ需雲 囊收を ノ許享 ル 店舗 二が テ 酶 入 スル 爲。 

ゴ兒童 扶助 金 ヲ認許 セル 税銘局 ハ 申請 二依リ 

^ 兒お扶 巧金ソ 需耍充 せが ヲはテ 巧 乳 用ノせ 牛、 曲羊义 ハ羊ヲ 
^需耍 充足を S ヲ な テ 移住 地 一一が ケル 家畜 飼養 二必嬰 ナル 小牛 又 ハ豚ヲ 
叟因ノ 地 腐 養 指 囊ノ鐵 ヲ挿マ ザル 販囊 3。 雙 スル コト ヲ 許可 スル コト ヲ得 
第 十 一條 

T 店舖 、建築 策を、 讓 算等ノ 供給者を 一一 手工業を 一一 對 スル 兒童扶 馨ノ需 妻囊收 受ノ許 夏ヒち 需要 
充 i 券二對 K ル 現金 引換へ ニ ツィ テ ハ ー九 量 年 六ち ご 〇 日 公布 ノ 婚姻 貸付を ノ 交付-扇 スル 施行 令 第 九業逞 
な ビ第王 璧ビ第 十二 條 S 規をヲ な こ讀ス 。婚餐 化金ノ 需囊囊 收受ノ 許可’ (、第 十 雲 一項 所載 ノ望 
物品 ノ整著 ラル ル i 巧 至 S 十條 第二 項 所載 ノか S 婪 (篇供 巧 ノ爲支 ル i (ソノ； 兒童 寮金ノ 

需嬰 充足 券 收受ノ 許可 トシ テ效カ アル モノ トス。 

fi 需雲裹 ミを 一條 了) 巧 至 (こ 所載 ノ 小ジ— ドルン ク义ハ 農地 ヲ 管掌 スル ジ 1 ドルン ク 事業 舊團 、若 ク 
ハ i 一一 大蔵大臣 ノ 公認* ル 囊瞥剛 一一 3 。 テ S 受 ち こ 得 ル* ノトう ジ 1 ドルン ク 事業 若 夕 (囊霞 ハ特則 
ノ 許可 ヲ を， クル ヲ 嬰七ズ 。ジ- ドル ミ囊支 (事務) 營阐 ノ收を セル 需耍產 券 ミ— 國ガ 事業 若ク ハ事錄 

ヲ營ム 地方 ノ稅觀 局 ノ金糜 一ー ヨリ テノミ 現金 二引撫 ヘラ ルル モノ トス。 

当需嬰 充足 鞭 ハ ま彿ヒ ーー 償 用 セラ ルル ーー 先 妾 ソノ 裏面 所定 ノ简所 一一 扶助 金 受領者 ノ 姓を 及 ビ 住所 ヲ ィンク 又 



111111111 


ハィ. ンク 鉛筆 5 テ 記入 スべシ 。扶助 お 受納 者ノ 姓を 住所 ノ 記入 ナキ需 耍充囊 ハ巧舖 ソノ 他 需要を 足然收 受ノ許 
可 アル モノ 之 ヲ收ま スル ヲ許 サズ。 力 力 •ル 雪 巧囊ハ 稅務局 (既務 局 金庫) 之ヲ 現金 一一 引換へ ザル モノ ト气 
烟 需お充 あを 收をノ 許可 アルを 〈を 取 リタ ル需嬰 充足を ノ蛮面 所を ノ 箇所 二 表具、 家庭用品 义ハ 下着類 ヲ贩資 
シ又ハ 第 十條萃 一巧 所載 ノかキ 資婪ハ 巧働ヲ 扶助 金 受領を 一一 對シ 供與シ タル 旨 ノ證明 ヲ爲ス ヲ要ス 。ジ— ド こ 
ク 事業 (义ハ 事務〕 營團 一ー アツ テ. ハ特 一一 需要 充化券 ノ裘面 所を ノ 箇所 一一 特 をノ證 巧ヲ爲 スべキ モノ トス。 拷 乳巧ノ 
化 牛、 山羊 ミ 羊若ク 〈小牛 义ハ厥 ヲ贩贵 セルを ハ 雲 室 おノ 裳 面-系 一命 趣-一 準ズ ル霸ヲ 手記 スル ヲ耍 スル 


モノ トス- 


巧 耍充ぶ 
券ノ 不可 
諫渡性 


第 十一 一條 

兒黃 扶助 金ノ 雲塞绣 〈き 他人 二 譲渡 スル ヲ 曼义黨 金受馨 二が テ モ店舖 夕他ノ 本 券 收受を ドが 

テ モさヲ 差 押 フル コト ヲ得ズ 。兒 あ扶 巧を ノ 需要 充 化を 引 波シノ 要求 〈國家 一ー ヨリ 設立 セ シメ ラレ タル 若クハ 許可 
セラ レ タル ジ I ドルン ク 事業 (又 ハ 事務〕 链凹ノ ミ 之 ヲ爲シ 得 ル モノ トス。 


じ 紛失 サレ タル 需嬰 充足が 二 對シテ ハ ソノ 代替 爹交か セ-フル ル コト ナキ モノ トス. 
\/ 


に兒お 扶助 金 ノ需お 充足を II シテ巧 ノ 左上 角 ヲ切リ 取 ラレ タル モノ ハ 無巧卜 一 


お 二を 

繼績的 お 童 巧 巧を 


二 七 


ノ 交巧链 

請が キ犬期 
前 ノ巧的 

な 盗 免 


二 一八 • 

第 十一 一 一條 、 

T 夕子を 族ノ震 を播 ヲタ少 トモ 蓋. スル コト ヲ島 トシ テ さ 一巧 クル 諸 前提 ノ下 二繼 锁的薑 扶助 金ハ窝 

セラ ル， 

一、 家族 ハ滿 十六 歲薰ノ 子ち 繼モ窒 〈養畫 をな 上 ヲ含ム モノ ナル ヲ耍ス 。子ち 繼子寞 ハ 養子 女ノ 
モ孫垃 二 養育 妾ト ソノ子 2 ホ、 若 シを隻 養を ガ之ニ ヨリ 馨悅巧 所ち ノ 規則 二 节兒塞 除 ヲ受ヶ 乃至 
'(所得税 ノ 醒減ヲ 許可 セラ レ 得 ルを ナル 場合 二め テ ハ、 么ヲ右 所を ノ 意味 ノ罢卜 同視 スル モノ トス。 但シ第 
‘ I 命題 _ -謂フ モホト ハ 扶養者 ボ少ク トモ ー部分 的 一一 去 ソノ 扶養 又 (敎育 一一 事 實上盡 カス ル 所 ノモ女 ヲ謂フ モノ 
トス。 (が 下本號 所を ノ子か ヲ通傅 セラ ルル モ女卜 稱ス) 

二、 父母 (靈义 ハち 同 硬化 統ノ獨 典國技 タル ヲ .要ス 。獨霞 巧 一一 居住 若ク 〈常が 滯在 スル ダンチヒ 裏 2 
ヲ獨逸 國民卜 ス コト トス。 

一二. 父母会 民 タル ノ名舉 權ヲ有 チ 号 ソノ 行動 ヨリを ア 誠む 獨逸 民族 及 ビ國家 一_奉 仕 セ ごトヲ 欲シ又 奉仕 シ 

得 ル モノ ト認を シ得ル モノ ナル ヲ耍 ス。 

四、 父母 ノ 前歴、 世評 及ビ 社を 的 行動 (扶助 金ガ 家族 ノ經濟 的が 況ノ 改善-岳 消 セラ ルル モノ ト巧持 セ シム こ 

足 ル モノ ナル ヲ耍 ス。 . 

ち 父母 若ク 〈之 二 代を 襄壽 ノ所受 〈諸收 得 (第 十四 條及ビ 第主暖 .ハ 所を ノ 暦年 义ハ半 羣度桑 
十六 條 ) I 一が ホ 第 十四 條 所載 ノ 限度 ヲ超ユ ル コト ヲ許 サズ。 

六、 父母 若ク (之 一一 代ル丢 扶養を ノ 財産 窠十 五條 第 翼) (第一 號一 _ず聲 セラ ルル 子女 ノお 產ヲ 加へ テ 


'ス 。第 一條 第 四 項及ビ 第五 項 ノ諸規 を 


孽グ e ル 許サズ 右屢ハ第六モな降ノ韋每 一二 0、000ライヒ ス マ ル 
ク靈 ヲ弓擧 グル モノ トス。 私生子を 一が テ ハ父ノ が產 ハ さヲ 考慮 セズ ヨリ 、^^^ 

レ モノ トス。 誠*; 子女 一一 歸屬七 シメ ラル ル モノ ナル 場を 二 限り 么ヲ 考慮 ス 

じ 第 一條 第 I 吾き 璧巧 第一 命 逸 ノ諸規 を ハ 之 ヲ茲- 二 蓋 スル モノ ト 
一ー ツイ テモ第 一條 第 I 巧き I 號 巧載ノ 前提 ノ 考慮 セラ ルル 限リ亦 同ジ。 

第 十四が ‘ 

ダ i " rof 義を 普 .かレい 卜 i 8 曇 助 金 ハタ 

ーノ^ 馨顯 一— 第一 一一 號、 — ii 二 第二 十二— 一號 |ーー磊 所を 

が r 巧 ^ U r ;| 一ー アツ テ ハ 父— 〈ミ 代 i 扶養者 ノ霞 〈第 ±一罹5 項 第一 

一 po ライ ヒス マルク' ヲ 起エ ザ" シコ トヲ 要う '‘ 'ムニ 目 I 

二 ま トシ テ 所得 お SI 一條 雪雲 麗 タヒき 手 一 囊一號 磬ノ？ 極 類ぶ ク霉* ラ；？ ニア 
ハ 蓋若ク S 5,^ 襄 養を 卜第 S 條第 一歷號 辱 通 思 ラル ル子 ホ トノ籌 を 所得 稅 
I 壬囊 |驚 を ノ諸援 (鼓 近ノ半 暦年度-一 か テ 五 f ヒマ マルク 罕ヲ善 合計 一， 二 8 ラ 
P 變クレ ノ^ 做 t が 一皿 § を 一 f i ぶ ナホ 

ソ 类 ノち諸 收空二 〇〇 ライ ヒス マルク ヲ超 ユル トキこ、 一 50 ライ ヒス， マ 


二 lio ’ 

ルクノ 限度 ノ靖を 二嘗リ 最近 一 魔 年度 三が ケルち 收入ノ 半額 ヲ 合計 スル モノ トス : 

父 雲 クハ之 二 代 ル子 襄壽畫 トシ テ 如何 ナル 禮類ノ 收入ヲ 得 タルて 間 題ヲホ 5 こ？ テ ハ 常 二 塞 

をが 中を 一が い ルを 塊收 入-- ツィ テ 么ヲミ モノ トス。 j 
づ 巧璧 〈ソノ 他ノ 第一? 化リ S ミルべ キ諸簽 ノ查を 二 當ツテ ハ ソノ 震 卜永ク 別居 蹇 スル 所ノ父 
又'^ 母ノ 所得 (之ヲ 考慮 七 ザル コト ヲ 得。 但シ 右ノ菱 (母 3" 家族 一一 對シ壽 (ルル 扶養 補助金 (么ヲ 合計 スル 

シ テ 第 ±一療5 填 第一 號- 依り 雲 r '7 ^ を 君を ヲ含ム トキ ハ 父 夏 (之 二 代 ル モ襄養 

，を^ 所爵ガ 第一 項 所載 ノ 限度 ヲ超 ユル 數 合一を テ モホ繼 薇 的 墨 扶助 金 ノ巧付 (許可 セ-フル。 祖シ、 

一、 所得 ガ第 一項 第一 號二 依リ蠢 セラ ルル 場合 一一が テ ( J 霉 二、 50 ライ ヒス マルク ヲ超 ユル 額ガ滿 一二 

受第 r — 1 號二 依。 査毫 ラル ル 場合 二が テ ハ、' 每 半年 一、 二 〇〇 ライ ヒス マルク ヲ超 ユル 額ガ滿 
六 〇 ライ ヒス マルク ニ 達 スル 每こ 
兒盧 扶助 金 ハー 子分 タツ 之ヲ 停止 スル モノ トス。 

Is ご 十— 一項 第一 號ノ— が ケル 所得 (所得 藝ノ靈 11 ス II 政 命 ミ— 

をノ蠢 巧 七 ラル'' ヘキ： 卜 K 。 但シ 所得 ノ査定 二當ツ テ (ホー ー捣 グル 所 ノ雲ヲ 認ムル モノ トス 

一、 災韋ち 裏 年金、 失 擎鸣恐 擎養ビ 短時間 i を 手 當抵二 家 扳手當 ( f 合計 ス。 

二、 一重 課を 晶 スル 協を 一一 筆 獨逸國 二が ケル 所得税 ヲ 免除 セラ ルル 諸收入 ハ之ヲ 計算 ス。 


一二 父 夏ビ 通算 七 ラル ル子 女二對 スル 扶擊當 ハさヲ 合計 ス。 

四、 モホノ 物的 收得 ハを ヲ 計算 セズ。 

ち 霉囊第 十ー ニ— ーー疲 雲ノ §日0 ライ ヒス マルク ノ阻度 ハ之ヲ 考慮 セズ。 

一 Is ホノ f I ili 41 テ <事霊ノ妻 SK ルを 命 1 
項 i ノ貧 If 。 蠢襄 攫き— 載ノ 震——- f 

乃^ 第 _ め ケル f ( 勞賃稱蓉令第一 疲 i - かケ ル 養 f 。 第 5 第一 
傭を ヨリ 为一 一力 为 レ ^' I ^ - ン ヲ準曼 。養 祝 施行 令 第四條 第二 號二 該當ス i 額 〈仮令 雇 
斤ガ ノノ^ ル モノー ミ ザル 愛" 卜 雖—ヲ 計算 セ ザル モ ノトう ジ巧働 場 

f リ| コ トヲちソ 

が テ i 么蹇费 ヲを除 スル コト ナシ '一一 冀セ ラルべ キモ ノトう 棚 
第 十四 繁 ~ 巧 第二 號 一一が リ勞 —ク (ソノ 他 ノ蠢— べキ諸 收得ーー I ヲ ルべ 多 他ノ諸 

塞 ゾニ對 シテハ 第 I 巧 ノ諸規 {化 ヲさ一 適 巧 スル モノ トス。’ . : 

右 I ビ til 一^^"^^!; ケ sf ハ ig 譯餐 ノ靈則 二ず 蹇こ支 財産 ヲ謂 フ。 

曼之ヲ 巧フ靈 ロノ 後一 亲こ互 日 二旣一 一新 シキ 賦課 ノでレ 居 ル トキ 又 ミカ S 賦課 二對 スル 諸 ノ 


所得 査を 
ノ をを 期 
間、 蓝を 

結果 こが 


充タサ ぃ 居 ルよ (此 ノ新識 二が テ蹇 サレ 交 若ク ハ— 七 ラルべ 5 產 S テ 蒙卜； 。一 量課稅 二關ス 
ル 協き 一基 S 蠢一曼 ル 財囊ヲ 免除 サレ 居 ル 評— ち so ラィヒ マルクな 上 ノ經濟 財貨— 査章 レ. 

タルが 產二 合計 スべキ モノ トス。 

第 十六 條 

gs ご 十四條 第一 項 第一 舰ノ 場合 一一が テ ハ、 一磨 年度 二對 i サレ タル 覆— 常 二— ま 一一 初 マル 會計 
み ルい I 年度 ノ繼馈 的 兒童養 金 赛二對 スル 蒙よ ス 。第 +西條 第一 項 第ー ー號ノ 場合 二が テク IJS 

^羣ノ 前半 年度 二對シ 確を サレ タル 金額 ハ— 年度 二 初 マル# 年度 ノ 十ち ヨリー 青 マ デ 

7 童^.^ 平^— 確牽 レ— 額 (馨計年 度ノ 四ち ヨ"九5 デ/ 會ノ繼 ii — 二 

對シ 

よ ー トト レ モノ トス C 

渥 曾 勺 星 養 助を— 二 5 ル 童 某所 得 f (諸餐" 霞 額ノ故 一岳 否 七 ラル ル ト午而 シテ右 馨若ク 
ハ^ 收 My 壬が— 量 七； ル* ノ 驚 ザ 1 (、: 的 ^：: yu 
トナ ル 所得 ノ 確を 二對シ テ獨蠢 納税 制 囊ノ諸 規則 二 巧 ル 曇 手續ヲ ナス コト ヲ 得 ，^,; 勺一虔 
レ 斤 得 若ク (諸 收得ガ 第 十四 驚 載 ノ—ヲ 5 而 シテソ "後ノ 震 二が テ 幕— ヲ S ザル； 

一 55 XD II 產ノ蠢 

二 對シテ モ么ヲ 準用 ス。 ‘ 


. に 基準 所得 ノ確窦 ハが 產ノ 査定 ノ際 M が ケル 過失 ノ 爲二繼 總的薑 養金ガ 不法 一一 义ハ 高額 二 支給 サレ タル 
場合 ノ右 不法 乃至 高額を 給ヲ 惹起 シ タルを 吏义ハ 使用 員ノ辨 償茜務 一一 對シテ (獨逸 國納槐 制度 法 第二 十三 一條 ノ 規則 
ヲ茲二 準 巧 スル モノ トス。 

扶助 金 適 第 十七 條 . 

望 女 ） 

H 繼緻 的兒童 扶助 金ハ滿 壬ハ歲 ホ滿ノ 第五 モ 2^ 降 ノ各モ ーー 對シ 交付 セラ ル。 S 下 之ヲが 妒皆澈 解^ か 卜稱ご 
じ 寡婦 離即 セル 婦人 若 ク ハ 獨身ノ 婦人， ーシテ ソノ 扶養 スル 滿 十六 歲未滿 ノモ查 人， 一充 タザ ル トキ 又 ハ 孤ち ヲ 
敎育 スル 者 一ー シテ旣 一一 第 一條 一 一依 リ繼縷 的兒童 扶助 金 巧が 一一 際シ 通算 サレ 居 ラ ザル 孤 兒數五 人 __ あ タザ ル トキ __ が 
テモ ホソノ ー モー ー 對シ繼 衝的兒 童 扶助 金 ハ 交が セラ ルル コト ヲ 得。 を 候 ノ含ム モホ數 巧 人 未滿ノ トキ ハ繼績 的兒童 
扶助 金 〈貧困 三ヨル 特別 ノ 必要 アル 場合 ニノ ミ 巧 付 セラ ルル モノ トス。 

だ 宫ち國 防 軍兵 止及ビ I を 扇 年 一二 月 二一 二日 公布 ノを热 券 働 制度 法 所を ノ 意味 一一が ケル 公共 ノ 事務 巧ビ 事業 
こが ケル 從 業者 〈ソノ 巧 助を 適格 モホこ 對シ兒 ま キ當义 ハ 兒童割 巧 俸 ヲをケ 居 ル 限げ 繼潑 的兒童 扶助 金ヲ 交が セラ 

レ ザル モノ トス。 

. 柳 繼纔雙 お幫金 ハ之ヲ 失業 手當 、恐 擎當 、福 擎當 、震 手當 、ソノ 他を 曼ルモ ご重算 スル ヲ許 

サズ。 一一。 

猫 巧的兒 第 十八 條 
ホ 扶助を } 

ノ月巧 J, 襲が 兒盡ザ 助金ノ 額 (扶助を 適孽 女を 一人^ 一 對シ晉 十 ライヒ マルク ト 。右 ハ 常 ー ニケ 巧 ノ 經盘ノ 後 

經過 セル 巧-- 對シま 給 セラ ルル モノ トス。 


を對 


起 


づ繼锁 的兒童 扶助を 〈木 施行規則 一一 基キ 第二 十條 第一 吾ノ 場合 ヲ除キ ソノ 第一 同み ヲー をち 年 一 0 巧 一一 對シ 
又 ソノ 後 二が テ ハ ソノ 第一 囘分ヲ 第 十ー ー搔 第一 項 所載 ノ諸 前提 ノ初メ テ與； い タル 巧 一一 對シ窝 七 ラル。 又 ソノ 
最終 间みハ 右 諸 前保ノ 凡テノ 最後 一 一祥 在 ミ 巧 一一 對シを 付 セラ ル。 第 十セ條 萃一異 (子 ホ扶费 者ガミ トモ 巧ノ半 
月な 上を 共 審お巧 他 一一 從策 セシ 場合 二が テ ノミ么 ヲ適巧 スル モノ トス。 

ゴ後 馈罢ノ 聖シ交 場合 二が テ 〈右 ノ丢 二對ス S 搜聲童 謗金ノ 第一 曼ハ 右丟 ノ聖* ル 巧 一一 

對シ巧 付 セラ ル。 - 
. を 十九 條 ’ • 

T 申請 提起 一一 對 スル 蔚 が一 一就 テ ハ 第の 條 第一 巧ヲ兹 一一 適 巧 スル モノ トス。 

fi 繼潑 的兒蘆 扶助を 赛 -一對 スル 申請 ハ 童馨ノ 皇肿時 一一が ケル 居を 地若ク (常時 雨を 地 ノ稅務 局 一 _ 對 シ之ヲ 
爲ス ペシ 0 

ゴ 申請 ハ 様 ま 第五 號一 一依 ル 用 化 一ー ヨリ 么 ヲ爲ス '、ヘシ。 用 抵ハ視 お 局 ヨリが 料-ー テ 下が も ラル 第四條 第ー ニ項ノ 
規をハ 之ヲな 一一 適用 ス 。第 四條 第五 項 ノ規を ハ 第 十一 一 一條 第一 巧 第二 號 所載 ノ 前提 ガ存 ホス ル 旨 ノ立證 一一 對シ 準用 セ 

ラル ル モノ トス。 

第二 十條 

T 祝銘局 〈申請 一一 對シを 宴 爲ろ繼 賴的兒 宽扶巧 金 ノ認許 セラ ルて キハ晚 務局ハ ソノ 旨 申請者 一一 樣ま第 六 
號こ依 ル あを 書 ヲなテ 通吿ス 。申請 ガ 所得 ソノ 化を 準 トナ ル 諸 化 得义ハ 財產ノ 程度 ノあ二 拒否 セラ ルル トキ ハ稅銘 
局 (申請を 一ー ソノ 巧否ノ 理由 ヲ 通吿シ 、巧 七 テを 化ノ 基礎 卜爲 サレ タ' ル 巧 得、 霞 得 又 ハ お 鹿 远一是 律と 許 サレ タ 


を ノを鑛 
が 例扶斌 
か 助 的 
的を 兒 



ル 手段 ヲ SK 。 中 請 ガ他ノ 置 一一 my 馨ご タル IV ノナ ル i (藝 局. (串 請を-一 馨 ノ旨ヲ ソノ 理由 ヲ 票 

スル コト ナシ ニ通 吿 スル モノ トス。 

じ繼溃 的兒意 扶助を ハ 常 二 取消 シ得ル 解！； 去 ニノ ミ認許 セラ 成。 繼續 的兒童 扶助 金 ハ 迎ッテ ハ 第 十九 條一 一依 
リ 申請 ノ提孽 レ タル 歴年 ノ初メ m " 交付 七 ラル。 雲 ノ數ケ 暑 一一 對 スル 繼横費 養 巧 金ノま 給' 一一 當ッ テハ稅 
務局 ハを ヲ 部み 額 一一 配分 シテま 給 シ得ル モノ トス。 

を 一十 一條 

^大縷 大ロ ハ 繼纔が 兒黨扶 巧金ヲ な下褐 グル 場を-一が ラ モ例化 的 一一 交 か スル コト ヲ 得。 

い 父 面义ハ ソノ ーち 獨逸固 お- 1 アラ ザル トキ、 . 

いを 族卜 '菱 別居 生活 ヲナ う蔓 S ガ第主 一條 第一 項 第一 嘉及ビ 第四號 所載 ノ諸 前提 ヲ S 5 ル トキ、 

い ソノ 夫 トホク 別居 生活 ヲ ナス 旣が 婦人 ボ 扶養 スべキ 子 ホ 數五人 _ 一巧 タザ ル トキ、 

ト ソノ 所翼ク 〈諸 收貿肇 期閒內 一一が テ (季 四條 所載 ノ跟 をヲ超 エタ ル 震-ー シテ巧 十六 條巧 一巧 ノを 

を ョリ 生 ズル待 期 期閒內 二が ケル 所得 若 クハ諸 お得 ノ 根本的 減少 ノ結巧 特則ノ 困窮 狀嚴 一ー ア^ トキ。 

大藏 大臣 〈右ノ 椎能ヲ 上級 巧務 局長を 又 ハ 稅お局 一一を 讓 スル コト ヲ 得。 

じ繼 .'ぉ 的兒囊 助金ガ 不法 一妄せ セラ レ タル トキ ハ 不法 II ま 給 サレ タル 額 〈ソノ 後-一 ま 給 セラ ルル-一到 ル'' ヘキ 
繼锁雙 帝扶巧 金-一之 ヲ 通が スル モノ トス。 但シ右 ま 給 ガ扶蔡 雲を ノ慶レ ル 報 吿义ハ 第二 十一 一 一條 一一 依り 養 金 
受馨ノ 負 7 報 吿銳務 へ ノ震二 3 y テ篡- 一襄七 シメ ラぃ タル： 一ー マラ ザ 心 トキ 且ッ蠢 5 お 一一 おを 
ナリト 思惟 セラ ルル ト牛 (大藏 大臣 ハ 右冀ヲ 爲サザ こトヲ 得。 大跋 大臣 ハ右ノ 權能ヲ 上級 祝銘局 おを 一 _ を譲ス 

. . J 量 


ル コト ヲ 得。 ' ‘ 

總級兒 を 萃 一十 一展 

が微 T 繼被覧 童 扶助 金 〈蜜 祟 ガ養金 ノま管 タル 巧 ノー 曰 一一 居薑ク (滞在 スル 地方 ノ稅 驚ノ 金庫 ニ ョリ 

支給 セラ ル 0 

づ繼薇 的兒童 扶助 金ノ 支給 一 _ 對 スル 請ホ權 〈之ヲ 他人 一-譲渡 スル コト ヲ得ズ 义么ヲ 差 押 フル コト ヲ得ス 

義窒 萃壬稳 

ノ 8 扶助 金 受領者 ハ 所管 稅務局 二 對シな 下， 揭 グル 萬務ヲ をフ、 

^曆年巧中發齡^い左ノを號ーー該當スル場合報吿ヲ爲スコト、- 

一、 ソノ 者 第 十 ご 一條 第 一項 第一 號二 依リ 通算 セラ ルル 子女 二對シ 最早 扶養義務 ヲ負 フニ 及バ ザル ーー 到リ タルト 

キ、 

二、 第 十セ條 第一 一一 項ノ諸 前提 ノ 存在 スル ニ 到 リタ ル トキ、 

一二、 ソノ 者 ソノ 住所 ヲ變更 シタルト キ、 

^每曆 年度 ノー 切 メマタ 第 十四 條第 一項 第二 號ノ 場合 一-アツ テ ハを キ 暦年度 ノ初メ ニが テモ 、前曆 年度 (半曆 年 
度) 二が ケル ソノ 所得 關係ヲ 巧 示 スル コト’ 

ぺ每 暦年度 ノ始 メー ー ソノが 產 關なヲ 明示 スル コト、 

. 7 響 計 年度 ノ終 リニ 第 十 i 第 5 第一 號^ 一依" 捕话七 ラル ル子 女 二 蘭 スル 葉ノ 生計 證巧 書ヲ 提出 マルコ 
卜 。ち 生計 誇 明 書卜併 セテ 又、 扶助を 受領を 垃 一ー ソノを 卜永ク 別居 生活 ヲナシ 居 ラ ザル ソノ 配偶者 トハ前 暦年 


度 ノー 巧 メは降 禁鋪义 ハ 懲役 二處 セラ レ タルコ トナ キ旨ノ 譬察ノ 請 明書ヲ 提出 スル コト。 

第一 二 章 

終 ま 巧 諸規を 

お 巧規を き不濃 

一同 限 リノ 义 〈繼鎮 的兒竟 扶助 金ヲ 取得 セ シムル 目的 ヲなテ 役所 及ビ 役場 ヨリ 下付 セラ ルル 諸證巧 書類 ハ 無料- 1 
テ 支給 セラ ルル モノ トス 0 
發 を 第二 十 五條 

本 施行規則 ハー 九 一ニ セ 年 十 巧-日 ヨリ 巧カヲ 發生シ 、又 農村 巧 働を 巧ビ 手工業 者 二 gf - K ルジ I ドルン クノ爲 
メノ兒 ま 扶助 金ノ認 許 一一 闢 スル 部分 (旣 二’ 一九 S セ 年 おち 一日 ヨリな カ ヲ有ツ モノ トス。 

じ il 六 年 量昏 公布 ノ タ子 家族へ ノ兒童 扶助 羹が令 第 I 一录碧 規則 二 基キち 規をノ 誤い ル 解 釋ノ結 

. 巧 又 ハ 諸 前描ノ 不充分 ナル 檢討ノ 結巧ス べテノ 前提 ヲ 充足 セ ズシテ 繼溃的 兒意扶 巧金ノ 巧せ セラ レ タルモ ノー ー就 テ 
(右 交付 ガ 故意 二爲 サレ タル 犯罪 的 巧 爲 一ー ヨリ テ巧來 サレ タルモ ノー ー アラ ザル トキ 大藏 大臣 〈右 巧 付を 額ノ 囘收ヲ 
爲サ ザル n トヲ 得。 大藏 大臣 〈ち 權能ヲ 上級 祝務 局長を 一一を 譲 スル コト ヲ 得。 

司な 下- 1 巧 グル 諸 法令 ハ ー九 己 七 年 十月 一日な 降 效ヵヲ 喪フ、 

け 一 当 五 年 九 巧 一一 六 自惡ノ 拿 囊へノ 臺霸羹 付 令 湾 轟、 

. 一ー ユモ 


一九 II 一六 年 一言 二十 臂寞ノ 拿 震へ ノ兒裏 助窦客 第一 一ー ホ 施行規則、 

T 一九 一一 I 六 年 六 巧 十日 公 ホ ノタモ 家族へ ノ兒お 扶助を 巧 行 令 第 四み 施行 規朋， . 
叫 一九 三 一六 年 八ち 一十 日 公布 ノ タ子 家族へ ノ兒竞 扶助 金 交せ 第五 ホ娜行 規則。 

W 多モ 家族へ ノ兒童 扶助 金 交 ザ 令 第 セみ 施行規則 

(一九 一一 一八 年 三月 ニニ 日を 巧〕 

一九 一一 一六 年 ニーち 二十の 日な 布ノ タ子 家族へ ノ兒童 扶助 金 交が 令 中 改正 令 ノお二 於 ケル ー九 一二 五 年 ホ 巧 十五 日 公布 
ノタモ 家族へ ノ兒童 扶助 金 交付 令 第二 條一 一基 キ圾ニ ホ ノかク をム、 

第 一條 

一九 一二 七 年 八ち 一一 一十一 日を 布ノ タ子を 族へ ノ兒お 扶助 金を か 第 六 ホ 施行規則 ハ 之ヲホ ノかク 改ム、 

一、 第 十己條 第一 巧 第五 號ヲホ ノかク 改ム、 

「五、 第 十 五條 一一 依 リ認を セラ ルべ キ 父母 又 ハ 之-一代 ル子 ホ 扶養を ノ 所得 ハ 通算 セラ ルル 子女 ノ諸收 入 ヲ合セ 
テ前曆 年度 一一が テ A 、 000 ラィ ヒス マルク ノ額ヲ 超 ユルヲ 許 サズ。 コノ 場合 五 〇 ラィ ヒス マルク 末滿ノ 
金額 ハ 之 ヲ切拾 ツル モノ トス。 永ク ソノ 家族 卜 別居 生巧ヲ ナス 乂又 ハ母ノ 所得 ハ之ヲ 考慮 セズ 。但シ 右 父 
又 ハ母ガ 家族 一一 支給 スル 巧ノ 扶養 補助を ハ之ヲ 合計 スル モノ トス。」 

二、 第 十二 一條 第一 項 第 六 號中ノ 「第 十 五條 第 四 巧」 ナル 字句 ハ之ヲ 「第 十 五條 第二' 苦卜 改ム。 

一二、 第 十四 條ヲホ ノかク 改ム、 . 


「組 的 蓋 I 錦 第 十四 條 

第 ま i 1 裏 i 定ノモ を 天な 上ヲ 含— 第 十 ーー疲 第一 丽一劈 畐 六— 載ノ If ホ 
足 スル 所ノ 家族 S 下がて 場合 二馨 スル トキ 桑 十 ーー摄 所載 ノ兒囊 助金ノ かこ 顯緊 い八备 1 

兒意 扶助 金』 ヲ 交付た ラル ル コト ヲ轉、 ' I ’ 

け蔓 〈之を ル子 女扶馨 ノ前曆 年度 二が ケル 諸收 ク少ク トモ ご芬 ノーボ 
い 從屬的 鱗® 一ー ヨル收 入 ( I を 二八 年ノ 所得 槐法第 十九 度、 

い 一丸 一二 八年ノ 所得税 法 第二 十二 條第 I 號 所載 ノ 如キ議 ノ諸收 得、 及ビ 

い 一九 I 二八 年ノ 所得 稅雪 一展 第 I 號 (ィ) 巧 至 (ハ) 及ビ第 七 號 、第 十號き 季一號 所載 ノ如キ 種 

ヨリ 成立 セル モノ ナル 靖 を。 

蠢舅 巧へ ラル ルヤ 否て 確 を _畜ッ テニィ) 力 至 (ハ ご藝ス i 入ヲ ソノ 他ノ桑 十五 雲 一 
巧 一-依 リ査毫 レ タこ諸 收入卜 驚 スべキ モノ トス。 ソノ 他 ノ屢入 トシ テ考 f ラル ル モノ ハ 
'年 ノ類槐 誰 よ疲パ 至 第 十八 條 、第二 十 埼萃子 一條、 を 一十一 淚 第二 靈ビ第一髪 ビ第こ 十— 
r ' テ ソノ 微秘 ヲ規带 七 ラル 品 ノ諸 收委謂 7。 ( ィ) 巧 妾 こ-一 馨 スル ノ 心 
を额 ノ少ク トモ 牛 額 タル ヲ耍 ス。 * 翅； 化ノ 詰斗乂 

じノ 赛ノ爲 暴； i ミ醫 fli 


ご！ 九 


一四 o . 

^ 第一 命題 二め ケル 「第 十四 德 一— 一 號」 ナル 字 9 妄十 ーー療 第一— 五號」 卜¥ •第一 命 强及ビ 
第五 號 二が ケル 「所得 稍を ノ字 巧ヲ 「一を 二八 年ノ 所得税を 卜 改ム。 

7 最終命題 中ノ r 亦 同ジ」 ノ？ 呂 命令 ノ證條 第一 巧 望 命？ 化 リ窒囊 、主 ノ勞 働县シ テ賣ル 

ル 額 二 對シテ ごノ 字句 ヲ挿 令。 

ち 第 十五 窜 第一 吾及ビ 第一 一勇 ヲ削 U 、 第 四 項 (第二 項 トナ ル。 

六、 第 十六 條 第一 項ヲホ ノかク 改ム’ - 

「叫 一 霉度二 對シ確 毫レタ 抑 所得 ハ 之 ヲ常二 翌羣？ 初 マル 會計 年度 (臂一 曰 ヨリー ニ 巧一丰 一日 マ 
io 二對スル繼锁覽童鏡霎付二對シ；基準トナマ。 但シ墨養寅右會計年度专ノ諸前提ノ存 

在 スル 眼リ ーーが テ ノミ巧 付 セラ ルル モノ トス。」 、 

ち 第 十六 條第一吾 中 r 季 五條 二 依 ル 所得 f ハ諸收 得」 ノ字 9 「所 囊クハ ソノ 他ノ肇 トナ ル諸收 得」 
卜改ム 。蚕 十 農」 ノ 字句 ヲ男十 二疲 第一 項 第五 號」 卜なム 。最審 題 (之ヲ ホ ノかク 改ム、 

去 項 ノ霞定 ( 靈 i 蹇ビ霎 i 雪讀 t 交繼鬻 S 義金 9 ま ク善孽 " J て 確 

を 一一 對シテ 準用 セラ ルべ キ モノ トス。」 • 

八 •第 十 セ 條ヲホ ノ如ク 改ム、 

p み 巧 索な g ^ + と^ 

T 數 霞量辭 を 桑ち 療) ハ 第 ミ 雲-巧 第一 號二 依リ 通算 セラ ル S 晕な降 ノを子 一 對シ每 巧 


1 0 ライヒ マルク ノ 金額 一一が テ 巧が* ラル。 滿緊 レ；^ 心 藝算豪 製 桑 十四 暧 〈第 十-一 療第 一項 
)第 ~ 號 二 护リ 通算 セラ ルル 第一 一宇な 降 ノを子 一一 對シ每 巧 I 〇 ライヒ スマ ル タノ 金額 一一を ア巧か セラ ル。 

じ 寡！^ •離圳 セル 婦人 若 クハ獨 をノ 婦人 ハ ソノ 扶養 スル 滿 十六 囊 滿ノモ ホを 襄ノ トキ ニを アこ トニ 
ン^^: 竟 扶助 金ヲ 、又 ソノ 扶養 K ル滿 十六 歲ホ滿 ノモを 方 慕ノ トキ-一 於 テ* 一を-一 對シ撒 賢' レ 

タル 護賓養 盞ヲ蓄 K ル n ドヲ 得。 繁ヲ馨 扶養； 者 二を； 亦同ジ 、但シ 右翼 《第 十一 一 一條 

j 二 化 リ襲的 义ハ斌 張 ご タル 繼被磬 ま 扶助 金ノ交 かコ際 シ旣二 通算 セラ レ タル モノ-ー アラ ザル ヲ耍 ス。 
だ 國防軍 重 及 ビ臺ハ ソノ 義を 適格 罢-一 對シ望 里 手 當又ハ 墨割增 俸ヲ署 スル 限リ睾 ター 對 スル 
I 繼演的 义ハ揽 張 サレ タル 繼顯 的兒童 扶助 金ヲ 交付 セラ レ ザル モノ トス。 

晒 I 当两年 一言 二十 一一 一日 公 ホノ公 蒙， 働 制度 法 所を ノ 震，- が ケル 冀ノ 事務 及ど蠢 -一馨 スル ソノ 他 

ノを ごか テ ハ 扶助を 適な 子女-一 對シ兒 を 割 增俸ヲ 取得 シ居ル 場合 二が テモ 右子 ホー ー 對シ觀 龄^い 知い 龄觀げ 
兒董扶 巧 金 ノミハ 巧 付 セラ ル。 右ノ 場合を I モホ宛 巧 付 セラ ルル 兒童手 當义ハ 兒童割 あ 俸 卜右モ ホ 宛 交 か セ 

ラル ル 猶張サ A 完繼 '鬻薑 寶金ト ノ拿專 I 九 ニ セ 手 音 十 音 蓋 ノ獨議 俸給 囊 十四 條第 
一巧な 二を ニー 年 六 置 日 公 巧 ノ萃录 減俸 令 第四條 -I 巧" 右子ち 對 スル 兒 童手當 トシ テ 獨逸國 を ま _ 一 
歸風こ キ額ヲ 超 ユル 場を (姻張 サレ タル 巧 養 助 金 ハ ソノ 差額' ダケ 減額 セラ ルル モノ トス。 右ノ 場合 差額 
ハ I ライ ヒス マルク ホ 滿ヲ切 拾 ツル モノ トス。 

巧 繼紋が 兒を扶 巧 金 ハ 之ヲホ 策手當 、福 碰手當 、を 族手當 ソノ 他 之 一一 類 スル モノー ー通 巧 スル ヲ許 サズ。」 

九、 巧 十八 條 巧-巧 ヲホ ノ如ク 改ム、 


il 第 十八 條 

叫繼鞭 的兒蠢 扶助 金 ハ 常-ニケ 巧 ノ經過 後經過 セル 巧 二對シ 支給 セラ ル。」 

十、 第 十八 條 第二 項 中 

^ 「一九 一ニ セ 年 十月」 ノ 字句 ブ r 1 九 一二 八 年 脚を. 二 改メ、 

.叫 「第 十 吉條聲 一項」 ノ 字句 ノ次二 「又 ハ 第 十四 條第 一項」 ヲ 加へ、 

ぺ 「第 十わ條 第ー ニ 項」 ノ 字句 ヲ 「第 十お條 第ー ニ 項 及 ビ第四 項」 卜改ム 

十一、 第二 十 一條 第一 項 中 

パ (〈) ノ項中 r 永と ノ次二 又 ハ 長期 一 云 ツこヲ がへ 

^ S ノ巧中 呈人ホ fJ ノ 字な ヲ 「五 人 未 滿蛋主 揉) 交一 二人 未 滿窠十 攫と 卜改 メ、 

ぺ (こノ 項中異 十四 條」 ノ富ヲ 「第 十一 一展 第一 項 第五 雙 (第 十四が 第一 項」 卜 改ム。 

十二、 第一 一十 一條 中 ホノ巧 ( ー イ〕 ヲ 挿入 ス 

「。大蔵 畜 (さ亮 グル 蓉二於 テ (滿 十六 歲ヲ 超； モ 未ダ滿 二十 一歲二 達？ ル子 ホヲ第 十一 一展 第 
第一 號所を ノ霉 一一が ィテ霖 セラ ルル モホト 看做 ス コト ヲ 許可 スル コト ヲ 得、 卽チ 
一、 右 モ女ガ 

八 就 學中义 (雜業 見谓中 ナル トキ、 又 ハ 
T ホク 生業 不能 ナル トキ、 且ツ 

一一、 を モホガ 巧 一二 〇 ライ ヒス マルク ノ 所得 ヲモ タザ ル トキ。 ' . 


大寞臣 ハ 磊夢上 极賴務 局 奪 日 ミ馨盾 I 妄讓 ミコト ヲ 得。」 

十 己、 第二 十一 一條 第二 巧 一 I ホ ノ諸命 趣ヲ道 加ス、 

曼 壽ホ權 ノ讓义 〈壽へ ハを 貸、 特 ，1 退姜 (訴訟 提起 ニホ受 最近 滿 ニケ 巧み ノ 滞— 貸 i スル ぁ 
、 ^ アノ、 乏ヲ爲 K コト ヲ得 民法 典を 音丸條 第二 項 露 ノ事實 ハを ヲ蠢訟 提起 _ 一 藝 スル モノ トス。」 

- 第二 號- 一が ケル 磊云 項」 ノ 字甸ヲ 「第 I 二-項 又 〈第 晒 頃」 卜 改メ、 

二、 第四號 トシ テ 次ノ字 司ヲ 霸ス、 . 

「西、 を 一王 黨ーィ 巧 一' 一？ 通算 セラ レ タルモ 妾最 5 學义ハ 職業 見谐 中-ー アラ ザル ニ 到 リタ ル カス ハ 

; ツ雪 ル尖 ミ—義—ノ—ヲ 

い 第二 十一 I 一條 (〇 ヲ ホノタ 改ム、 • 

「い 曆年ノ 初 メー 品曆 年度； ケル ソノ 巧 得 關係ヲ 明示 スル コト、」 

卜 (こ ノ巧中 ノ蚕十 II 疲巧 I 巧 第一 號二 依リ J ノ 字句 ヲ削 ル。 

主、 第二 節 羣一主 曼ノホ ニ ホ ノ如牛 第 一二 節ヲ 窺ス、 

「第 ご 一節 ‘ 


敎育巧 助を 


，巧 四 


.ご： 藝 U 龍 y py 龍 

費— 二— ご 一鬟十 ル 零— 二— 育 sf y UU 。」 

づ大藏 大臣 ハ右警 扶助 金ノ 交付 i スル 諸費ヲ ぶ 政 命令 一ー ヨ 1 " 

十六、 從來ノ 第二 一節 ハを ヲ 「第 晒曹ト ナス 

第一 一條 - 
木 施行規則 ハ ー九 一一 一八 年 四ち 一日 ヨリ 努ヲ發 生ろ ■ 

が 多 子 家族へ ノ兒謹 助 金赛令 第を 施行規則 

( (一を 二八 黃ろ 日を 巧〕 


一九二 六 重 一 さ 面 日—ノ拿家 族； i 扶助を 存令蓋 晕ノお 

夕子 一來 族へ ノ兒 宽扶雙 客を 療 一一 f な-一次 ノ如 ク定ム 
第一 節 

住を 整備 扶助を 


-が ケル ーを 一 五 年 九ち 一 五日を 布ノ 


• ^ 感^ 臣ハ獨 逸 諸 都 巿ノ都 基 築改选 ノ範圍 巧-一が テ他ノ 舊ヲ薑 セ-フレタ ル 拿 家族 一一 對 シー i 貸が 金 
ミ 扶助 お ノ爲ノ 國庵特 則が 源ノ 資金," •奮 居 ノ禱ノ 爲ノ属 い 矣巧金 ヲを か； 靈ヲ 有 ッモ ノ トス 

大藏 大臣 ハ 襄蜜ノ 巧が 一晶 スル 諸 規則 ヲ 行政命令-ー ョリを ムル コト ヲ 得。 

第 一一 節 

教育 扶助を’ 

第一 一 一條 

十 r .! 一^^^ 一^一^^ 着 ： iif I 薄 f 形曼寒 勇壽 規則第 

ィ項 < 第广 み 施行 規— 1 主 疲ィ ニ 筆 交付 七 ラル ル 敎育扶 望 二おシ ー； ホ讀容 A 
を ハ 之 こ 当 セ 年 一二 月； 具 ム布ノ 俸給 法 f 四 簾 一一 一巧 及ビを 卜照應 スル 祝 S ハ 反 タミ 

廉^^ 雪 f 季| 靈 II 規 f if 霞參 Mgc 身 含 i 


本 施行規則 ハ ー九 一二 八 年 四ち 一日 ヨリ 巧 カヲ發 生ス。 

が 夕子 家族へ ノ兒敢 扶助 金 交げ 令 第 九み 施行規則 . 

二 九 lllA 巧 二 一巧 1 1〇 曰を 适 

一を 二 六 年 青 一面 基 布 ノ拿観 へ ノ還襄 助 金 交付 令 中 塞 令 ノ形二 於 ケルーを 二韋畜 一音 公布 ノ 

夕子を 族へ ノ兒童 扶助 金 公布 令莖藤 一一 基キ茲 一； ノ如ク おム、 

、 

第一章 

-囘限 リノ 兒童 扶助を 

第 一條 

T 一查 辈 一巧 一 夏 後 二 初 メテ拿 家族 卜； 所ノ囊 一— テ < 一 囘 吸 y ノ兒囊 助 金 i 萄二規 巧 
ス 例ルヲ 除キ專 ラみ い. 方ジ ■^寶 か 豪藝 VU -^ 、 い赛七 ラル ル モノ トス。 

づ黯 ナル 家族 ヲ 第一 巧ノ囊 二が ケル •夕子 霞卜 看做 シ义窺 ナル 場合 二 t ドルン クノ 爲ノ薑 扶助 金 ハ 
巧^ セラい 得； ニ ツィ テ ニ 九 一二 八年臂 一日な 髮カヲ 發生七 ルー 九 一二 八 年 音 ニー 百 蓋ノ タ子 家族へ ノ兒 
襄 sw 付 令 第 セ ホ 施行 霸ノ形 二 於 ケこ九 一ニ セ 年 各 一一 二日 公布 ノ拿囊 へノ— 扶助 羹か令 第 菜 施 


行 規則 ノ諸 規定-一 隨フ モノ トス。 

だ 一囘限 リノ 兒童 扶助 霎 が二對 スル 申請 ノ 提起 二 於 テ 拿 家族へ ノ兒囊 助 金 交付 令 第 セ ホ 碧 規則 ノを一 
於 ケル 同 令 萃ハホ 碧 霸ノ規 巧， 一依 ル歡萝 品緊い 4 お 微胁兒 養 助金ノ ー玄 右 ハ霎ヲ 交付 セラ レ 得 
ザル 震 〈ソノ 第 四子ガ ー丸 一一 一峯 一月 一日は 後 二聖シ 若 ク 〈震 內二 引取-こ タル 場合 二が テ モ賢ノ 子女 二 

對 スル ー同 限 リノ 兒意 扶助 金 ヲ從來 ノ規を 二依リ 巧が セラ ルル モノ トス。 但シ右 ハタ モ 家族へ ノ兒童 扶助 金 巧 付 令 
第 セ ホ 碧霸ノ 形-一が ケル 同 令 第 六 ホ 施行規則 第 4, セ 條雪窜 及 ビ第十 セ 蠢四裏 一命® 所載 ノをこ 對シテ ハ 

效 カナ キ モノ トス。 . 

第一 一條 

タモ漠 族へ ノ兒童 扶助 金 交が 令 第 美 施行規則 ノ 形-一め ケル 同 令を ハ ホ 施行規則 第ー ニ條 第二 項 ノ規を 二を 二 九 
年 一月 一直-後-一 出生 シ 若 夕 (家族 內 二； 5； 取 ラい タルモ ホ ニ 對シテ 〈適用 七 ラい ザル モノ トス。 

第吉條 

夕子 家族へ ノ兒 養馨 交が 令 第 七み 碧 規則 ノ形二 か ケル 同 令 第 六み 施行規則 拳 二條第 I 壽載 こ囘限 リノ 
兒宜 扶助を ノ曼寫 ヲ 未ダ渾 y ナク をせ* ラレ 居 ラ ザル 震 (ソノ 差 额ヲ專 ラた •い 女八备 ^豪繫 (多 
子 家族へ ノ兒定 扶助を 交付 令 第 セず 施行規則 ノ 形-一が ケル 同 令 第 六 ホ 施行規則 第二 條) トシ テノ ミあ認 セラ ルル コ‘ 

トヲ得 ル モノ トス。 


繼續的 兒童巧 助 金 


一九ミ年臂"^日^^ヲ重ミ ー 九ーニ八年一言 二音公布ノ拿震 へ 
規則 ノ形 § ル ー九 一ニ セ 年 八 皇二基 布ノ— 族へ ノ墨 養— 客萃 ハ^ 强 yt ホ^ 右 ノ勞働 

能 五 t セント ニ ほ 下 セ—、 若クハ あ—、 特別 不— 持雲勞働不 馨 年— 

クル 夫ヲ有 ツ所ノ 妻」、 告畐片 ミー ー わ 5 二ち ニ ハ日藥 ノ靈國 — i 十 農 第 一項 近 二九 ニニ 寞 

二' 俸— 辱享 直— 手 ミ—— 重 

「羣 二—. (二 五ラィ ヒス マルク i — u 二： r , ハ rp 改ム 


一譯 sn - •ご辈 ミぅ ノニ j 

一二、 き 一十 一條 第ー ィ項 第二 望ビ 第一 壬 二條 (ィ堯 四 普 コニ 0 」 


(二） （一) 


本 施行規則 ハ ー丸 一二 九 年 I 巧 一日 ヨリ 巧 カヲ發 生ス。 

第 I 章 (一同 限 リノ 兒童 扶助 金) ノス デ I テン 地方 二が ケル 發效ハ 之ヲ留 おス。 


